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１．神は死んだ！







あすか正太





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。































　神は、実在した。













　書に曰いわく、

　その日、空を見上げることの出来た者のすべてが、神の姿を見たという。




　それほどに、神は巨きよ大だいであった。

　立ち上がった姿は山を越こえ、雲を突つき破り、天を覆おおった。

　伸のばした手のひらは月に届くほどであったと語る者すらいる。

　実際のところ、神の御み姿すがたがどれほどの高さであったかは不明だ。

　分かることと言えば、神は人に似た姿をしていた、ということだった。

　信しん仰こうに厚い者ならば『順序が逆だ』と声を荒あらくするだろう。

　そんなことはどうでもよかった。どっちでもいいし、どちらでもかまわなかった。

　その日、神は圧あつ倒とう的にそこにいたのだ。

　ある者は、霞かすみがかった空の彼方かなたに。

　またある者は、太陽が激しく照りつける砂さ漠ばくの中心で。

　少年は綺き麗れいに敷しき詰つめられた石いし畳だたみの上で、少女は氷雪の凍とう土どを踏ふみしめながら、男たちは帆ほをはらませて進む船の甲かん板ぱんで、子を抱だいた母は茅かや葺ぶきの屋根の下から、この地上に現出した神の御姿を見上げていた。

　塔とうの中で、神学論争を繰くり広げていた者たちも三〇〇〇年の議論に決着をつけた。

　神はいるのか、いないのか。




　いたのだ。




　これまで『神がいるのなら、なぜ人には見えないのか』という無神論者たちの問いに対して、敬けい虔けんな有神論者たちはこう答えてきた。

「物理的な存在しか知覚することの出来ない人の目や耳では〝いま、そこにいる〟神を認にん識しきすることは出来ない」

　無神論者たちは鼻で笑った。

「見えないものが見えないのは見えないからである、と言っているに等しい」

　互たがいに歩み寄る意思のないところで始まる議論は、すべからく不毛だった。

　神を信じる者は、神以外のものを信じられないというが、神を信じない者とて、無神という神を信じているに過ぎない。

　両者は互いに自分に都合のよい論を並べ、幾いく世代にも亘わたって、実を結ばぬ言葉遊びを続けた。

　たった一人の青年が、たった一言の台詞せりふで終しゆう止し符ふを打つまでは。

「いるかいないか。確かめてみればいいではないですか」

　平然と口にする青年に、神を信ずる者も、そうでない者も同じ疑問を口にした。

　──どのようにして!?

　青年は、歌を口ずさむように答えたという。

「血と肉を与あたえて、神をこの世に現出させてしまえばよいのです」

　青年の名は、ブレス・ブレイス。

『龍りゆう人じんとは、人よりも獣けものに近き存在である』と神の言葉にも記された、人族一〇八種の中でも　最も下等な種族と忌いみ嫌きらわれし、龍族の若者であった。

　法王の許可を得たブレスは、その日のうちに最終図書館に潜もぐった。

　最終図書館とは、法王庁の地下に存在する門外不出の書物が収められた場所である。三〇〇〇年の昔より、代々の使徒たちが収集してきた図書を秘蔵する、人類の記き憶おくともいえる空間だ。

「私が出てくるまで、この扉とびらを開けてはならない」

　そう告げて、ブレスは図書館を内側から封ふう印いんした。

　一ヶ月が過ぎ、一年が過ぎても、彼は戻もどって来なかった。

　中には食料すら運び込むことも叶かなわず、図書館の中で生存していることすら疑問に思われた。

　そして、ちょうど九九九日が過ぎた朝──、

　扉が開いた。

　一冊の書を携たずさえて、姿を顕あらわしたブレスはこう告げた。

「神の言葉を、盗ぬすんできた……」

　そして、神を地上に顕けん現げんさせる計画が始まった。

　降臨の地は霊れい都とヨツンヘルムと定められた。穏おだやかに暮らしていた霊れい眼がん族を滅ほろぼし、神を祝うための巨大な十じゆう字じ架か塔と、何重にも亘る儀ぎ式しき魔ま法ほう陣じんが敷かれた。

　ブレスの左手には一冊の書があった。

　それは『原書』と呼ばれるものであった。

　言葉によって生じた世界の成り立ちと理ことわりが記された世界最初の書であった。

　その書は太古より最終図書館に存在していたのだが、誰だれもその書を読むことは叶わなかった。

　もはや現存しない言語で記されていたからである。

　それを若き龍族の青年、ブレスが読み解いたのだ。

　彼は何も特別なことをしたわけではなかった。

　ただ、図書館にある数万冊の本を一冊残らず読破しただけであった。

　ブレスは眠ねむることの出来ない身体からだをしていた。そして、いついかなる時でも途と切ぎれることのない集中力を持っていた。彼は常人を絶する読書量をもって、もはや読める者すらいなくなった古代の言語を次々と解読し、神の言葉にたどりついたのであった。

　真理言語ロゴスに。

　言葉の通り、神は血と肉を与えられ、その姿を地上に顕した。




　それは──なんのために？




　神は、大地をゆっくりと見回していた。

　己おのが作り出した世界のありようを確かめようというのだろうか。

　すると突とつ然ぜん、虚こ空くうに鉄てつ杭くいが現れ、神の手を貫つらぬいた。

　鉄杭は手のひらごとゴフェルの十字架に突つき刺ささって、裏側まで貫かん通つうする。

　神の奇き跡せきを祝うために用意された純白の十字架塔に、真っ赤な血が滴したたり落ちた。

　神は苦く悶もんの叫さけびをあげる。

　男は、その悲鳴を待ち望んでいたとばかりに笑えみを浮うかべた。

「どうだ、神よ。これが『痛み』というものだ」

　つぶやいて、男は神の顔を水平に見み据すえる高度にまで飛ひ翔しようした。

　ブレスである。

　手には、一冊の書物が広げられていた。

「苦しいか、これが血と肉を持たぬ貴様が、我々だけに強しいてきた『痛み』というものだ」

　ゆっくりとブレスは告げた。

「……！　…………!!」

　神は口をぱくぱくと動かし、言葉にならない呻うめきを発した。

「喉のどの震ふるわし方も分からぬようでは〝言葉〟を発することも出来ぬよな！　〝言葉〟を発することの出来ぬ神など!!」

　ブレスは新たなる鉄杭を呼び出した。

「第二の杭よ！」

　声と共に現れた鉄杭は、稲いな妻ずまのように空を切り裂さいて、神の左手を貫いた。

　神の喉から絶ぜつ叫きようがほとばしる。

　その苦しみに歪ゆがんだ顔を見ても、ブレスは見下すような眼まな差ざしを浮かべるだけだ。

「一方的に裁かれる気分はどうだ？」

　ニヤリと歪めた口がつぶやく。

「これが神──貴様がこれまで我々にしてきた仕打ちだ!!」

　第三の杭は喉に突き立てられた。

　白かった柱はもう、神の血で真っ赤に染まっている。

「無む抵てい抗こうの者を一方的にいたぶるというのはすこぶる面おも白しろいな!!　やめられぬハズだ!!」

　ブレスは容よう赦しやなく杭を放っていった。

　両りよう脚あしに至っては、揃そろえた二本の足首を一本の杭で結んだ。

「フフフフフ！　ハハハハハハハハハハハハ!!」

　ブレスは雄お叫たけびをあげた。

「聞け、神よ！　我々は貴様の救済も恩おん恵けいも懲ちよう罰ばつも必要としない！　貴様の用意した物語もいらない！　審しん判ぱんの日は訪おとずれない！　なぜなら我々に裁かれる理由などないからだ！」

　叫び、拳こぶしを突き上げた途と端たん、日につ蝕しよくが始まった。

　月の公転軌き道どうが太陽と重なったのだ。

　じわじわと食べられるように太陽が月に隠かくされていく。

　日蝕を背にしたブレスは、あたかも自分が星の軌道を変えたのだと言わんばかりの傲ごう慢まんさを顔に浮かべた。

「人はどこまでも進化する！　石を捨て、剣けんを握にぎり、矢を放ち、火薬を生みだし、神の力すら我がモノとして貴様を殺す！　これが貴様の生みだした〝人〟の可能性の証明だ！　人の可能性は無限なのだ!!」

　七つ目の杭が、暗くら闇やみの空に現れた。

「血と肉を持ちし者は、心臓を貫けば死ぬ──これも貴様が定めた〝法ことわり〟だな！」

　神の顔が恐きよう怖ふに引きつった。

「そう、その顔だ」

　ブレスは満足げに笑みを浮かべた。

「聞け、人よ！　命めいは革あらたまった！　我々はもう神のきまぐれに滅ほろぼされることはない！　栄えるも滅びるも、奪うばうも奪われるも、生きるも死ぬも、殺すも殺されるもすべて我々の自由だ！　──自由なのだ!!」

　神は、穴の開いた喉からゴボゴボと音を立てながら、口を動かした。

　や・め・て・く・れ

　苦痛に歪む顔がそう言っていた。

　だが、ブレスは眉まゆのひとつも動かすことなく、つぶやいた。

「人がそう言った時、貴様は何回、無視をした？」

　最後の杭が放たれた。

　吸い込まれるように神の胸に飛びこんだ鉄杭は、骨と肉を貫いて、その奥にあった心臓を突き破った。

　神は絶叫した。声はすべての空に鳴り響ひびくほどに轟とどろいた。

「祝え、人々よ！　──神は死んだ!!」

　高らかに両手を広げ、〝殺さつ神じん者しや〟ブレスは言い切った。

「神の時代は終わり、人の時代が始まるのだ!!」




　そして、世界は終しゆう焉えんした。




　人々は世界を滅ぼしたブレスの行こう為いを呪のろい、彼が復活させた神の言葉をこう呼んだ。

　魔まなる法──、魔法と。




　それから一〇年の時が過ぎた…………。
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ＯＰ．

ＰＴ．１　オレは善人！

ＰＴ．２　オレは悪人！

ＰＴ．３　馬鹿者がァ！

ＰＴ．４　強さなんだよ！

ＰＴ．５　だめっ！

ＰＴ．６　ダチだろッ！

ＰＴ．７　もう、許さない！

ＥＸＴ．




　あとがき































（ごめんね、ジョオ。これ以上、キミを僕の不幸には巻き込めないよ……！）

　クルスは毛布が衣きぬ擦ずれの音を立てないよう、そっとベッドから抜ぬけ出した。

　クローゼットの前で、しずしずと着き替がえを始める。

　朝のやわらかな日差しが、カーテン越ごしに差し込んできた。

　クルスは、寝ね息いきを立てるジョオの顔をチラチラと盗ぬすみ見ながら旅の支し度たくを整えた。

　人目につかぬよう、宝珠オーブの埋うめ込まれた左手は手て袋ぶくろでしっかりと隠かくして、

　ブーツの紐ひもは、緩ゆるまないように強くひっぱり留め具で固定して、

　忘れないように、手紙を一通、テーブルの上に置く。

　昨日のうちに書いておいたものだ。

（あとはもう扉とびらを開いて、部屋を出るだけ──）

　最後に、もう一度だけ、クルスはジョオの顔を見ようと思った。

　ジョオはちょうど寝返りを打ったばかりで、絆ばん創そう膏こうを貼はった顔を幸せそうに歪ゆがめている。

「クルスさま……、霊れい都とへの道はこっちですよぉ……」

　むにゃむにゃとした、寝言である。

　クルスは心臓が締しめ付けられる思いがした。

（こんな……、呪のろわれた僕のために……!!）

　クルスは胸が熱くなった。

（……二度と会えないかもしれない）

　そう思うと、知れずと眼めのふちに涙なみだが浮うかんできた。

　でも、クルスは袖そでで涙を拭ぬぐった。

（これからは一人で行くんだ！　霊都への道は、僕ひとりで捜さがして見せるんだから！）

　もう振ふり返らない。

　クルスは荷を背負うと、そろりそろりと足音を忍しのばせて、部屋を出ていこうとした。

　つまずいた。

　鼻が思い切り柱に命中した。

　痛みをこらえて振り返った。

　ジョオはすやすやと寝息を立てていた。

　ホッとして、クルスは扉を開いた。

　扉を閉めるとき、指を挟はさんでしまった。

　痛みを逃のがそうと、足をダンダンと踏ふみ鳴らそうにも音は立てられず、悲鳴もあげられず、とりあえず動かした爪つま先さきが雑ぞう巾きんを踏んでしまった。

（なんで、廊ろう下かに？）

　それが呪いというものだ。クルスは足を滑すべらせて、階段を転がり落ちていった。

（[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！）

　クルスは悲鳴をあげなかった。

　すべて呪いの仕し業わざであった。

　神の子であるクルスを殺すための『不幸の呪い』だった。

　だからメゲてはいられなかった。負けてはいられなかった。

（これも……、神の子になるための試練です!!）

　痛みに出てきた涙を拭って、クルスは誓ちかった。




　宿の外はすっかり朝だった。

　足を踏み出した瞬しゆん間かん、クルスは眼を細めた。

　真っ青な空に、鮮あざやかな朝日が輝かがやいている。

　数分も歩けば端はしに出てしまう小さな町の出口の先には荒こう野やが広がっていた。

　彼方かなたには連なる岩山と、巨きよ大だいすぎる十じゆう字じ架か。

　磔はりつけにされた神の姿を見て、クルスは厳しいまなざしをした。




　一〇年前、神は殺された。




　本当の悲劇はそこから始まった。

　神によって生み出された世界は、神が死んだ瞬間にバラバラに砕くだけ散ってしまった。

〝世界分断フラグメント〟である。

　分断といっても、天変地異が起こったわけではない。

　パズルのように世界が断片化されてしまっただけのことだ。

　あるいは順番通りに並べられたトランプの札をかき混ぜて、色も数字も関係なく並び直してしまったようなもの、と例えるのは簡単だが、起こったことは笑えない悲劇だった。

　いきなり町の半分がどこかへ消えた。

　海底に都市が出現した。

　氷河の中心にジャングルが誕生することもあった。

　そのたびに多くの人間が死んだ。

　東西南北は意味を失い、太陽が西から昇のぼって、北に沈しずむ街もあった。

　昨日つながっていた道が今日はつながらなくなり、どこにもつながらなくなった土地は密ひそかに消しよう滅めつしているとも言われている。

　そうやって世界は少しずつ死滅していって、最後にはすべて消えてしまうのだと。

　そんな噂うわさ話ばなしが、人々の間で広がっていった。

（無理もない話だ）

　クルスは思う。

　神はすべての父である。

　まるで〝殺さつ神じん者しや〟ブレスの悪意を示しているかのごとく、磔にされた神の姿だけは、世界中のどこからでも目にすることが出来た。

　父が理由もなく磔にされている世界で、子供はどんな希望を持てばいいのか。

　この世は理り不ふ尽じんが支配するのだとなれば、真ま面じ目めに生きることほど馬ば鹿か馬ば鹿かしいことはない。人心は荒あれ、かろうじて生き残った国も乱れるばかりだった。

　クルスは、師の言葉を思い出した。

　──神は死んだのではない、眠ねむっているだけだ。

　言ってくれたのは、いつの日のことだったろう？

　暇を見つけてはいつも空を見ている人だった。

　神父なのに「神などいない」と言い張る奇き妙みような人だった。

　──先生も、本当は神さまがいると信じているのですね？

　たずねると、師は笑って首を振った。

　──この世には道理があり、因果があり、善いことには結果が、悪いことには報むくいがあることを証明しなければ、人の心は復興しない。人の心が戻もどらなければ、世界が蘇よみがえるはずもない。

　そう言って、師は告げた。

　──だからクルス、お前は神の子になるのだ。

　師の言葉を思い出し…………、クルスは地平の彼方にある十字架を見た。

　うなだれた神は、自分と同じ顔をしている。

　いや、順序は逆だ。

（僕が神さまの顔を写しとっている）

　それが、神の子の証あかしだ。

　クルスは左手にした手て袋ぶくろをそっとめくった。

　石化して、血が通うこともなければ、動くこともない灰色の手。

　手ての甲こうにはくすんだ色の宝石が埋うめ込まれていた。

　宝珠オーブ、と呼ばれる代しろ物ものである。

　大気に触ふれると燃えるはずの宝石が、ちろともしない。

（僕の宝珠には、神を十字架のくびきから解き放つ力があるという……）

　それも、師の言葉だ。

　クルスは輝きを発しない宝珠をしみじみと眺ながめた。

（僕の宝珠は、まだ目覚めていない……）

　十字架のたもと、霊れい都とヨツンヘルムにたどり着くまでに〝宝珠使いオーブマスター〟として目覚めることも、旅の目的の一つだった。

　そのためには、呪のろいに耐たえ抜ぬくことも必要な試練に思えた。

（だからジョオ、僕は一人で旅立つよ）

　手袋を元に戻し、クルスは街の出口へ一歩を踏ふみ出した。

　目の前には、寂さびしい荒こう野やが広がっている。

　目的地は決まっていた。

（エスオルトの地図王、ダルダラ様に会う！）

　分断された世界を、いちはやく地図によって統合した偉い大だいなる地図商人ダルダラ。

　神が十じゆう字じ架かにかけられて一〇年。ただひとり霊都への扉とびらを開いた〝殺さつ神じん者しや〟ブレスが姿を消した今となっては、たった一つといってもいい手がかりを持つ人物。

（霊都に向かう方法も、知っていらっしゃるかもしれません！）

　エスオルトには、ここから一日も歩けばたどりつくはずだった。

　でこぼこに配列された岩山が並ぶだけの荒すさんだ道だった。

　見ているだけで寂しくなってきて、クルスは腰こしのポーチからカードケースを取り出した。

　ジョオに借りていたものはすべて返しておいたクルスであったが、何か一つぐらいジョオのものを持っておきたくて、黙だまって持ち出してしまった代物だった。

　ケースには、占うらない札が入っていた。

　札を引けば、ジョオに背中を押してもらえるような気がして、クルスは、えいっと一枚の札を引いた。

　緊きん張ちようしながら、引いた札をめくる。

「ええっ！」

　クルスは悲しい声をあげた。

　札には、地じ獄ごくが描えがかれていたからだった。

　しかも上下が逆さまになっていて、なおさら不ふ吉きつに思えた。

　それがどれほど不吉なのかを知ろうにも、その札がどんな意味を持つのか、ずっと前にジョオが教えてくれたはずの知識を、クルスはすっかり忘れてしまっていた。

「まあ、最悪の最悪ってことぐらいは分かるけど……」

　だからといって、どうすればいいのか。

　案の定、少し歩いたところで、こんな高札に出くわした。

『ここから先、追いはぎ、強ごう盗とう、夜盗の類たぐいに注意！』

（やっぱり[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！）

　確かにこの地形は隠かくれるにたやすく、盗とう賊ぞくが根城にするにはもってこいの場所だった。

　あまりにも丁てい寧ねいな仕事をしてくれる呪いの力に、クルスは寒気を覚えた。

　けれど、クルスはすぐに拳こぶしを握にぎりしめた。

　荒野の向こうに十字架が見える。

　十字架には磔はりつけにされた神がいる。

　自分は、そこにたどりつかねばならないのだ。

「怖こわくなんかありません！」

　クルスはぶるぶると震える拳を、武者震いだと思うことにした。

「何があったって、一人で乗り越こえてみせます！」

「ほお、どうやって？」

　とは、見知らぬ男の声だった。

　振ふり向く。

　無ぶ精しよう髭ひげも荒あら々あらしい、剛ごう剣けんを肩かたに担かついだ男が立っていた。

　クルスがぎょっとしているうちに、別の男たちが岩の陰かげから木陰から現れる。

　たちまちクルスは、身長が倍ほどもある男たちに囲まれてしまった。

　うわずる声で、クルスは訊たずねる。

「あ、あなたたちは……？」

「言ってもいいが、名前を知られちゃ、生かしちゃおけないぜ」

「はわ！　やっぱり強盗さんですか!?」

　クルスは、首から提さげていた十字架を見せつけた。

「あなたたち、悪いことをしても神さまが見ていますよ！」

　ぷっ、と盗賊たちは吹ふき出した。

「死んでるだろ」

「確かに見てるわなあ、あそこから」指さす奴やつもいた。

「磔にされた神が俺たちにどんな罰ばつを喰くらわすっていうんだ？　ああん！」

　無精髭の男は十字架を取り上げた。

「か、返して下さい！」

「けっこういい宝石使ってんじゃねーか」

「い、いけません！　悪いことをしていると地獄に堕おちますよ！」

　へへっ、と男は笑った。

「バーカ、神は死んでんだ。人のモノを盗ぬすんだところで、誰だれが罰を下すってんだよ！」

「オレが罰を下す[image: !!!!!!]」

　ここにいる誰の声でもなかった。

「とぅ────りゃぁあああああああああああ！」

　見上げると、すぐ真上……しかし手の届かない空中から、太陽を背に、一人の少年が飛び降りてきた。

　だんっ、と両りよう脚あしで着地して、彼は顔を上げた。

「えっ!?」

　クルスは声をあげて驚おどろいた。

　少年は、クルスにそっくりな顔立ちをしていたからだ。

　つまり、神とうりふたつということだ。

　少年も、自分と同じ顔をしているクルスがいることに気付いたようだった。

　けれど、そんなことはどうでもいいとばかりに声をあげる。

「オレの名はディア！　荒こう野やに巣くう悪どもを成敗する善人だ！」

「善人？」

　男は髭をつまんだ。

「そうだ！」

　叫さけんで、ディアは声も高らかに言い放った。

「善人の鉄則！

　１、悪い奴はブッコロス！

　２、騙だます奴はブッコロス！

　３、殴なぐる奴はブッコロス！

　ゆえに貴様ら全員ブッコロス!!」

「善人なのにブッ殺すんですかっ!?」

[image: ]

　クルスも盗とう賊ぞくたちも声を一つに仰ぎよう天てんした。

　けれどもディアは気にも留めず、清すが々すがしいまでにさわやかな顔をして、

「なぁに、感謝の言葉はいらねえぜ、なんたってオレは〝善人〟だからな！」

　すると盗賊団の男がつぶやいた。

「おまえ、アホだろ？」

　ぷちん……、とディアの顔が引きつった。

「アホって言う奴がアホなんだあああああああああああああああああああああああ！」

　突とつ如じよ、巨きよ大だいな手のひらが出現した。

　──ように見えた。

　ディアの肘ひじから先が巨人のように大きくなって、盗賊団をまとめて張り倒たおしたのだ。

　なのに、殴り終わった今の手は普ふ通つうの大きさをしている。

　クルスは目をぱちくりとさせた。幻まぼろしを見たのかと思ったのだ。

（ど、どういうことです!?）

　張り倒された男たちにしてみれば、それが手だろうと鉄板だろうと変わりはない。

　彼らの殺意は、すっかりディアへと切り替かわっていた。

　男は立ち上がり、剛ごう剣けんを構え直した。

「魔ま法ほう使つかいか……！」

　その言葉に、クルスはディアの足あし下もとを確かく認にんした。

　彼の立つ二本の足の周囲に、薄うすく光る魔ま法ほう陣じんが展開されていた。

「いつの間に!!」

　クルスはディアの展開速度に戦せん慄りつした。

（この人に魔法を使わせたら、恐おそろしいことになります！）

「ディアさん！　くれぐれも無む茶ちやなことはしないで下さい！」

「しゃらくせえ！」

　盗賊たちは剣を抜ぬいて、ディアに襲おそいかかった。

「戦うまでもねえよ」

　ディアはニヤリと笑った。

「てめえら！　このオレさまが強すぎることに感謝するんだな！」

　言って、ディアは左手をかざした。

　左手が光りだす。

　そこには赤色に輝かがやく宝珠オーブが埋うめ込まれていた。

「宝珠使いオーブマスターだと!?」

　クルスも盗賊もその場にいた全員が驚いた。

　宝珠とは、燃える宝石である。

　鉱物でありながら呼吸をし、吐はき出した息が霊れい素そと反応して燃え上がる。

　そのとき、寄生している人間の意志に応じて千変万化の魔法を放つ。

　魔法にして魔法に非あらず、その力は絶大にして、魔法を遥はるかに超こえたものだと云われていた。

「幻げん視し力りよくッ！」

　ディアが叫んだ。

　すると、地中という地中から無数の蛇へびが出現した。

　蛇は盗賊たちの足や腕うでに巻き付いて、彼らを転てん倒とうさせたり、身動きを取れなくさせると、瞬しゆん時じに太い荒あら縄なわへと変化して、彼らを縛しばり上げたのだ。

　まさに戦うまでもないと言った通りの、一瞬の出来事だった…………。

「げんしりょく……」

　呆ぼう然ぜんと、クルスはつぶやいた。

（こんな魔法、見たことない……）

　魔法を使うには、呪文詠唱キヤステイングという作業が必要となる。

　ディアは呪じゆ文もんも使わず、しかも生み出したモノの姿を連続で変える高等魔法を使ったのだ。

　そして、それよりも凄すごいことは、

（誰だれの命も奪うばってない……！）

　クルスは、感動のまなざしでディアを見つめた。

「な、オレが言った通りになったろ？」

　親指で鼻を弾はじいて、ディアはクルスに笑いかけた。

「ありがとうございます！」

「礼はいらねえよ。コイツらから貰もらうからな！」

　言って、ディアは盗賊たちの前に立った。

「貰う？」

　首を傾かしげるクルスを横目に、ディアは髭ひげ面づらにこう言った。

「命が惜おしければ、金出しな」

「どこが善人なんですか～!!」

　たまらずクルスは、ディアと盗賊の間に割って入った。

　するとディアは、何を恥はじることがあろうかと親指を自分の胸に突つきつけて、

「人から物を奪う泥どろ棒ぼうは悪い奴やつ！　だから泥棒から物を奪うのは悪くない!!」

「奪った物は、元の持ち主に返してあげるのが正しい行いなんじゃないですか!?」

「…………あ」

　ディアは、人生の真理に気付いたような顔をした。

　痺しびれたように立ちつくし、呆然とつぶやく。

「オレってばなんてことを……」

「本気で間ま違ちがっていたんですか？」

　ディアは頭を抱かかえて、うずくまった。

（悪い人ではないみたいですけど…………）

　クルスは複雑な顔をする。と、ディアは声を張り上げた。

「あーっ、盗とう賊ぞく狩がりはやめだ！　道理でぜんぜん元に戻もどれねえはずだぜ！」

　ディアは盗賊たちに目をやると、左手の宝珠が薄く光った。

　縄は白い紙に変わって、たちまちブチブチと切れてしまった。

　盗賊たちは何が起こったのか、訳が分からず呆然となるばかりである。

「オレの気が変わらねえうちに、さっさと消えちまいな！」

「は、はい～ッ！」

　盗賊たちは、蜘蛛くもの子を散らすように退散した。

　その場に残ったのは、クルスだけとなった。

　するとディアは、興きよう味み津しん々しんな目をしてクルスに詰つめ寄よった。

「しっかしまあ、そっくりな顔してんなぁ」

　言って、クルスの顔から身体からだから、しみじみと眺ながめ渡わたした。

　爪つま先さきから頭のてっぺんまで、なめるように視線を走らせると、今度は顎あごをつかんで、クルスの顔を凝ぎよう視しする。

　髪かみの色から、唇くちびるのカタチ、鼻の高さまで、すべてが自分とそっくりだった。

「世の中には、自分てめえとそっくりなヤツが三人いるって言うけど、ここまで似てると気持ち悪わりぃぐらいだな。やっぱ、おまえも呪のろわれたクチか？」

「……どうして知ってるんですか!?」クルスはびっくりした。

「なんだ、てめえもかよ」やれやれ、とディアは頭を搔かいた。

「ディアさんも呪いに？」

「ああ、てめえは何族から変えられたんだ？」

「何族？」

　質問の意味が分からず、クルスはきょとんとなった。

　呪いのことを質問しているのだろうと解かい釈しやくして、手て袋ぶくろをはめたままで左手を見せた。

　布越ごしに見える宝珠オーブに、今度はディアが驚おどろいた。

「お前も宝珠使いオーブマスターなのかよ!?」

「輝かがやかない宝珠使いですけど」

　クルスは複雑な笑えみを浮うかべた。

「輝かない？」

「……僕の宝珠、ついてるだけで使えないんです」

　ぷっ、とディアは吹ふき出した。

「わ、笑わないで下さいっ」

　顔を真っ赤にして、クルスは詰め寄った。

「だって、おまえ、笑わずにいられるかよ、宝珠の使えない宝珠使いなんて！」

　ディアは腹を抱えて転げた。涙なみだが出るぐらい笑った。

「僕だって気にしてるんですよ！　そんなに笑わなくたっていいじゃないですか！」

　クルスはクルスで涙ぐんでいた。

「まぁ、いいんじゃねえのか？」

　涙をぬぐいながら、ディアは言った。

「別にたいしたことじゃねえだろ。宝珠が使えなくたって、お前はお前だしな」

「えっ……」

　どきっ、とクルスは胸をつかれたようになって、すぐに我に返った。

「……だったら、なんでそんなに笑ったんですかっ！」

「そりゃ笑うだろ、マヌケだし」

「……………………」

　ちくちくと自尊心が傷付くのを、クルスは感じた。

「なんか理由あんだろ、宝珠が使えなくなった理由が」

「あ、はい。僕にかけられた呪いは、宝珠の力を封ふう印いんするものなんだそうで……あうっ！」

　クルスは足あし下もとにあった小石につまずいて、転んだ。

「……ツイてないというか、運がないというか、とにかく災難に巡めぐり遭うんだそうです」

「なるほどな」

　こくりと、ディアはうなずいた。

「ディアさんは、どのような呪いをかけられたんですか？」

「言っただろ？　人族に変えられちまったって」

「言ってませんよ、初耳です」

　ホントにマイペースな人だな……、とクルスは思った。

「いいことを一〇〇〇回しねえと、元の身体に戻れねえんだ」

「さっきみたいなのが、いいことなんですか……？」

　クルスは、何か言いたげな顔をした。

　悔くやしいのか、ディアは両手で頭をくしゃくしゃに搔いて、

「ちきしょー、もっと早いとこ気付いてりゃなあ！　悪いことしてもノーカウントって訳にはいかねえのかなあ、そんなうまい話はねえよなあ。ああ、もう、何人から金を巻き上げたか覚えてねえよ！　何回やり直せば、元の身体に戻れるんだあ!?」

「元の身体って？」

「龍りゆう族ぞくだよ」

　ずざざざざっ。

　クルスは忍にん者じやもかくやの摺すり足で、ディアから離はなれた。

　そばにあった岩に背中を貼はり付けて、真っ青な顔でぶるぶると震ふるえ出す。

「おーい、聖職者が偏へん見けんはいかんぞ～っ」

「で、でも！　〝殺さつ神じん者しや〟ブレスは龍族でした!!」

　すると、ディアの目がギロリと輝いた。

　一いつ瞬しゆんだった。

　クルスが瞬まばたきをする間もなく、ディアは懐ふところに飛びこむと、胸むなぐらをつかみあげた。

「オレの前で、その名前を口にするんじゃねえ……！」

「ご……、ごめんなさいっ」

　クルスの怯おびえる顔に気付いて、ディアはハッと我に返った。

　胸ぐらから手を離し、気まずい顔をする。

「悪りぃ、お前には関係ない話だったな」

「い、いえ……、ブレスを憎にくいと思う気持ちは誰だれも同じですから……、って神に仕える僕が〝憎む〟なんて言葉を使ってはいけないんですけど……」

「いいさ、アイツは人間じゃねえ」

　ディアは言い捨てて、人差し指をクルスの鼻に突つきつける。

「ていうか、なんで、おめーはこんな危険なところを歩いてたんだよ。こんな道にいてもいいのは、盗とう賊ぞくか盗賊狩がりぐらいなもんだろ」

「あそこに行きたいんです」

　と、クルスは地平線の彼方かなたに霞かすむ十じゆう字じ架かを指さした。

「霊れい都とか？」

　かつて、ヨツンヘルムと呼ばれていた地のことである。

「僕の宝珠オーブには、神さまを復活させる力があるんだそうです」

「ほう」

「笑わないんですか？」

「立派じゃねえか、ブッ殺すだけブッ殺して、世界をバラバラにしちまった奴やつよりな」

　言って、ディアは暗い眼めをした。

（きっと、ディアさんはブレスと何かあったんだ……）

　クルスはそう思った。

　気にはなったが、聞いてはいけないことだとも思った。

　人の心には無神経に踏ふみ込んではいけない領域がある。

　つらい思い出を無理に聞き出すのはよくないことだと、クルスは思っていた。

（それに、ディアさんは悪い人じゃない）

　いっぽう、ディアはがっくりと肩かたを落とし、

「しかし、まいったなァ……。悪い連中から金巻き上げられねえんじゃ、どうやってこれからメシ代を稼かせげばいいんだ？　かといってオレは善人だしなあ……」

（まだ善人のつもりなんだ……）

　クルスは遠い目をした。

「そうだ！」

　ディアはパチンと指を鳴らした。

「お前から金を貰もらえばいいんじゃねーか！　これなら善人的にも正しい!!」

　言って、ディアはクルスに手のひらを向けた。

「助けてやった礼、出せ」

「それはぜんぜん善人のすることじゃありませんよ!!」

　クルスは、ディアをいい人だと思い始めていた自分を激しく後こう悔かいした。

（やっぱりこの人、むちゃくちゃです[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！）

　そんな時だった。




　オオオオオオオオオオオオーッ！




　巨きよ岩がんの向こうから、剣けんと剣が打ち合わされる音が聞こえてきた。

　激しい剣けん戟げきに混じって「スカーレット姫ひめを守れぇ！」なんて叫さけびも聞こえてくる。

「むむ、善人が必要とされている予感！」

　ディアは拳こぶしを握にぎりしめると、クルスの返事も聞かないうちに飛び出していってしまった。

「ほんと、一方的な人ですね……」

　やれやれと、クルスはつぶやいた。

　呆あきれながらも、ホッと胸をなでおろして、

（下手に関かかわったら、どんな目に遭あわされるか分かったものじゃないですし……）

　イヤな予感がした。

（あの人、もしかして、向かった先でも今みたいなことをする気じゃ……）

　クルスの顔から、みるみる血の気が引いていった。

　悪を見過ごしてはいけないのが、神の子である自分の仕事だった。

「いけません！　あの人を野放しにしてはいけません!!」

　真っ青になった顔が叫んでいた。

「待って下さぁ～い！」

　クルスも走り出していた。







　ディアは猿さるみたいな敏びん捷しようさで岩の上に飛び出した。

　眼下に目をくれると、一台の馬車と、一体のゴーレムをつないだ荷車が見えた。

　馬車隊を守るように白銀の鎧よろいに身を固めた騎き馬ばたちが布ふ陣じんし、顔をターバンで覆おおった連中が剣を手に襲おそいかかっている。

「まさしく善人の出番！」

　ディアは宙に身を躍おどらせた。

「い────────────────────────やっほう！」

　下は数十メルトル（一メルトル[image: ]一〇〇センチ）の空である。

　かまわずディアは飛び降りて、両者の間に割って入った。

「この戦い、善人が止めに来たァ！」

　もちろん、戦士たちが争いをやめるはずもなかった。

「おい！　こら！　善人が戦いを止めに来たって言ってんだろ!!」

　無視された。

　騎士たちも、ターバンどもも、突とつ然ぜんわけの分からないことを言い出して乱入してきたチビでバカで子供みたいな言い分に耳を傾かたむけたりはしない。

　ただ、猛もう然ぜんと互たがいの剣を激しくぶつけ合うばかりであった。

　むかっ……。

　ディアの額に青筋が立った。

「オレの話を、聞きやがれえええええええええええええええええええええええ～っ!!」

　叫んだ途と端たん、左手の宝珠オーブが輝かがやいた。

　幻げん視し力りよくが、ディアの右手を巨大にする。

　あとはその手をぐるりと一いつ閃せんさせて、騎士たちからターバンたちまで、全員まとめてブッ飛ばすだけだった。
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　全員まとめて、張り飛ばされた。

　光が弾はじけて、巨大な手を構成していた物質は鳥の羽根へと変質した。

　変質させるのは藁わらでも紙でも何でもよかったが、そのへんはディアの気分だった。

「善人は暴力を許さない……！」

「いま、おまえ殴なぐったろ！　でっかい手で殴ったろ！」

　騎士の一人が叫びをあげた。

　ふっ飛ばされて外れた兜かぶとの下には、剣を握るには似つかわしくない顔があった。

　勝ち気な目をしているが、可か憐れんな顔をした女である。

　年の頃ころはディアとさほども離はなれてはいない。すうっと伸のびた眉まゆを子供のように逆立てながら、彼女は落とした剣の切っ先をディアに向けた。

「誰だれだ、貴様は！」

「オレか？」

　問われて、ディアはどんと胸を叩たたいた。

「オレは善人！　泣く子も笑う超ちよう善人!!」

「誰もそんなことは聞いていないっ！」

　しかし、ディアはまったく自分のペースを崩くずすことなく、

「悪いのはどっちなんだよ？」と、気安く迫せまる。

「貴様、分からずに割り込んできたのかぁ!?」

　彼女はひっくり返りそうになった。

（おっ）

　場の空気が自分のペースになってきたのを、ディアは感じた。

　するとディアは、一いつ瞬しゆんいたずらな笑えみを浮うかべると、真ま面じ目めな顔を彼女に向けて、

「オレの名はディア。お前たちとは何の関係もないが、戦いを止めるのに因いん縁ねんは必要あるまい」

「うっ」

　彼女はたじろいだ。

　馬ば鹿かだと思っていた男が突然まっとうなことを言い出したからだ。

「あっ、あたしの名はルル。ルル・ル・ルリノリア。ソードラントの第一王位継けい承しよう者しや、スカーレット姫ひめの警護を任された自由騎士だ」

　自由騎士とは、特定の領主に仕えない自由契約フリーランスの騎士のことだ。

「変な話だな」

　ディアは首を傾かしげた。

「王家の姫さまが、なんでわざわざ外の騎士に警護の仕事をふるんだぁ？」

「理由など知らぬ。自由騎士は余計なことを聞かず、粛しゆく々しゆくと任務を達成するものだ」

「あやし～な～」

　にやにやとした目をディアは向けた。

「あやしくなどない！」

　ルルは顔を真っ赤にして肩かたを怒いからせた。

　すると、ターバン側から一人の男が進み出た。

「俺はオリオン、スカーレット姫に仕えるソードラントの剣けん士しだ」

　手にしていた剣は鞘さやに戻もどし、隠かくしていた顔をキチンと見せ、ディアに挨あい拶さつをする。

　育ちの良さそうな顔立ちをした青年だった。

　礼れい儀ぎといい、見た目といい、ならず者であるとは言い難がたい。

「これが証しよう拠こだ」

　と、オリオンは布で隠していた自分の鎧よろいを見せた。

　薄うす手での革かわ鎧には、王家の紋もん章しようが縫ぬい止められていた。

「な、なんで、貴様らがソードラント王家の!?」

　他ほかならぬルルが、仰ぎよう天てんした。

　オリオンは彼女に問うた。

「それはこちらの台詞せりふだ。ルリノリア家とは聞いたこともないが」

「う、うるさい！」

　何を恥はじらうことがあるのか、ルルは耳たぶまで肌はだを赤くして、おろおろする。

「だいたいソードラントに仕えているなら、なんで姫の馬車を襲おそったりするんだ！」

「そ、それは……」

　今度はオリオンがたじろぎだした。

「おおかた貴様ら、姫を亡なき者にしようとか考えている一派の者だろう！」

「な、なにを！」

　姫を殺しに来たと言われた途端、オリオンはこれまでの紳しん士し的な態度を吹ふき飛ばした。怒りを露あらわにルルに迫る。

「やめろ、オリオン」

　と、傍かたわらにいたターバン姿の女が肩をつかんだ。

「だけど、ナイン」

　ナインと呼ばれた女は、話をする以上は覆ふく面めんでいるわけにはいかないと、ターバンをぬいで、その顔を見せた。

　艶つややかで長い黒くろ髪かみが波打つように背に流れる。

　ピン、と張りつめた清せい涼りような空気が、周囲に漂ただようようだった。張りつめた弓の弦つるのようなたたずまいをもつ女性であった。

「ディア殿どのといったな。我々、天地神明に誓ちかって、噓うそ偽いつわりは申していない」

　ただ美しいだけではない。輝かがやくような瞳ひとみには、一点の曇くもりも許さない意思が見える。

　噓を言っているとは、とても思えなかった。

「あたしか？　あたしを疑っているのか!?」

　ルルはルルで、噓を吐つけそうな利口さがあるとは思えなかった。

　そうなると……。
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　ディアはあうあうと頭を抱かかえた。

「どっちが悪党なのかはっきりしろよ！」

「訳の分からんことを言ってるのは貴様だろうが！」

　ルルとオリオンが声を張り上げた。

「そうだ！」

　ぽん、とディアは手を打った。

「この際、オレに金を積んだ方が正義ということにしよう！」

「アホですか──────────────────っ！」

　飛びこんできたのは、クルスだった。

　あれからディアを追って、駆かけて、やっと追いついたのだ。

「なんでそうあなたは、お金で問題を解決したがるんですか！」

　これ以上ないほど目を吊つり上がらせて、本気で怒おこっているクルスに、ディアはごまかすような笑えみを向けた。

「……両方の話を聞いてたら、どっちが悪いのか分からなくなっちまってさぁ」

「分かんなかったら、金でカタを付けるのが善人のやることなんですか!?」

「ははは。なんにせよ、争いは止めないといけないよな？」

　と、開き直った顔をする。

「もーっ、ごまかさないで下さい！」

「いいかげんにしろっ！」

　下らないやりとりに痺しびれを切らしたのはオリオンだった。

「悪なら悪でかまわん！　姫ひめ様を連れていかせるわけにはいかんのだ!!」

　鞘さやに収めていた剣を、オリオンはすらりと抜ぬき放った。

「……ってことは、てめえらがオレの敵に回るってことだな」

「ディアさん！　待って下さい！」

「オレが待っても、あっちは待つ気がねえみたいだぜ」

　オリオンは殺意もむき出しに、ディアとの距きよ離りを詰つめに掛かかった。

　むろん、ディアに臆おくするところはない。

（そっちがその気でいるなら、応じるまでのことさ）

　ディアは半はん身みの構えを取って、左手の宝珠オーブに力を込めた。

「剣けんで、オレに太刀たち打ちできるとは思うなよ！」

「……、…………、……………………、………！」

　ナインは呪じゆ文もんを口にした。

　すると、ディアの左手は鉛なまりのように重たくなった。

　見ると肌が血の気を失っていた。指先一つも動かせない。

　もちろん宝珠が輝くはずもなかった。

「石化か!?」

　すると、ナインは短く息を吐はいた。

「宝珠使いオーブマスターの力を封ふうじることなど、この程度の呪文で済む」

「……くっ！」

「とおおおおおおっ！」

　剣も正眼に、オリオンは一気に打ち掛かった。

　今や、顔を青くしているのはディアである。

「ちょ、ちょっとタンマ！」

「問答無用だッ！」

　オリオンはふりかぶった長剣を叩たたきつけた。

　斬ざんっ！

　剣は大地を叩いた。

　すんでのところでディアは身をかわし、砂を転がって、立ち上がった。

　クルスは、ナインの魔ま法ほう力に目を見張っていた。

「ディアさん！　あの人、すごい魔法使いですよ！　気をつけて下さい!!」

「遅せえよ！」

「姫様を奪だつ還かんするぞ！」

「おおう！」

　オリオンの声と共に、ターバンの男たちは一気に攻せめかかった。

「何が何でもスカーレットさまは奪うばわせないよ！」

「おおう！」

　ルルたちも剣を抜き放った。

　すっかり状じよう況きようは元の戦場に戻もどってしまった。

「ディアさん、大だい丈じよう夫ぶですか！」

「クルス！　てめーは馬車の裏にでも隠かくれてろ!!」

　オリオンの剣をかいくぐりながら、ディアは馬車を指さした。

　ディアの目に、馬車の後ろにつながれていた石の巨きよ人じんの姿が見えた。

（ゴーレム!!）

　錬れん金きん術じゆつ師によって、かりそめの命を授さずけられた人造人間である。

　一〇メルトルを越こえる身の丈たけと、石で出来た肉体によって、戦場では無敵の強さを誇ほこる灰色の巨人だった。

　しかし、所しよ詮せんは偽いつわりの命である。

　昆こん虫ちゆうよりも脆もろい精神は、些さ細さいなことで制せい御ぎよ不能となり、戦いにおいてはしばしば敵味方を問わず命を奪い尽つくす、殺さつ戮りくの死神へと変へん貌ぼうすることがあった。

「だが、これしかねえ！」

　ディアはオリオンに蹴けりを放った。

　足の甲こうに鋼はがねを仕込んだブーツが、オリオンの剣をまっぷたつに折った。

　そして、ディアはオリオンに背を向けて逃にげた。

「おまえ！　何をする気だ!?」

　ルルが叫さけんだ。

「こうなったら、ゴーレムコイツで勝つしかねえ！」

「ダメだ！　やめろ!!」

　青ざめた顔でルルは言った。

「そりゃ起動すれば、このへんの精せい霊れいの気は乱れるけどよ……」

　ゴーレムの肩かたにのったディアは、巨人の首筋に視線を走らせ、起動スイッチを見つけようとしていた。

「姫ひめさん守るには仕方ねえだろ！　よこせよ、魔石マウス！」

「ない！」

「ねえわけねえだろ、術師シンガーでもあるまいし、魔石ナシでどうやってゴーレムを操あやつるつもりだったんだよ！」

「買えなかった……」

　悔くやしげに、ルルはうめいた。

「……へ？」

　なにか、聞き間ま違ちがいでもしたかと思って、ディアは耳に手をあてた。

　ルルは剣を握にぎってないほうの拳こぶしをぎゅっと握った。

　ぶるぶるとふるえて、屈くつ辱じよくに赤くした顔で、ディアに言い放った。

「ゴーレムを借りるだけで有り金がなくなって、石まで買う余よ裕ゆうがなかったんだっ！」

「ただのハッタリで連れてきてたのかよ!?」

「だから起動しても制御できないんだ！」

「起動、させちまったよ……」
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　ゴゴゴゴゴ…………！

　ディアは自分が乗っかっている足あし下もとから、何かがうごめき始める音を聞いた。

　それは石の巨人が目覚める音であった。

　ゴーレムは鋼鉄で作られた鎖くさりによって、荷車の上で何重にもがんじがらめにされていた。

　けれども、動き出した灰色の腕うでは、己おのれを縛しばる鎖を紙のように引きちぎってしまった。

　ディアは叫んだ。
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　ルルは半泣きだった。

「貴様っ！　あのゴーレムがいくらしたのか分かってるのか！」

「連れてきてたら、普ふ通つう使えると思うだろ、普通！」

「借金までしたんだぞ！　任務を無事に達成するために借金までしたんだぞ！」

「ンなこと言ってる場合じゃねえだろ！」

　ディアはルルを抱だき寄せて、横っ飛びに跳とんだ。

　彼女がさっきまでいたところを、ゴーレムの巨きよ腕わんが粉ふん砕さいした。

　地面が揺ゆれるほどの衝しよう撃げきが走る。

「ナイン、どうすれば奴やつを止められる？」オリオンが聞いた。

「…………」

　ナインは、黙だまって首を横に振ふった。

　誰だれも、誰も、敵かなう者はいなかった。

「ディアさん！　あなたって人は何を考えてるんですか!!」

　ディアの元に、クルスが駆かけ寄ってきた。

「そうだディア！　どうしてくれるんだ!!」

　ルルは涙なみだをいっぱいにためた眼めをして、ディアの胸むなぐらを摑つかんだ。

「まだ手はある！」

　ディアは胸を叩たたいた。

「奴らに姫を誘ゆう拐かいさせない方法が一つだけある！」

「あるのか？」

　騎き士しである。姫を守る方法があると聞いたルルは、それまでの彼に対する怒いかりを捨て、真しん剣けんなまなざしをしてディアを見つめた。

「ある！」

　ディアは断言した。

「それは……！」

「それは！」

「オレさまが姫を誘拐しちまうことだあ！」
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　言って、ディアは馬車に向かって駆けだした。

　扉とびらを開き、中にいた姫をうかがう。

「悪いけど、拉ら致ちらせてもらうぜ！」

　返事を待つ間もなく、姫の腰こしに手を回す。馬車の外に引っ張り出して、肩に担かつぎ上げる。

「貴様！　スカーレットさまをどこに連れていくつもりだ!?」

　ルルの絶ぜつ叫きようが聞こえてきた。

　しかし、ディアは反省の色を見せるわけでもなく、一言。

「姫さんはちゃんと次の町に届けてやる！　善人を信じるんだな!!」
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　ゴーレムの拳が、さっきまでスカーレットが乗っていた馬車を粉砕した。

　荷車の上に散乱していた鎖をつかんで、振り回す。

　巻き込まれた騎士が、小石のように軽々と吹ふき飛んでいった。

　ゴーレムに立ち向かうことは、昆こん虫ちゆうが人間に逆らうようなものであった。

　しかし、この期ごに及およんでも姫ひめの奪だつ還かんを諦あきらめぬ者がいた。

　オリオンである。

「何があっても、姫様を取り戻もどす！」

　ナインの制止も聞かず、ディアの元へ走る。

　ディアのそばにいたクルスも、怒りの度合いは同じだった。

「ふざけるのもいいかげんにして下さい!!」

「オレはいつでもマジだってばよ！」

　元の身体からだに戻りたいだけ、という下心はあるが、ディアはディアなりに善意のおもむくままに突つっ走ぱしっているだけである。

　方向性が際限なく間ま違ちがっているだけで。

「悔くい改あらためないと、神さまがお許しになりませんよ！」

「あーっ！　うぜえヤツらだな！」

　クルスを振り払はらおうとして、左ひだり腕うでが軽くなっていることにディアは気付いた。

　見ると、手に血色が戻っていた。一定時間で効果のなくなる呪じゆ文もんだったのだろう。五本の指を動かして、石化が解けていることを十分に確かめたディアは、手のひらを握にぎりしめた。

「クルス、伏ふせてろ！」

「あ、はいっ！」

　反射的に、クルスはディアの言う通りにした。

　姫を担いだ身体で、ディアは宝珠オーブに力を込めた。

「幻げん視し力りよく!!」

　イメージしたのは、衝しよう撃げき波はだった。

　乱暴にいって、物質を破は壊かいする方法は二つあった。

　一つは直接的な打撃力である。しかし、ゴーレムほどの巨きよ人じんを倒たおせるぐらいのモノを現出すれば、ルルやオリオンたちを巻き込む恐おそれがあった。それはディアの本意ではない。

　なれば、残る方法は一つ。

　振しん動どう数による破壊だった。

　物質には固有の振動数があり、同じ振動数をあてられると壊こわれやすくなる性質があることを、ディアは知っていた。

（なれば、硬こう質しつのモノを粉ふん砕さいする振動数をぶつければ……ッ！）

　──山すらも吹き飛ばす津つ波なみのようなイメージで！

　幻視の宝珠が輝かがやいた。

　ディアの眼前から、ゴーレムに向かって衝撃波が炸さく裂れつした。

　それは両者の間にいたすべてのモノを吹き飛ばした。

　騎士たちも、ターバンの戦士たちも、まとめて空へと舞まい上げた。

　中でも、一番ディアに迫せまっていたのはルルだった。

　そして不幸なことに、彼女の鎧よろいはゴーレムの装そう甲こうと極きわめて近い振動数を持っていた。

　つまり──、

　ディアの放った衝撃波はゴーレムを破壊するよりも早く、彼女の鎧を破壊した。

　めくれあがるように色白の肌はだが露あらわとなり、竜たつ巻まきのような旋せん風ぷうが残りの肌着をはぎとっていってしまったのだ。
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　本当に不幸な偶ぐう然ぜんだった。

「おお、神のご加護が」

　生まれたままの姿をさらすルルを、ディアはしみじみと眺ながめた。

「ディアさん！　フザけてる場合じゃないですよ！」

「おっ、そうだった、姫さん連れてズラからねえとな！」
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　ディアはさっさとトンズラした。

　とりあえず、戦いは終わってしまった。
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　何と言ったらいいのか──。

　荒こう野やには、折れた剣けんや千切れたターバンが散乱していた。

　粉々になった馬車の破片もそこかしこに転がっている。

　ゴーレムの脅きよう威いは去った。

　ディアの放った幻視が、灰色の巨人を粉々に粉砕してくれたのだ。

　それはそれで、ルルの瞳ひとみを涙なみだでいっぱいにするには十分な悲劇であったが。

　びゅうと、風が吹ふいた。

　元は腕のカタチをしていた石が、がらがらと崩くずれ落ちていった。

　ルルは下した唇くちびるをぎゅっと嚙かんだ。

　買う金がないから借りたのである。

　自分のモノではないのだから、壊せば弁べん償しようをしなければならないのである。

　どれだけの費用がかかるのかを想像して、ルルは気絶しそうになった。

　よろめいて、ぺたん、と尻しり餅もちをつく。

　桃もものようなお尻に、ひんやりとした土が触ふれて、ルルは涙をこらえきれなくなった。
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　荒野に、乙女おとめの哀かなしい悲鳴が鳴り響ひびいた。
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　それを救出だと言えるのなら、ディアはスカーレットの救出に成功した。

　オリオンたちが追ってくることを考えて、人が乗っても折れないほどの枝をつけた大樹に昇のぼり、一息つくことにする。

　幹を背もたれにスカーレットを座らせると、ディアは一人で枝の先までひょいひょいと跳とんでいった。鮮あざやかな空を見上げ、しみじみと一言。

「あー、いいことが出来たっ！」

「どこがいいことなんですか!?」

　クルスはひっくり返って、枝から落ちそうになった。

　ディアは手を上下にひらひらと揺ゆらし、

「いいじゃねーか、細かいことはよ」

「ぜんぜん細かくないですよ！　神さまはお許しになりませんからね!!」

　と、クルスは胸にかけた十じゆう字じ架かを握にぎり、枝を伝いながらじりじりとディアに迫った。

　ディアは肩かたをすくめた。

「そんなに堅っ苦しい生き方してると疲つかれねーか？」

「僕は神の子になるつもりでいますから」

「オレだって龍りゆう族ぞくの身体からだに戻もどるつもりなんだ。そのためには容よう赦しやなくイイコトを……」

「容赦なさすぎですよ！　ディアさんのしてきたことのどこがイイコトなんですか!!」

「結果オーライ。とりあえず姫ひめさんを城に戻せば悪い話にはならねえだろ？」

「それはそうですけどぉ……」

　しぶしぶとうなずくクルスに、ディアは噂うわさ好きの奥さんがするような仕草で手を口に当て、

「それに礼金もたんまり貰もらえるだろうしな」

「結局、お金なんですか!?」

「はっはっはっ」

　ディアはさわやかに笑った。

「はぁ～」

　がっくりと、クルスは肩を落とすばかりである。

「金は出ない」

　と、スカーレットが言った。

「え？」

　きょとんと振ふり向く二人に、彼女は切れ長の眼めを向けた。

「誘ゆう拐かいされるのを待っておった」

「どういう意味だ？」

　ディアに訊たずねられ、スカーレットは腰こしまで伸のびた髪かみをかき上げた。

　赤い髪が炎ほのおのように揺らめいた。緩ゆるやかで長い髪は燃えるたてがみのようだった。
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　炎えん獣じゆうのような真しん紅くの毛並みの中心には、繚りよう乱らんと咲さき誇ほこる華はなのような顔がある。

　たたずんでいるだけで醸かもし出される威い厳げんというべきか、生まれながらに誰だれかにかしずかれて生きてきた者だけがもつ優ゆう雅がな傲ごう慢まんさをスカーレットは放っていた。

「姫の暮らしは飽あいての。王位を捨てるために今回の事件をでっち上げたのだ」

「はあっ!?」

「そんな計画でもなければ、どうして私はドレスを着ておらぬのだ？」

「そう言えば……」

　スカーレットはまったく姫らしい格好をしてはいなかった。

　背にはマント、肩には金属のマント留め、動きやすい服に身をつつみ、腰に吊つった金具の先には剣けんがぶらさがっていた。

「どうだ、なかなか似合っておるだろう？」

　組んだ膝ひざの上に肘ひじをついて、手の甲こうには細ほそ面おもての顎あごをのせ、笑えみを浮うかべるスカーレットの顔には悪気のカケラもない。

「じゃあ、オリオンさんたちが姫さまに仕えていたというのは……」

　事実だ、とスカーレットは首を振った。

「無用な犠ぎ牲せいは出したくないからの、警備には戦いにもならぬような貧弱な騎き士しを雇やとった」

「ルルが聞いたら、ショックで気を失いそうな話だな……」

　ディアは目を半分にした。

「可哀かわい想そうだしの、本人たちには言っておらぬ」

「そういう問題じゃないですよ！」

　納なつ得とくしないのはクルスである。

「わざわざ雇った騎士に馬車を守らせて、部下の方たちに誘拐を依い頼らいするなんて……!!」

「安全に連れ去られることを考えれば、部下に誘拐させるしかあるまい」

「そんな回りくどいことをする必要が一体どこにあったんですか!?」

「王位継けい承しよう者しやが自分から家を捨てたとあっては、王国の名めい誉よに傷が付くであろう。私のわがままで国民に迷めい惑わくはかけたくないからの」

「事件をでっちあげた段階で、すでにいろんな人に迷惑をかけてる気が……」

「まあ、私の計画を妨ぼう害がいしたことは許してやろう」

「僕たちが悪いんですかっ!?」

　あっはっはっは。

　スカーレットは朗ほがらかに笑った。

「僕は笑えませんっ!!」

　クルスは両手をぐーにして、肩を怒いからせた。

「なんか変なヤツに巻き込まれちまったな……」

　ディアはひそひそと耳打ちをしてくる。それはそれでクルスは顔が暗くなった。

「ディアさんに言われると、僕はなんて返事をしたらいいのか分からないんですけど……」

　いっぽうスカーレットは、ぱん、と手を打って、

「神の子クルスに、呪のろわれし龍りゆう族ぞくか。旅の連れにはちょうどいいな。私も仲間になろう！」

「頼たのんでませんから！」「いらねーよ！」

　声を揃そろえるクルスとディアに、スカーレットはにんまりと笑顔を浮かべた。

「いやいや、おぬしらに選せん択たくの余地はない」
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　クルスたちが次の町エスオルトにたどり着いたのは、昼過ぎのことだった。

　入り口にある掲けい示じ板ばんに、自分たちの顔がデカデカと張り出されている。

　ちなみにそれは、王族誘拐の罪で指名手配をかけられた賞金首の張り紙だった。

「な、なんで……！」

　愕がく然ぜんとするクルスの肩かたを、スカーレットは優やさしく叩たたいた。

「オリオンたちの仕し業わざだな。おおかた私が本当に誘拐されたとでも思っておるのだろう」

「誘拐されてなんか、いないじゃありませんか!?」

　そうだな、とスカーレットは肩をすくめ、

「私が名乗り出ない限り、おぬしたちにかけられた容疑は永遠に晴れぬというわけだ」

　あっけらかんと笑った。

「名乗り出て下さいよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　クルスは悲鳴を上げた。

「供を喪うしない、孤こ独どくの身となったスカーレットは新たなる仲間を手に入れた。しかし、仲間たちは理り不ふ尽じんにもいわれのない罪を着せられてしまうのだった……」

　いつの間にか取り出した手帳を広げ、スカーレットはそんなことを書き込んでいた。

「あなたが着せた罪じゃないですかっ！」

　クルスは声を張り上げた。ディアもスカーレットに食ってかかった。

「待てよ、賞金首ってことはオレさま悪人ってことかよ!?」

「そうなるな」

「オレは善人なんだぞ！」

「私の見た限り、していることは悪人とさほども変わらぬように見えるが」

「んだとォ!?」

「確かにディアさんに関しては、僕もそう思います」

「クルス！　裏切るのか!?」

「いつから僕はディアさんの仲間になったんですか!?」

「うむ！　三人、息もぴったりだな！」

　スカーレットはさわやかな笑顔で言い切った。

「ふざけるなあああああああああああ！」ディアが叫さけんだ。

「助けて[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」クルスが泣いた。

　眼めの幅はばいっぱいに涙なみだを流しながら、町を出る時に引いたカードのことを思い出した。

　逆さまになった地じ獄ごくの絵札。

（ジョオ、やっぱり最悪の一日になっちゃったよ！）

　クルスはそう解かい釈しやくして、途と方ほうにくれた。

　けれど、ジョオが昔、クルスに教えていた言葉はこうだった。

　──悪い札が逆転しているのは、悪運転じて幸運あり、大変なことにも遭あうけれど、とってもステキなことも起こる、そういう未来を暗示しているんですよ、クルスさま。






















　幸いなことに？

　通報者の主観が強く反映された似顔絵は、凶きよう悪あくな人相をしていたので、一見したぐらいではとても本人とは分からない代しろ物ものになり果てていた。

　しかし、似ていようと似ていまいと、自分に対する指名手配書であることに変わりはない。

　店の椅い子すに座って、手配書チラシを見つめるクルスの顔は暗さを増すばかりであった……。

　対して、鏡の前に立っているスカーレットは上じよう機き嫌げんそのものだ。

「ふむ、決まったな」

　服の店である。スカーレットは全身が映る鏡の前で、アイマスクを試ためしていた。

　睡すい眠みん用ではなく仮装用に作られた、縁ふちには羽は根ね飾かざりのついた豪ごう華かな（恥はずかしい）一品である。しかしドレスなど身にまとわずとも、その身一つで匂におい立つような華はなやかさを醸かもし出すスカーレットには、それぐらいのアクセントが似合っていた。

「主人、私もこれにしよう」

「まいどあり」

（どこで狙ねらわれるか、分かったものではないからな）

　そう思い、二つの穴に狭せばめられたアイマスクの視界を今のうちに把は握あくしておこうと、スカーレットは首を回した。

　雨に濡ぬれた犬のように、寄る辺のない顔をしたクルスが見えた。

「何を落ち込んでおるのだ。好みのマスクがなかったか？」

「覆ふく面めんのことで落ち込んでいる訳じゃありませんっ」

　きっぱりとクルスは言った。

　しかし、スカーレットはきょとんとした顔つきで、

「変装したほうがいいと提案したのは、クルス、おぬしではないか？」

「楽しくて提案したわけじゃありませんから」

「私は楽しいがな、わくわくする」

「そりゃ姫ひめさまは楽しいですよ！」

　拗すねているのか、クルスは唇くちびるを尖とがらせた。

「ははは、遠えん慮りよはいらん。私が姫だということは忘れてくれ」

「忘れられる訳ないでしょう!!」クルスは声を荒あらげた。

「姫さまが名乗り出てくれないおかげで、指名手配の賞金首にされてしまったんですよ!!」

「でも、かまわないよ、とクルスは言った。」

「手帳に書いたってダメです！」

　スカーレットは手帳をしまい、今度は王族らしく勿もつ体たいぶった態度で、

「おぬしたちの人生を捨てた献けん身しんに感謝する」

「いいから、お城に戻もどって下さい!!」

　ぴしゃりとクルスは言い切った。

「残念ながら、それは出来ぬ相談だな」

　スカーレットは真ま面じ目めな顔を向けた。

「どうしてですか!?」

「おぬしは誰だれかに止やめろと言われたら止められるような旅をしておるのか？」

「そ、それは……」

　言い返せず、クルスは口ごもる。

　すると、店の外にある屋台で腹を満たしていたディアが声をかけた。

「いいじゃねえか、賞金首ぐらい。神さまはお前の善行を見ててくれるさ」

「こんなときに神さまを持ち出さないで下さいっ！」

　ディアは屋台のそばにある露ろ天てんの椅子に座って、ソバを食っていた。

　慣れたもので、一足早く変装用のアイマスクを選ぶと、さっさと店を出て、どんぶりを片手にずるずると麵めんをすすっているのだ。

「ディアさんはそれでいいんですか!?」

「別に、ホントに悪いことしたわけでもねーしな」

「でもぉ！」

「それにオレの首を狙って賞金狩がりが現れれば、逆にそいつらをやっつけてオレさまの善人度はますます上じよう昇しようってわけだ！」

「ほう、それは面おも白しろそうだな」と、スカーレット。

「だろ？」

「ちっとも面白くないですよ」

　クルスはいじけた顔をした。

「僕は神さまを蘇よみがえらせる旅をしているんです！　それが、よりにもよって賞金首なんて……」

　考えるだけでめまいがしたのか、クルスはがっくりと膝ひざをついた。

　そのまま地面に手をついて、うなだれる。

「意外性があって面白いではないか」

「意外性なんて求めないで下さいっ」

　ぷい、とクルスはそっぽを向き、

　ふむ、とスカーレットは名探たん偵ていがするように顎あごに手をやった。

「ならばいっそ、盗とう賊ぞくに職業変えでもするのはどうだ？」

「それでいったい何が解決するんですか!?」

「盗賊なら、誘ゆう拐かいもおかしくはあるまい」

「だから誘拐を正当化したいわけじゃありません！」

　ぽん、とディアは手を打った。

「そうか！　盗賊なら、他人から金を奪うばっても悪じゃない!!」

「悪ですよ!!」

　するとスカーレットはディアにひそひそと耳打ちをして、

「金持ちから奪う分には、義賊というヤツになれるぞ」

「ほう！」

「ディアさんに変な入れ知ぢ恵えをしないで下さい!!」

　やれやれ、とスカーレットは短く息を吐はき、

「しょうがないのう、リーダーはおぬしに譲ゆずってやろう」

「誰がそんな話してるんですか!?」

「名前もクルス盗賊団でいいぞ」

「やめて下さいっ!!」

　クルスは顔を真っ青にした。

　するとディアはピンと人差し指を立てて、

「じゃ、クルスの正しい盗賊団」

「何が解決したんですか!?」

「実は正しい盗賊団」と真しん剣けんにスカーレット。

「清く貧しく美しい盗賊団」と真顔でディア。

「全然わけ分かりませんよっ！」

「……おまえ、協調性のないヤツなのな」

「僕のせいなんですか!?」

　クルスは頭が爆ばく発はつしそうになった。

　するとスカーレットはディアの肩かたを優やさしく叩たたき、

「まあまあ、手間のかかる弟が増えたと思えば、可愛かわいいものだ」
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　虹にじが浮うかぶほどの涙なみだを流す、クルスだった。
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「はくしゅん！」

　くしゃみをしたジョオはまだ、宿場町でクルスを捜さがし回っているところだった。

「どこにいるんですか、クルスさまぁ～っ！」
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　ぬうっと、三本の氷菓が子しが出てきた。

「これでも食って仲良うせい」

　とは、ソバ屋の隣となりで氷菓子を売っていた爺じいさんの言葉だった。

　曲がり気味の腰こしに手をあてながら、ディアたちの前に立つ。

　並ぶとスカーレットが親に見えるほどの身長差があるのだが、爺さんにしてみれば、彼女とて四つんばいでハイハイしている赤あかん坊ぼうとさほども変わるものではないのだろう。

　爺さんは子供をあやすような物言いで、皺しわの入った顔をディアたちに向けた。

「せっかくの兄弟が喧けん嘩かしちゃあかんよ」

「いえ、僕たちは……」

　クルスは両手を振ふって、爺さんの誤解を訂てい正せいしようとしたが、

「そうそう、兄弟喧嘩はいけないよな」

　と、ディアは言い、ひょいと親父おやじから氷菓子を貰もらうと、口にくわえてしまった。

「ディアさん！」

　何か言いたそうなクルスの口に、一本が突つっ込まれた。

「人類みな兄弟って、神さまも言ってんだろ」

「そんなぁ……」

　という意味の言葉を、氷菓子で塞ふさがれた口がむにゃむにゃと言い、クルスは肩をすくめた。

「親はどうしたんだ？　親を捜して旅をしてるのか？」

　爺さんは矢や継つぎ早に質問をぶつけてきた。

　どう答えたらいいのか、クルスが答えあぐねていると、爺さんは勝手に話を進めた。

「嬢じようちゃんが一番上で、おぬしたちはどっちが兄なんだい？」

　笑うとくしゃくしゃになる顔は幸せそうで、まるで自分の孫に話しかけているようであった。

「親父さんのガキも、三人兄弟だったのかい？」

　聞いたのは、ディアだ。

「生きておれば、おぬしぐらいになるかのう」

　言って、爺さんは小さく笑った。

「アレはいろんなもんを持ってっちまった……」

　爺さんは顔を上げ、地平線の彼方かなたを見やった。

　霞かすんだ空の下に見える十じゆう字じ架か。その十字架にはりつけられた神。

　その上空には絶えることなく雲がうずまいている。この一〇年間、ずっと。

　灰色の雲はうずたかく積み上げられた石のようでもある。

　クルスの目には、神が、崩くずれようとする空から地上を守ろうとしているように映った。

（死してもなお、神さまは人が犯おかした罪を背負っている──）

　そんな思いがよぎり、クルスは小さな拳こぶしを握にぎりしめた。

　むろん、思いは人の数だけある。

「なにが魔ま法ほうだ」

　吐はき捨てるように、爺さんは言った。

「そんなものを引きずりだしたところで、人が神になれるわけもあるまいに」




　──なるのだ、お前は神に。




　不意に言葉が蘇よみがえり、クルスは胸を痛くした。

　鐘かねの音が聞こえた。ここにはない音、記き憶おくの中で鳴り響ひびく音。

　赤黒い渦うずが幾いく重えにも模様を作る空の下で、告げられた言葉。

　──霊れい都とにたどりつき、お前は神になるのだ。

　交かわされた約束、刻まれた誓ちかい、握られた手。

　確かめようにも、その街はもう、この世には存在しない──。

（僕は、ブレスと同じ間違ちがいを犯そうとしている？）

　思って、クルスは首を横に振った。

「そんなわけありません！」

　クルスは、爺さんの手をぎゅっと握った。

「お子さんは世界のどこかで生きてますよ。長生きしてれば、きっと会えます」

「ありがとな」

　爺さんは、顔をくしゃくしゃにした。

「見つかるとよいな、おぬしたちの捜さがしているものも」

　次の客が訪おとずれたので、爺さんは屋台に戻もどっていった。

「けっこうお前も、無責任なこと、言うようになったじゃねーか」

　ニタニタと愉ゆ快かいげな顔をして、ディアがこと寄せた。

　爺さんを慰なぐさめようと、クルスが何の証しよう拠こもないコトを言い出したのが愉快だったらしい。

「ディアさんだって、お爺さんをがっかりさせないために誤解を解かなかったんでしょ？」

　図星のようだった。ディアは頰ほおをちょっと赤らめて、クルスに背を向けた。

　照れ隠かくしをするようにどんぶりに残っていた汁しるをすすって、ソバ屋の主人に言う。

「おっちゃん、もう一いつ杯ぱい」

「あいよっ！」

「────ん？」

　スカーレットは、目と鼻の先にある広場から聞こえてくるざわめきに耳を動かした。

　悲鳴が聞こえたような気がしたが、気のせいだと分かり、注意を解く。

　もっとも広場に人は集まっているようだった。

　大通りを挟はさんだ反対側にある広場は、丈たけの高い樹木がカーテンのようになっていて、中の様子までは窺うかがい知ることはできない。けれど、ざわざわとした人の声は風に乗って伝わってきた。

（こんな昼間から、何が始まるのだ？）

　スカーレットは鼻がひくひくとなっているのに気付いた。

　変わったことを見つけると、首を突つっ込みたくなって、鼻がむずむずするのだ。

　のう、二人とも。広場を覗のぞいてはみぬか？　──そう言いかけた時だ。

「賑にぎやかな街だな。人族じゃねえ連中もいるし、見たことねえ服着てる連中も多いしよ」

　先に、ディアが口を開いた。

「自由都市だからですよ」と、クルスが答えた。

「自由都市？」

　首を傾かしげるディアに、今度はスカーレットが説明する。

「どこの国にも属さない独立した街のことだ」

「どこの国にも属さないで、どうやってこの街を守ってんだ？」

「このエスオルトに攻せめ込もうなどと考える王がいれば、見てみたいものだな」

「すんげえ武器でも持ってるのか？」

「この街を治めるダルダラ様は地図を商あきなっていらっしゃるんです」

　と、クルスは誇ほこらしげな顔をした。

「地図って、あの地図かよ」

　ツユをすすりながらディアは目を点にした。

「はい」

　まっすぐにクルスがうなずくので、ディアはますます首を捻ひねった。

「わっかんねーな。昔ならともかく世界がフラグ分断メントした今じゃ、土地がころころ入れ替かわって、すぐに役にも立たなくなるんだぜ、なんでそんなものを欲しがるんだよ」

「だからこそだ」

　スカーレットは短く息を吐いた。

「賞味期限が短ければ、すぐに新しいものが必要になるだろう？　ましてや、王族は自分では何も生み出せぬ。土地と民たみにしがみつく寄生虫のようなものだからな」

「寄生虫……ですか？」

　遠えん慮りよがちにクルスは聞いた。

「当事者わたしが言っておるのだ。間違いではない。自分の土地が世界の果てに飛ばされたと聞けば、世界の果てまで旗を立てに行く。それが王族というものだ」

　皮肉まじりに、スカーレットは笑った。

「見て下さい」

　と、クルスは街の中心に見える、宮きゆう殿でんのような建物を指さした。

「なんだありゃあ？」

　ディアは目を丸くした。

「あれがダルダラ様の宮殿です」

　ようなと記したのは、その建物が宮殿というには、奇きっ怪かいな形をしていたからだった。

　遠目に見れば水辺に咲さく一本の花のように見える。湖の中に建てられた宮殿は、つぼみの場所に一本の塔とうが、そして葉の部分となる五辺にそれぞれ別べつ棟むねの楼ろう閣かくがのびている。

　ところが、こちらから目に見えるのはその横半分だけで、残りの半分は、ざっくりときれいに削けずり取られているのだ。

「金をしこたま持ってんなら、建て直せばいいのによ」

「削れた部分は別の場所に繫つながっているんです」

「はぁ？」

「世界が分断された時に。宮殿が分断面に当たったんだそうです。残り半分は他ほかの土地に繫がっていて、それでダルダラ様は誰だれよりも早く世界地図を再生できたんだそうです」

「なるほどな、ダルダラに聞けば、霊れい都とってのも見つかるかもしんないってわけか」

「はいっ！」

　嬉うれしそうにクルスはうなずいた。

「そううまくコトが運べばよいがの」

　と、スカーレットが目を暗くさせた、その時だ。

「わああああああああああああああああっ！」

　広場から、大きな悲鳴が聞こえてきた。

　ひとりどころではない。老若男女を問わない叫さけびが通りを挟んだこちら側まで聞こえてきた。

「ディアさん！」「クルス！」「二人とも！」

　三人とも、互たがいに目配せを送っていた。言い終わる前に走り出していた。

「おっちゃん、どんぶりは後で返す！」

　クルスはびっくりした。

「走りながら食べる気ですか？」

「悪わりぃかよ」
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〝英えい雄ゆう広場〟と名付けられた公園は、小さな陸上競技場ほどの広さがあった。

　聴ちよう衆しゆうが集められてはいるが、必ずしも本意ではないのだろう。人ひと混ごみに分け入った途と端たん、クルスはピリピリとした空気を肌はだに感じとった。

　人混みの向こうには衛兵たちが見えた。

　数十人はいるだろうか、いつでも剣けんを抜ぬく準備をして市民たちに対している。

　だが、それ以上に驚おどろいたのは、奥まった場所にある舞ぶ台たいに、一人の少女が吊つり下げられていることだった。

「っ！」

　少女は、両手に手て錠じようをかけられて、かろうじて足が付くぐらいの高さでぶら下げられていた。

　姿は、見るに耐たえない状態だ。

　破り捨てられた服が、足首のところに絡からみついている。

　顔は目め隠かくしをされ、服は剝はぎ取られ、首にかけたペンダントの他は下着のみとなっていた。

「な、なにやってんだ……？」

　呆ぼう然ぜんとするディアの口から、ただ、息がもれた。

　あまりの光景に感情が付いていかない。そんな顔をしていた。

　スカーレットは、近くにいた衛兵に問い質ただした。

「あの娘むすめが何をした？」

「霊都へつながる道を隠しているのだ！」

「霊都!?」

　ディアはクルスを見やった。

[image: ]

　霊都という言葉に、クルスは動どう揺ようしていた。

　そこが自分の目的地だからというだけではない。

　神が十じゆう字じ架かにかけられてからというもの、霊都ヨツンヘルムは見えこそするが、誰もたどりつくことが出来ない幻まぼろしの街と言われていたからだ。

（閉ざされている場所へ、どうやって？）

「霊眼族か」

　つぶやくようにスカーレットが言った。

「霊眼族って、ヨツンヘルムの霊眼族か？」

「額を見ろ」

　スカーレットはディアに言った。

　少女の額には、三点の星が刻まれている。

「聖せい痕こんだ。人類一〇八族のどれでもない、霊眼族のしるしだ」

「霊都と一いつ緒しよに滅ほろぼされたんじゃなかったのか？」

　ヨツンヘルムは封ふう印いんの地である。

　霊眼族のみが生きることを許された隠れ里であり、それを〝殺さつ神じん者しや〟ブレスはいかなる手段を以もつてか扉とびらをこじあけ、軍ぐん靴かによって蹂じゆう躪りんし、霊眼族を滅ぼし、十字架塔を建てた。

　その後のことは、皆みなの知る通りだ。

「我ら、ダルダラ様の地図調査隊が見つけたのだ」

　そばにいた衛兵は胸を張った。

「からくも逃にげ延びた者を、わざわざ引きずりだしたというわけだな」

　皮肉たっぷりに、スカーレットは言い捨てる。

「地図で世界を繫げようとする、ダルダラ様の理想を馬ば鹿かにするのか！」

「あのような光景を見ては何を言われても虚むなしく聞こえるな」

「どいつがダルダラなんだよ！」ディアが聞く。

「アレだろう」

　スカーレットは目で示した。

　広場の一角にある石造りの建物。その二階のオープンテラスにしつらえられたロイヤルボックスに、ふんぞり返る四腕わん二足の男がいる。

「甲こう腕わん族!?」ディアは驚いた。

　人類一〇八族の一つで、主に熱帯の湿しつ地ち帯に住んでいた部族である。四つの腕を生かして、密林を縦横無む尽じんにかけまわり、狩しゆ猟りようや工芸品を細工するなどして生計を立てていた。

　人族よりも体格は大きいが性向はおとなしく、争いごとを嫌きらい、それゆえに人族に滅ぼされたと言われている……のだが。

「奴やつは奴で、貴重な生き残りというわけだな」

　吐はき捨てるように、スカーレットは言った。

　三人が目にしている甲腕族のダルダラは、傲ごう慢まんをカタチにしたような男だった。

　四本の腕うでのうち、一本は頰ほお杖づえを突つき、一本は自慢の髭ひげをなでていた。そのまた一本はそばに侍はべらせた美び姫きの胸をもみしだき、残る一本は血の色をしたワインを傾かたむけている。

「甲腕族は穏おだやかで素そ朴ぼくな種族って言うが……」

　ディアの言葉に、スカーレットは眼めを細めた。

「これも人間の可能性の発はつ露ろというものだろう。気分の悪くなる意味でのな」

「でも、だからって、なんでこんなひどいことを……」

　口を開いたのはクルスだった。

「霊れい眼がん族は男も女も生しよう涯がい一人の相手しか愛さない、慎つつしみ深い種族というからな。死に等しい辱はずかしめを与あたえようというのだろう。霊都への道を聞き出すためにな」

「そんな……！」

　クルスは信じられないという顔で、首を横に振ふった。

　尊敬をしていた人のあまりの正体に、心が真っ白になってしまいそうだった。

　しかし、貴き賓ひん席に座るダルダラという男は、年とし端はもいかない少女が痛めつけられる姿を見て、明らかに喜んでいた。ニタニタと品のない笑えみを浮うかべて、刑けいの成り行きを愉たのしんでいた。

　スカーレットは腰こしの剣けんに手をやった。

「どれほどの偉い人じんかは知らぬが、ろくでもない奴だということは分かったな」

　舞ぶ台たいの上には二人の男がいた。

　一人は衛兵隊の隊長である。名をベトライルと言い、壇だん上じようから聴ちよう衆しゆうを見張っていた。

　一人は少女のそばに立つ、刑の執しつ行こう人であった。

　名をエルヴと言う。

　顔にも身体からだにも無む駄だな肉というものがない。全身が剣のような男であった。

「悪いことは言わん。霊都への道を示すのだ」

　諭さとすように、エルヴは言った。

　少女は震ふるえていた。

　公衆の前で見み世せ物ものとなり、着ているものを剝はぎ取られて、吊つるされていた。

（目を隠かくせばいいというものではない）と、エルヴは思っていた。

　慎み深い霊眼族の子である。

　ましてや額に開くはずの第三の目〝霊眼〟がまだ開いてはいない娘むすめである。

　その意味を知るエルヴは、この気分の悪い役目を終わらせるために、彼女がダルダラに首しゆ肯こうすることを望んでいた。

「娘。この世界にとって地図がどれほどに貴重なものか、分かっておるのか？」

　エルヴは少女の名前を知らない。

　誇ほこり高い部族にとって、名前は命そのものであると云う。

　己おのれの命を預けても構わない者にだけ、本当の名を告げるのだ。

　ダルダラにすら、彼女は名前を告げなかった。

　そのことがダルダラを怒おこらせ、このような始末を招いてしまったわけだが……。

「ダルダラ様は一度欲っした物を諦あきらめるお方ではない。素す直なおに受け入れるのだ！」

　恐きよう喝かつするように、エルヴは告げた。

「いやです」

　少女は、はっきりと口にした。

　震えながらも凜りんとして、意思を変えない姿は王にも匹ひつ敵てきする威い厳げんがあった。

（これが誇り高き霊眼族というものか……！）

　エルヴは圧倒されて、そして反発した。

「命と引き替かえに出来る誇りなどあるものか！」

「あります」

　短く、彼女はつぶやいた。

「あなたたちは故郷を踏ふみにじる人、だから、絶対に教えられません……！」

　馬ば鹿かにされたと感じたエルヴは、少女の上衣を引き千切った。

　色をなくして真っ白になった素す肌はだが露あらわになり、娘らしく張りのあるものがこぼれでた。

　それでも少女の凜とした表情は変わらなかった。

　平気なのだろうか？

　そんなはずがなかった。

　少女は唇くちびるを嚙かんでいた。強く、強く嚙みしめていた。

　耐たえているのだ。

　嚙み切った唇から赤い血が流れ落ちていた。血は細い首筋を伝わり、胸のふくらみを伝わり、限りなく裸はだかに近い身体を汚よごしていった。

　残るのは、申しわけ程度についている腰布一つだけだ。

「────っ！」

　クルスは目を覆おおった。

（あんな方法で言うことを聞かせるなんて……！）

　絶対にしてはいけないことだと、クルスは思った。

　誰だれが何と言おうと、許せなかった。

「霊都への行き方を知っているらしいぜ……」

　静かな声で、隣となりにいたディアがつぶやいた。

「オレたちが、奪うばうか？」

「いいえ！」

　きっぱりとクルスは首を横に振ふった。

「いくら知りたいからって、こんなの許せません！」

「よく言った！」

　いっぽう舞ぶ台たいの上では、残る最後の布に剣けんをかけたエルヴが最後の言葉を投げかけていた。

「悪いことは言わん、ダルダラ様のために霊れい都とへの道を指し示せ！　それが滅ほろび行くこの世界を救う道であるとなぜ分からん!!」

　少女は、首を振るだけだった。

「馬鹿者が……！」

「馬鹿はどっちだ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　言って、ディアは振りかぶった。

　処しよ刑けい台の男めがけて、怒いかりのカタマリを投げつけたのだ。

　命中。

　どんぶりが。

「のうあっ！」

　顔面で受け止めてしまったエルヴは、当たりどころが悪かったのか、間の抜ぬけた声をあげて、舞台の裏側へ転げ落ちてしまった。

「誰だ!?」

　壇上に残るもう一人の男、ベトライルが怒ど声せいをあげた。

　聴衆は海を割るように道を作った。

　その先にはディアがいた。

　ディアは退どかない。退くわけがなかった。

　フン、と親指で鼻を弾はじき、むしろ前進した。

「言われて名乗るもおこがましいが……」

　意気に響ひびいて、スカーレットが寄り添そう。

「……言ってやらねば分かるまい」

「悪名高き、恐きよう怖ふの善人！」幻げん視しで作った剣を構え、

「目に付く悪は手当たり次し第だいに許しはせぬ」スカーレットも鞘さやから抜き放つ。

「その名も……」

「「クルス盗とう賊ぞく団!!」」

「違ちがいます!!」

　両手を振り上げて、リーダーが否定した。

「なに照れてんだよ。正義に恥はじらいは無用だぜ？」

「そうだ。我ら、クルス盗賊団」

「クルス、クルス言わないで下さいよ！　何のためにアイマスク買ったんですか!?」

「あ、そっか」

　ディアはアイマスクを天高く投げ捨てた。

「これで完かん璧ぺきっ！」

「ぜんぜん完璧じゃありませんっっ！」

「四の五の言ってる暇ひまはないぜ、クルス」

　剣を抜いた衛兵たちが迫せまってきた。

「かかれーい！」「おおおおおおおおお！」

　ニタニタと、ディアはクルスの目をのぞき込んだ。

「こうなったらもう戦うしかねえよなあ～」

「もーっ！　またそうやってごまかすんですかぁ！」

「へへっ」

　それを了りよう解かいと受け取ったディアは、二人をかばうように前に出た。

「女の裸がそんなに見てえなら、オレが見せてやるよ！」

　言って、剣を放ほうり投げると、ディアは目の前に左手をかざした。

　ぽつ、ぽつと光点が現れ、手の甲こうにある宝珠オーブに集束を開始した。

　宝珠に光が宿り始める。宝珠が赤色の光を放ち始める。

「幻視力っ！」

　叫さけびと共に、目もくらむような閃せん光こうがほとばしった。

　目を開けてみると、どうだ。

　広場の一面に、無数の女が出現しているではないか。

　しかも、誰だれもが一糸もまとわぬ裸ら身しんときたものだ。

「おおおおおおおおおおお！」

　衛兵たちは一いつ斉せいにどよめいた。

　裸はだかの女たちは、こぼれんばかりの胸を抱だいて衛兵に迫った。

　鎧よろいの男たちは、もう、どうしてよいか分からなくなった。

　その胸がどうしようもないぐらいに膨ふくらんでいることに気付いた時にはもう遅おそかった。

　乳が、破は裂れつした。

　花火が弾けるような衝しよう撃げきと音がして、衛兵たちは昏こん倒とうした。

　凄すさまじい音には、人の意識を奪うばう力がある。

「──はっ！」

　気付いた時にはもう、身体からだに蛇へびが巻き付いていて、身動きが取れなくなっていた。

　へっへーん、と、得意げな声が聞こえてくる。

　ディアはすでにダルダラがいるテラスの階段を駆けあがっていた。

　馬ば鹿かにされたと気付いた衛兵たちは、ひとり残らず顔を真っ赤にさせた。

「た、戦え～っ!!」

「悪わりぃな。ウチのリーダー、戦いがあんま好きじゃないんだよ～」

「──そう言って、全部こっちに押しつけるつもりか」

　フフッ、とスカーレットは笑った。

　衛兵たちが、ディアの作り出した裸女に目をくれているうちに、スカーレットとクルスは、一気に舞ぶ台たいへ迫っていた。

「このお返しはいずれしてやらねばのう」

　言うが、ディアに怒いかりを覚えているわけではない。

　むしろ、その逆だった。

　馬鹿にされた屈くつ辱じよくをそそごうと怒りのカタマリとなって衛兵たちが迫ってくるのは、むしろ、スカーレットの心をわくわくとさせるところであった。

「悪党たるもの、こうでなくてはな！」

　言って、クルスを守るように前へ出た。

　数十人もの衛兵たちが、一気にスカーレットに押し寄せる。

「そんなに大勢でかかられても一度に相手はしきれんぞ！」

「一対一になるのは、お前の服をひんむいてからでいいだろう？」

　言ったのは、壇だん上じようにいたベトライルであった。

　飛び降りて、誰よりも速くスカーレットの前に立つ。

「女とて手加減はせんぞ！」

「おぬしらのしていることを見れば分かる」

　スカーレットはクルスが前へ出ないよう手で制すると、腰こしの鞘さやから剣けんをスラリと引き抜ぬいた。

「ぬ？」

　見たこともない種類の剣に、男は怪け訝げんな顔をした。

　細く、しなやかな剣であった。

　刃はの上に波のような紋もんが揺ゆれている。太陽の光を浴びて、キラキラと輝かがやいた。

　なぜか、片方は峰みねとなっていて、刃は一方にしか付いていない。

（あれでは、片方が刃こぼれしただけで役に立たなくなるではないか）

　初めて見るベトライルにすれば、目を疑うような武器であったが、同時に魅み入いられるような引力を放っていることにも、目を疑った。

　それが〝刀〟と呼ばれる剣だった。

「惑まどわされるものかよ！」

　言って、男は背にある壇上を親指で示した。

「なんなら、そこの娘むすめと同じ目に遭あわせてやってもいいんだぜ」

　何を想像しているのか、ベトライルは品のない笑えみを浮うかべた。

　視線がスカーレットの胸や腰をまさぐっているのが分かる。

　ごくりと唾つばをのむ音さえ聞こえた。

　しかし、スカーレットのまなざしはぴくりとも揺らぐことはなかった。

　己おのれのことで、スカーレットが怒りを露あらわにすることはない。

「おぬし、名を何と言う？」

　冷えた声で、スカーレットは訊たずねた。

「ハッ！　貴様に名乗る名などないわ！」

「そうか、私の冒ぼう険けん譚たんの始まりを飾かざる名めい誉よがおぬしにはあったのだが、惜おしいことをしたな」

「はぁ？」

　何を訳の分からないことを言うのかと、ベトライルは首を傾かしげた。

　そして、背にかけた剣を引き抜く。

　太く、長い業わざ物ものだった。

　重さだけで相手を叩たたき崩くずせるような剛ごう剣けんである。

　スカーレットは刀を正眼に構えた。

　ベトライルは笑い飛ばした。

「まるで女の腰だな！　そんな細い剣で我が剛剣が斬きれるか！」

　だんっ！

　スカーレットが叩いたのは、相手の剣の鍔つば元もとだった。

　ベトライルの剣はまっぷたつに折れた。

　根元からもげた剣が、石いし畳だたみを転がった。

「なっ……！」

「それだけでない」

　はらり、と。

　身に着けていたものが何から何まで寸断されて、男は真まっ裸ぱだかになってしまった。

「ひいっ！」

　スカーレットは身をひるがえし、衛兵たちに言い放った。

「自分より弱い人間を裸にするぐらいだ。自分がされる覚かく悟ごも当然あるのだろうな！」

「う、うう……！」

　衛兵はたちまちたじろいだ。

「クルス、今のうちだ」

「はいっ！」

　クルスは壇上へと向かう階段を駆かけ上がった。
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　舞台には吊つるされた少女の姿だけがあった。

「や……」

　彼女の口から悲鳴のような声が漏もれた。

　またどこかに連れていかれると思っているのだろうか、彼女はクルスから逃のがれようともがくのだが、手首から吊されていてはそれも叶かなわず、むなしく身体からだをよじらせた。

　顔にはただ、人に対する恐きよう怖ふだけがある。

　肌はだもそうだ。初雪のように白く柔やわらかい肌はひどく震ふるえ、鳥の毛をむしった跡あとのようになっている。頭の左右についた猫ねこのような耳も、ぺたんと張り付いてぴくりとも震えない。

　──無理もない。

　クルスは自分が誤解されていることを腹立たしくは思わなかった。

　むしろ胸のうちには、言葉に出来ない感情があふれだしていた。

　クルスは肩かた留めからマントを外し、彼女に羽織らせた。

「え……？」

　彼女は驚おどろいた顔をした。

「どこに、連れていくの？」

「連れていかないよ」

　びくっ、と彼女は震えた。

　もっと恐おそろしいことを想像したのか、彼女は震える声で、

「わたし、殺されるの？」

「助けに来たんだ」

「助け……？」

　彼女は意味が分からないといった顔をした。

　人に手をさしのべられることなど想像の外なのか、信じられないと言いたげに彼女はぽかんと口を開けた。間の抜ぬけた顔が、彼女の絶望の深さを思わせて、クルスは胸を痛くさせた。

「クルス！　のんびりしている時間はないぞ!!」

　スカーレットの声がする。

　クルスは彼女の二の腕うでをつかんで、訴うつたえた。

「僕を信じて！　絶対、噓うそはつかないから!!」

　ハッ、と彼女が息を吞のむのが分かった。

　クルスに向かってうなずいて、彼女は抵てい抗こうをやめた。

　彼女を吊り下げていたカンヌキはすぐに外れた。

　彼女は手が動くようになると、マントをつかみ、身体を完全に隠かくすようにしたが、顔色は落ち着くどころか困こん惑わくに揺ゆれていた。

「……どうして、わたしを？」

　小さく、訊ねる。

　彼女は途と方ほうにくれていた。

　なぜクルスが自分を助けようとしてくれているのか、分からなかったからだ。

　いや、分からないだけなら、怪け訝げんな顔をすればよかった。

　どんな表情をしたらよいか分からないのは、信じられないという気持ちや、疑わしいという不安と、それとはまったく反対の感情が、胸の中で渦うずのように乱れてしまったからだ。

　不意に、自分でも分からず、恥はずかしいという気持ちが生まれ、彼女は二歩三歩後ずさった。

　クルスはそれを、警けい戒かいされているからだと受け取った。

　彼女の目隠しを外してあげようと思った。

「だめっ」

　彼女は怯おびえるような声をした。

「これから逃にげるから、目隠しは邪じや魔まだよ」

「だめ」

　時間はない。

　クルスはごめんね、と謝り、彼女の目隠しを剝はぎ取った。

「────────！」

　クルスは絶句した。

　言葉が出てこなかった。

　震えるように首を左右に振ふって、痺しびれたように立ちつくした。




　目が、なかったのだ。




　左右の眼めがあるはずの場所には、ぽっかりと空くう洞どうが開いていた。

　傷跡のない眼がん窩かは美しくも見え、それが却かえって恐ろしかった。

　底知れぬ闇やみを覗のぞき見てしまったような、心もとない気持ちにクルスは襲おそわれてしまった。

　悲鳴が口から飛び出しそうになり、クルスは手で押さえつけた。

　けれども、震える息は肌で伝わる。

　彼女は打ちのめされたような顔をした。

　顔が、泣きそうに歪ゆがむ。

　涙なみだを流すことの出来ないまなざしが、悲しく震えた。

（────────！）

　クルスは、後こう悔かいした。

「化け物だ！」

　衛兵のひとりが悲鳴をあげた。

「ふざけるな！」

　スカーレットは嫌けん悪おをあらわにした。

「よってたかって、ひとりの人間を痛めつけているおぬしらと、どちらが化け物なのだ！」

　涼すずやかに鯉こい口ぐちが鳴り、男はたちまちのうちにスカーレットに叩たたきのめされた。

　壇だん上じようでは──。

　彼女は、ひどく惨みじめな気持ちになっていた。

　服をはぎ取られた時より、つらい気持ちになるのはなぜなのか、分からなかった。

　瞳ひとみが奪うばわれているというのに、彼女はうつむいた。

　顔を見られたくないからだ。

　誰だれに？

「ごめんね、驚おどろいたりして」

　その人の、声がした。

「えっ」

「もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　クルスは彼女を抱だきしめていた。

　彼女はいやいやをするように、小さく首を振った。

　それでもクルスは彼女の背中を優やさしく叩いて、抱きしめる腕うでを離さなかった。

「もう安心して、これからは僕たちが守ってみせるから」

「……………………」

　彼女は、クルスの腕を振りほどくのをやめた。

　不思議な気持ちが彼女の心に生まれていた。

　初めて言葉を聞いたとき、胸のうちに鐘かねが響ひびくような音が聞こえた。

　それは灯あかりだった。

　夜の海に見える灯台の輝かがやきだった。目を奪われて以来、日が差すことのなかった暗闇に差し込んだ一筋の光だった。

　光にはぬくもりがあった。

　それは抱きしめてくれている腕の強さだった。

　傷つけるためじゃなく、包むために抱きしめてくれていると心から思えた。

　お返しがしたい、と思った。

　けれども、自分には何もないことに気付いた。

「アイ」

　つぶやいていた。

　彼女が何を言おうとしているのか分からず、クルスは首を傾かしげた。

「アイ、わたしの名前……」

　なぜ名を告げるのか、自分でも分からないままに、彼女は名前を教えていた。

「クルス、僕の名前はクルス」

　また、鐘が鳴った。

「クルス……、クルス……」

　アイは何度も繰くり返した。

　彼の名前をつぶやくたびに、胸に暖かい気持ちが満ちてきた。
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　ディアはダルダラのいるテラスに駆かけ上がっていた。

「ずいぶんと余よ裕ゆうだな」

　ディアが眼前に迫せまってもなお、ダルダラは椅い子すにふんぞりかえるのをやめてはいなかった。

「クルスは承知しねえかもしんねえが、てめえはブッ飛ばす！」

「小こ僧ぞう、面おも白しろい能力を持っているな」

　ダルダラは立ち上がった。それまで愛めでていた女をどうでもよいとばかりに放ほうり捨てると、爬は虫ちゆう類るいのような目がくりっと光る。

　新しい玩具おもちやを見つけた子供のように、爛らん々らんと目が輝いていた。

「その力、貰もらおうか！」

　ダルダラの上じよう腕わん左さ手しゆが光った。

　手の甲こうには宝珠オーブが黄金色に輝いていた。

「なっ!?」

「驚くな！　貴様もだろう!!」

　舞ぶ台たいから見ていたクルスが声を発した。

「ディアさん、気を付けて下さい！」

「面白いじゃねえか！　使ってみろよ、てめえの宝珠!!」

　ディアは一気にダルダラに迫った。

　身体からだを半はん身みにし、槍やりのように相手の懐ふところに攻せめ込む。

　守りを捨て、ひたすらに打だ撃げきを加える戦せん闘とう法は龍りゆう族ぞく必殺の打だ突とつ術だ。

　その一撃を、ダルダラは受け止めた。

　刹せつ那な、ディアは左手が軽くなったのを感じた。

　見ると、左の手首から先がなかった。

「なぁにぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　血は流れていなかった。

　手首から先が、見事なほどきれいに切り取られてしまっていたのだ。

　手首から先は、ダルダラの手にあった。

「クククククク……！」

　奪うばった手を弄もてあそぶ手で輝く宝珠が、黄金光をこぼしていた。

「これが、我が宝珠の力──〝亡もう者じやの手〟だ」

「くっ……！」

　ディアはうめいた。

　ごとん、と音がした。

　転がったのはダルダラの右手だった。

「なっ……！」

　ディアは息を吞のんだ。

　ダルダラは、自分で自分の手を斬きり落としたのだ。

　そこに奪ったディアの左手を移植する。

〝亡者の手〟には、奪ったものをつなげる力もあった。

　それでも、左手は左手である。

　ダルダラの肩かたから伸のびた上部双そう腕わんは左右とも左手ということになった。

　甲腕族にはもう一つ、胴どうからも両腕がのびているというのにそうしなかったのは──、
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「右手が左手！　さぞかし気味が悪かろう!!」

　ダルダラは相手の嫌けん悪おを愉たのしむかのように、口の端はしを吊つり上げた。

「るせえ！　ンなモンでびびるかよ!!」

　ディアは飛びかかった。

「小こ僧ぞうの力、試ためさせて貰おう！」

　ダルダラは奪った宝珠を輝かがやかせた。

　するとディアの足あし下もとにあった床ゆかが、ぱっくりと二つに割れた。

　喉のどがあり、舌があり、歯となった石いし畳だたみは、巨きよ大だいなワニの顎あぎととなった。

「うおおおおおおおおおおおおお！」

　そそりたつ壁かべが左右から襲おそいかかる圧あつ迫ぱくに、ディアは雄お叫たけびをあげた。

　跳とんで、間かん一いつ髪ぱつ、ワニの口が塞ふさがる寸前に宙へと脱だつ出しゆつする。

　ダルダラの幻げん視しは一いつ瞬しゆんで解けた。

　ワニの姿はバラバラに砕くだけて、石の残ざん骸がいとなった。

「なるほど、イメージを具現化する能力か」

　ダルダラは笑みを浮うかべると、指の腹で顎をさすり、つぶやく。

「能力的には子供だましに過ぎないが、使いようによっては最強の宝珠にも成りうるな」

「てめえにやったわけじゃねえ！」

「こんな使い方はどうだ？」

　ダルダラは右みぎ腕うでにある左手をかざした。

　赤色の光をまき散らし、無数のコウモリが飛び立った。

「なにっ!?」

　それは流星のように飛び散り、手当たり次し第だいに爆ばく発はつした。

　広場は爆ばく煙えんに包まれ、誰だれも見えない状態となった。

「あああああああああ……！」

　煙けむりも晴れぬうちから、男たちの悲鳴が聞こえてきた。

　それは衛兵たちの声だった。

「なるほど、コウモリに爆ばく弾だんなどと有りもしないものをつなげることも出来るのか」

　ほう、と感心するようにダルダラはつぶやいた。

　部下たちの絶ぜつ叫きようを耳にしてもなお、ダルダラの興味は手に入れた宝珠オーブから動かなかった。

　同じ玩具おもちやなら、新しいものに目移りをするのは当然のことだった。

「おおおおおッ……!!」

　ディアも血だらけの肩を押さえていた。

　左ひだり腕うでの肩から先がなくなっていた。

　蝙蝠こうもり爆弾によって、ディアは左腕をまるごと喪うしなってしまったのだ。

「うっ……ううっ！　うううううっ！」

　身体からだが引き裂さかれるような痛みに、ディアは歯を食いしばった。

　負けるわけにはいかない。負けるわけにはいかなかった。

「実に興味深い宝珠だ。研究のしがいがある」

　ダルダラの目には、部下の命のことなどない。

　ディアはそれが許せなかった。

「てめえの部下だろう！」

「人族の命など、せいぜい派は手でに散るがいいわ！」

　ダルダラは幻視した。

　出現したのは津つ波なみだった。

　海でもない場所に現れた水のかたまりは、一瞬ですべてを押し流してしまった。






















「……ん、んん」

　寒気がして、クルスは目覚めた。

　暗くら闇やみに目が慣れない。じとっとした湿しつ気けと、饐すえた臭においが鼻をついた。

　濡ぬれた服が、肌はだにぺとりと張り付いて居心地ここちが悪い。

　両手には手て錠じようがはめられていた。薄うす明かりの中、錆さびた鉄格こう子しが見える。

「……牢ろう獄ごく？」

　確かめるようにつぶやく。すると、

「やっと起きたのかよ」

「無事だったようだな」

　すぐに二人の声が返ってきた。

「ディアさん！　スカーレットさん！」

　クルスは、声のするほうに駆かけ寄った。

　牢の中は教室ひとつぐらいの大きさがあった。

「大だい丈じよう夫ぶだったんですね！　ダルダラが蝙蝠を飛ばしたあたりから何がなんだか分からなくなって、爆発したと思ったら、津波が襲おそってきて……」

　心配で心配でたまらなかったのか、クルスはまくしたてるように喋しやべり出した。

「悪わりぃなあ、オレが宝珠を奪うばわれたせいで」

　たはははは、とディアは笑う。

「ご無事で本当によかったです」

　いつも通りの能天気な声を聞けて、クルスはホッとした。

「ホントにもう、心配したんですよぉ。まった……────っ!?」

　近づいて、クルスはディアの様子がおかしいことに気付いた。

　左ひだり腕うでが、ない。

　肩かたから先が、なくなっていたのだ。

「…………………………………………」

　告げてよい言葉が見つからず、クルスはおろおろとなった。

「あ、あの……」

「このぐらい、たいしたことねえよ」

　言って、ディアは声を震ふるわせた。

　ディアが目一いつ杯ぱい強がっていることは、声の調子で分かった。

「これはオレの不覚だ。負けたのは誰のせいでもねえ」

「でも！」

「許せねえのは、自分てめえの部下や、人の目ん玉引っこ抜ぬいて喜びやがった奴だ。アイツは最悪だ。ブッ飛ばさねえと、気が済まねえ……！」

「はい！」

「二人とも、いきり立つのはいいが、あまりうるさくすると、この子が起きてしまうぞ」

　と、スカーレットは隅すみのほうを視線でさした。

　長い髪かみをした少女が眠ねむっている。

　毛布代わりにかけてあるマントで、アイだと分かった。

　うつぶせにしてあるのは、つまり見てしまったということだろう。

　彼女の顔を。

「………………」

　クルスは、言葉が出てこなかった。

　すると、スカーレットがこんなことを言い出した。

「そういえば、我ら三人、まともに自己紹しよう介かいもしておらぬな。どうだ、ここで夢の話でもしてみぬか？」

「夢？」

「目指すものがあるから旅をしておるのだろう？」

　スカーレットは人差し指をくるりと回して見せた。

「誰だれからにします？」

「そりゃあ」「もちろんリーダーからに決まっておる」

「まだ続いてたんですか！　盗とう賊ぞく団!!」

　がーん、とクルスは目の前を暗くした。

　クルスは諦あきらめたように息をつき、気をとりなおして、話を始めた。

「僕の目標は、まず左手の呪のろいを解くことですね。宝珠オーブを使えるようにならないと、霊れい都とにたどりついても神さまを目覚めさせることはできませんから……」

「神とは、あの神を蘇よみがえらせるのか？」スカーレットが訊たずねた。

「僕の宝珠にはその力があるそうです」

「ほう、たいしたものだな」

「…………何の因果か、今は賞金首ですけど」

　ずーん、とクルスは暗い顔をした。

「それはすまぬことをしたな…………」

「でも、これはこれでいいと思えるようになりました」

「む？」

　思わぬ言葉が飛び出したので、スカーレットは首を傾かしげた。

「教会暮らしが長かったせいか、僕、世の中のこと、よく知らなかったみたいです」

　胸にかけた十じゆう字じ架かに手をやり、それを見つめながら、クルスは続けた。

「僕、ダルダラのことを尊敬していました。でも、違ちがっていました。いい人でも悪いことをするし、悪い人でもいいことをするんですね」

　言って、ディアを見た。

「オレは善人だって言ってるだろーが！」

「はい、ディアさんはいい人です。でも、それが分かってもらえないこともあります」

「賞金首とかな」

「はい、そんなの関係ないです。たとえ罪人として追われることになっても、神さまはキチンと見ていて下さいます」

「よく言った！　それでこそ、オレたちのリーダーだぜ!!」

「だから僕はリーダーじゃありませんっ！」

　クルスは両手を振ふって否定した。

　あはははは、とスカーレットが笑い、

「ディア、そういうおぬしの夢はどうなのだ？」

「元の姿に戻もどりたいんですよね、ディアさんは」

　ああ、とディアは拳こぶしを力強く握にぎりしめ、

「オレには強くならねえといけない理由があるからな」

「どうするんです、強くなって？」

「この手で、兄貴をブッ殺す!!」

「殺す!?」

　クルスは耳を疑った。

「そうだよ、ギタギタのメタメタにブッ殺すんだよ」

「なっ……！　なんなんですかそれは!?」

　クルスはいきり立った。

「いいだろ、なんだって」

「お兄さんを殺すなんて、僕が許しませんっ！」

「いろいろあんだよ、家庭の事情だ」

「善人じゃなかったんですか!?」

「はっはっはっ、まあ、目標であることに間違いはないな」スカーレットは笑った。

「いいんですかっ!?」クルスは笑えなかった。

「で、お前の夢はなんなんだよ、スカーレット」ディアが言葉を向けた。

「私か？　フフ、どうも私の捜さがし物が一番いいかげんな代しろ物ものみたいだな」

「何を、捜しているんです？」

「色々とあるが、まあ、強しいて言うなら、私の物語を綴つづってくれる作家といったところかのう。自分で書いてみてもよいが」

「作家？」

　クルスはきょとんとし、

「城にいれば、詩だろうと歌だろうと、いくらでも書いてくれるヤツがいただろうに」

　ディアは首を傾げた。

「惚ほれた腫はれたの話で歴史に名を残そうとは思わぬ」

「歴史、ですか」

「クルス、おぬしは不老不死の錬れん金きん術じゆつを信じるか？」

「いいえ」

　うむ、とスカーレットはうなずき、

「人の命はたかだか一〇〇年だが、物語は永遠不ふ滅めつだ。私はどんな英えい傑けつも成し遂とげたことのないような旅をして、冒ぼう険けん者として名を残したい」

「す、凄すごいですね……」

　図はからずも、クルスは感動してしまった。

「そうか？　ならばおぬし、私の小説を書いてはみぬか？」

「いえ……それはちょっと……」

　腰こしが引けるクルスであった。

　するとディアは、拳をぎゅっと握りしめ、

「お前が永遠なら、オレは力だ！　どんな奴やつにも負けねえ力を手に入れてやる。面おも白しろおかしく生きるのはその次だ。なんたって力がねえと、何も守れないからな！」

　クルスは畳たたんだ膝ひざに手のひらをのせ、

「僕はこの世界をのどかなところにしたいです。使命は大変ですけれど、それが育ててくれた人への恩返しだと思いますから」

「のどかなところかよ！」

　ディアは吹ふき出した。

「い、いけませんか!?」

　クルスは顔を赤くした。

「いくらなんでもそりゃ無理だろ」

「……馬ば鹿かにしてるんですか？」

「お前らしいなって思ってよ」

「やっぱり馬鹿にしてるんですねっ」

「誉ほめてんだよ」

　フフッ、とスカーレットが笑った。

「我ら三人、似ておるな」

「似てるかあ？」

　ディアは首を傾かしげた。

「みんな、子供じみたものを捜しておるではないか。私は永遠、おぬしは強さ、クルスは世界平和といったところかの？」

「僕はやります！　無理じゃありません！」

「迷いもなく出来ると思っておるところが、子供じみておるのだ」

「うっ……」

「だが、それがいい」

　言って、スカーレットは母のような笑えみを浮うかべた。

「ありもしないものを求める旅だ。それぐらいの無む謀ぼうさがいいというものだ」

　ガリッ……。

　鉄で出来た手て錠じようが石にこすれる音がした。

「ご、ごめんなさい……」

　三人が注意を向けたのがいけなかったのか、アイはひどく怯おびえた声をした。

「起きたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「……クルス……くん？」

　クルスの声を聞いた途と端たん、アイは安心したように頰ほおを緩ゆるませた。

「よかった。みなさん、生きてらして……」

　言いかけたところで、アイは表情を硬かたくした。

　広場での戦いを思い出したのか、申し訳なさそうに息をつまらせたのだ。

「ごめんなさい、わたし……、みなさんを巻き込んでしまって……」

「謝ることねえさ、悪いのはダルダラだ」

「わたしが原因であることに変わりはありません……」

　言って、アイは口をつぐんだ。

　苦しげに眉まゆの根をきゅっと引き寄せ、下を向く。

　罪の意識にさいなまれているのだ。

「まいったなぁ」

　ディアは困った顔をして、頭をわしゃわしゃと搔かいた。

　こういうしんみりとした空気は、苦手だった。

「ごめんなさい……」

「いや、お前のせいじゃなくて」

「あ……、ごめんなさい……」

「……ホント、まいったな」

　やれやれ、とディアは天てん井じようを見上げた。

「そうだ、お前の夢ってなんだよ」

「夢？」

「やりたいことだよ。オレたち、夢の話をしてたところなんだ」

　にこっと、ディアは笑ってみせた。

　アイはきょとんとした顔をして、しばし考えてみたが、困ったように首を振ふった。

「……わかりません」

「自由になりたいとか、金が欲しいとかあるだろ」

　そのどちらにも、アイは首を縦には振らない。

「でも、なんかあるだろ」

　しばしアイは考えて、ぽつりとつぶやいた。

「……誰だれもいないところに、行きたいです」

「そりゃ、ずいぶんと重い夢だな……」

　クルスが耳を引っ張った。

（ディアさん、茶ちや化かさないで下さいよ）

（オレはこういうしんみりした空気が苦手なんだってばよ）

　二人では荷が重すぎると思ったのか、スカーレットが話しかけた。

「そこまで思い詰つめることもあるまい。少しは他人のせいにしたほうが、気楽に生きられるというものだぞ」

　アイは下を向くと、何度も首を振った。

「これまで、いろんな人に迷めい惑わくをかけてきました。これからもそうです」

「私らに話せるようなことか？」

　アイは目を伏ふせた。

　少し考えて、ゆっくりとうなずく。

　自分の中からこみ上げてくる感情に恐おそれを抱いだくように、アイは頭の左右についた猫ねこのような耳をしゅんと収めて、話を始めた。

「……ヨツンヘルムが滅ほろぼされた時、バァはわたしを連れて、森の奥に逃にげ込みました」

「ふむ。ダルダラのような輩やからがおるからのう」

「森の近くには村がありましたが、村の人たちは優やさしく接してくれました」

「一いつ緒しよには住まなかったのか」

「はい、迷惑をかけたくなかったので、わたしたちは必要な時だけ村に降りるようにしていました。けれど、バァが身体からだを悪くして、二人だけでは暮らせなくなりました。それで村で暮らすことにしました。のどかで、穏やかで、幸せな日々でした。……そこに」

「連中がやってきたのだな」

　こくり、とアイはうなずいた。

「村は跡あと形かたもなく焼き滅ぼされました」

　言って、アイは口をつぐんでしまった。

　その時のことを思い出しているのか、悲しげに歯を食いしばり、

「だから……、もう……、誰かが傷付くのは……」

　言葉を続けることも耐たえられなくなり、アイはうつむいてしまった。

　寂さびしげに揺ゆれる彼女の肩かたを見て、クルスはいたたまれない気持ちになった。

（彼女は一〇年もこんな思いを続けてきたんだ……）

　可哀かわい想そうという気持ちは当然生まれていたが、それを口にするのはよくない気がした。

　ほんのちょっと話を聞いたぐらいで、彼女のつらさを分かった気分になるのは、とても傲ごう慢まんなことだと、クルスは思ったのだ。

（彼女のために、僕は何が出来るだろう……）

　すると、横合いからディアが言い放った。

「それならそれで霊れい都とに連れてってやるさ。どうせ行き先は一緒なんだしな」

「ディアさん！」

　クルスが人差し指を立てて、しーっ、と言った。

　見ると、アイは顔をこわばらせていた。

「クルスくんも……、霊都を捜さがしているのですか？」

　誰と重ね合わせているのか、おそるおそると訊たずねる声は震ふるえていた。

　クルスは笑顔で答えた。

「ううん、捜してないよ」

「おい、クルス！」

　ディアは声をあげた。

　クルスはディアを振り返り、小さく首を横に振ると、アイに向き直った。

「僕たちはただ旅をしているだけなんだ。だから何も危害を加えたりしないから、安心して」

「……………………」

　アイは胸に手をあて、泣いてるような笑ってるような顔をした。

「ありがとう……、ございます……」

　へへっ、とディアが笑った。

「じゃ、このまま脱だつ出しゆつだな」

「いえっ、そういうわけにはまいりません」

　申し訳なさそうに、アイは首を振った。

「どうして!?」クルスは声をあげた。

「バァが閉じこめられています」

「ダルダラに？」

「わたしが逃げれば、きっと殺されてしまいます」

　言って、アイは両手に顔をうずめた。

　涙なみだは出なくとも、嗚お咽えつはこみ上げてくるのだろう、肩が小刻みに震えていた。

（どうすれば……）

　クルスは途と方ほうにくれた。

「気にすんなよ。オレたちとっくにお尋たずね者なんだからさ。な、クルス」

「えっ」

　ディアに肩を叩たたかれ、クルスはハッと目を輝かがやかせた。

「そうです！　僕たち賞金首なんです。盗とう賊ぞく団とか結成しちゃってるぐらいなんです。それはそれはもうすっごい悪党なんですから、遠えん慮りよすることないです！」

　ぷっ。

　ディアとスカーレットが、くすくすと吹ふき出していた。

　クルスは顔を真っ赤にして、

「何がおかしいんですかっ！」

　アイはきょとんとなった。

「クルスくんが……悪党？」

　想像が付かないのか、気の抜ぬけた顔をする。

「クルスの言う通りだ。我ら三人。それぞれの理由で親切の押し売りをしておってな。おぬしさえ構わぬなら、バァを救わせて欲しいのだ」

「でも、いいんですか？」

「かまわないよ」クルスは言った。

「わたしと関かかわると不幸になります」

「僕だってそうだよ」

　クルスは胸に手を当てた。

「僕だってブレスの呪のろいを受けている。周りの人に迷めい惑わくばかりかけてるんだ。もしかしたら、今回の騒さわぎだって僕がこの街に来たせいかもしれない」

「違ちがいます！　クルスくんのせいじゃありません！」

「だったら君のせいでもないよ」

　クルスが言い、ディアが言葉を継ついだ。

「そうだ、悪わりぃヤツが反省しねえからって、お前らが反省するこたぁねえんだ」

「つらいんです、わたしのせいでいろんな人が傷ついていくのが…………」

　アイは唇くちびるを嚙かんだ。

　こみ上げてくる思いをこらえきれないのか、声にならない声を漏もらし、堰せきを切る。

「だったら、一人のほうがいいです、目だっていりません。みなさんを傷つけてまで……」

　あふれ出した言葉は、たちまちアイを吞のみ込んでいった。

　彼女は涙なく泣いた。クルスの眼めには彼女の肩が今にも崩くずれそうなほど小さく見えた。

「君が悪いんじゃない！」

　たまらず、クルスは叫さけんでいた。

　正直なところ、彼女の言っていることがすべて本当でもよかった。

　彼女を助けようとすれば様々な難事に巻き込まれるとしても、ぜんぜん構わなかった。

　なぜ、そう思えるのか。自分自身にも説明は付かなかったけれど、胸からあふれ出る気持ちのままにクルスは言葉を絞しぼり出していた。

「約束したんだ。あんな状じよう況きようだったから君は憶おぼえてないかもしれないけれど、僕は君を守るって誓ちかったんだ。頼たよりないかもしれないけど、君は一人じゃないよ。だから、泣かないで」

　言って、クルスはアイの手を握にぎった。

　アイの唇が、何か言いたそうにわなないた。

　かまわずクルスは、握りしめる手を離さなかった。

　すると、アイの顔はゆっくりと、ほのかな笑えみを浮うかべた。

「憶えています、クルスくん。守るって言ってくれたの。とても嬉うれしかった」

　クルスはそれだけで赤面した。彼女の笑顔からこぼれる言葉に心臓が高鳴り始めていた。照てれくさくて頭をかき、息がかかるほどの距離にいる自分に気付いた。

　手を離はなして、目をそらし、励はげますように言葉を続けた。

「それにさ、誰だれも迷惑だなんて思ってないよ」

「でも」

「ちょっぴりとでも思ってたら、みんな、こんな懸けん命めいになって、君を説得したりしないよ」

「…………お前の懸命ぶりには何かあるんじゃないかとオレは睨にらんでいるがな」

「だからディアさん、こういう時に茶ちや化かさないで下さいってば！」

　スカーレットが場をつないだ。

「生きておれば肉も食うし薪まきも焚たく。誰にも迷惑をかけずに生きている人間なぞおらん。自分は完全無欠だと思っている人間こそ、私は恐おそろしいと思うぞ。だからアイ、おぬしは普ふ通つうだ」

「…………わたし、」

「それにさ、故郷に戻もどれば仲間にも会えるよ」

　励はげますようにクルスが言った。

「でも、ヨツンヘルムはもう……」

「でも、アイは生きてたんだよね？」

　クルスはアイの言葉を裏返しにして、にこりと笑った。

「絶対、生き残ってる人がいるよ」

「……………………ぁ」

　想像したのか、アイの表情がみるみる明るくなっていった。

　クルスはそれだけで嬉しくなった。

　彼女が笑顔になるだけで、心の中に優やさしい気持ちが溢あふれてきた。

「ね、一いつ緒しよに行こうよ」

「はい」

　こくりと、アイはうなずいた。

「お願いします。バァを助けて下さい」

「決まったな」

　満足げに、ディアはうなずいた。

「でも、どうやって脱だつ出しゆつしましょう？　実際、僕たちは閉じこめられているわけですし」

　困った顔をして、クルスは肩かたを落とした。

　バキッ……！

　ディアは両りよう脚あしを縛しばっていた足あし錠じようをあっさりと千切っていた。

「別に、オレはてめえらが捕つかまったから降こう伏ふくしただけだしな」

「そうなんですかっ!?」

　同じくスカーレットも、手錠から手を抜ぬいていた。

「私は地下牢ろうというものに入ってみたかっただけだ。まあ、もうしばらく楽しむつもりであったが、リーダーがそう言うのであれば、暴れるしかあるまい」

「なあ」「のう」

　二人はお互たがいの顔を見合わせて、フフフフフ。

　たらりと一筋、クルスの頰ほおを、嫌いやな汗あせが流れ落ちていった。

「怖こわい……。なんか怖い……」

　横からアイが顔を覗のぞかせて、訊たずねた。

「リーダー？」

「違ちがうから！　僕は違うから!!」

　すると、だ。

「こら！　何をしている！」

　見回りにやってきた衛兵が、こちらの様子に気付いたのだ。

　二人組の衛兵は、手錠を外したクルスたちを見て、驚おどろき、牢の中に入ってきた。

　片方は隻せき腕わんの少年だと、舐なめてかかっていたのだろう。

　ましてや、足には数万クラム（一キロ[image: ]一〇〇〇クラム）の鉄球が課せられているのである。

「おとなしくしろ！　でないと痛い目に……！」

「鉄球の鎖くさりを外す時間ぐらいくれよ。でないと……」

　ディアの足が、綺き麗れいな円を描えがくように軽やかに一いつ閃せんした。

　すたん、と足は床ゆかを叩たたき、足の軌き跡せきを数万クラムの鉄球が追った。

　衛兵の顔面に、命中。

　前歯の何本かを道連れに、衛兵は気絶した。

「悪りぃな、急せかすからだぜ」

「よくもっ！」

　もう一人の男が剣けんを抜いた。

「おぬしの相手は私だ」

　と、スカーレットの声がした時には、男はもう、くるりと投げ飛ばされていた。

　瞬しゆん殺さつ、みたいなものだった。

「やれやれ、準備運動にもならぬな」

　肩をすくめたスカーレットは、アイにも付いてくるよう、うながした。

　アイはびっくりして、錠でつながれた両手をふるふると振ふって拒きよ絶ぜつした。

「足手まといになってしまいます」

　ちん……、と。

　スカーレットはアイの手錠を、倒たおした衛兵の制服にあったナイフで両断した。

「バァを助けに行って、おぬしが人質にされては元も子もない」

　アイの返事も聞かず、スカーレットはそのナイフをクルスに渡わたした。

「いりません！」クルスは両手を突きだした。

「神に仕える者は武器を持つことを禁じられているんです」

　しかし、スカーレットはナイフを押しつけた。

「使うか使わぬかはおぬしにまかす。おぬしがアイを守るのだ」

「……………………！」

　クルスは手のひらの刃は物ものを見た。

　初めて手にする武器だった。

　ごくり、と息を吞のみ込む音が聞こえた。

　スカーレットが手を離はなしても、クルスはナイフを手放さなかった。

「……くん！　クルスくん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　気付くと、アイがクルスの顔をのぞき込むような仕草をしていた。

　心配そうな顔をして、クルスを見上げている。

　励はげますように、アイはクルスの腕うでをつかんでいた。

「だっ、大丈夫だよ！　大丈夫だから!!」

　びっくりして、クルスは腕を離した。

　わけもなくドキドキして、あわてて上を向いた。

（これじゃ、どっちが励まされてるか分からないよ……！）

　コツン、と自分の頭に活を入れて、手のひらを広げる。

　じんわりと、アイの体温が残っていた。

（なんて、柔やわらかい…………）

　少しためらいながら、アイの横顔をのぞき込んだ。

　雪解けの水に濡ぬれて光っているかのような、黒く長い睫まつ毛げ。

　鼻筋はすうっと通っており、唇くちびるはほんのりと薄うす紅色をしている。

　面おも差ざしは百合ゆりのように美しく、どこかはかないものを秘ひめているようにも見えた。

　見つめているだけで、クルスは胸の中が甘いもので満たされていく気がした。

「クルスくん」

「なに？」

「わたし、目なんか戻もどらなくてもいいって言いましたけど……、やめにします」

　言って、アイは下を向いた。

　両手の指を絡からめ合わせながら、つぶやくように、一言。

「わたし、クルスくんの顔が見たい、です」

　クルスはもう、何と返事をしてよいのか分からなくなった……。

　隣となりで、ぼそりとつぶやく男が一人。

「……びみょーにムカつく空気だな」

「妬やくな妬くな」

　言って、スカーレットは歩きだした。

「衛兵をのしたのはよいが、ダルダラの居場所を聞いてからにすればよかったのう」

　と、獄ごく中ちゆうで伸のびている兵士たちを見やる。

「はは、違ちがいねえ」

「まずは適当なのを締しめ上げて、居場所を聞き出さねばな」

「ならば俺がいいだろう」

　と、聞き覚えのある声がした。

「おぬし……！」

　上の階へと続く階段の前に、スカーレットにとっては見覚えのある剣士が立っていた。

　広場で剣を交えた下げ劣れつな男である。素すっ裸ぱだかにしてやった。

「どうして、ここに？」

「剣を持つ身であれば、汚お名めいをすすがんとする思いを分かってくれると思ったが」

「なるほど」

　スカーレットはうなずいて、クルスたちをうながした。

「おぬしたちは先に行け。どうやらこの男は私がお望みのようだ」

「でも」

「安心しろ、私は不死身だ」

「なに気の早いことを言ってるんですか！　それは本になってからの話でしょう！」

「私が負ける戦いをすると思うか？」

「行くぜ、クルス」

　ディアは分かっていた。

「無む茶ちやをしないで下さいね！」

　クルスとアイも後を追い、スカーレットたちの横を通り抜ぬけ、階段を駆かけ上がっていった。

「無茶か……、フフ」

　スカーレットはしてやられたような笑えみを浮うかべる。

　男は清すが々すがしい顔をして、彼女の前に立った。

「我が名はベトライル。正々堂々と剣けんの勝負を所望する」

「よかろう」

　と、腰こしの刀に手をかけようとした、その時だ。

　いきなり背後から、剣気を感じた。

「でぃやああああああああああ！」

　振ふり向くと、薄うす闇やみを切り裂さくような銀光が一いつ閃せん。

「ぬっ！」
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　鼻の先すれすれのところを剣がかすめ飛んだ。

　自じ慢まんの赤毛が何本か持っていかれる。

　剣をふるったのは、ベトライルとは似ても似つかぬ純じゆん朴ぼくそうな青年であった。

　スカーレットはとっさに刀を抜いて、青年の剣を跳はね上げた。

　青年は剣を飛ばされまいと後ずさる。

　ベトライル、スカーレット、青年、の間にはそれぞれ剣一いつ閃せんぶんの間合いが生まれた。

「ちっ」

　不意打ちの失敗に、ベトライルは舌打ちをした。

　一寸ちよつと前の清せい廉れんさとは似ても似つかぬ態度の違いに、スカーレットは笑うしかなかった。

「たいした芝しば居いだな、これがおぬしの言う正々堂々か」

「勝負など、勝てばよいのだ！」

「それがおぬしの生き様か！」

　ならば、と、スカーレットは刀を収めると、柄つかと鞘さやから両手を離してしまった。

「それならば、私は刀を抜かずに相手をしてやろう」

　ベトライルは侮ぶ辱じよくと受け取った。

「噓うそをつけ！」

「戦ってみれば分かること。どこからでもかかってくるがいい。二人同時でもかまわぬぞ」

　挑ちよう発はつするように、スカーレットは彼女らしくも高慢な笑みを浮かべた。

「望み通りにしてくれるわ！」

　ベトライルと青年剣士が打ち掛かかった。

　しかし、踏ふみ込みは青年剣士が速かった。

　スカーレットは刀を抜かない。

　彼女は半身だけ振り返り、剣の軌き道どうを読むと、身を落とす。

　相手が飛びこんでくるや、全身をバネのように跳ねあがらせて、肘ひじ打ちをくらわせた。

「うごぅ！」

　痛みで、青年は四し肢しの力を失った。

　スカーレットは青年の伸のびきった手をつかみ、背負い投げにした。

　投げ飛ばされた青年の身体からだは、そのままベトライルに踏み込ませぬための間合いとなった。

　手首は彼女のブーツが踏みつけた。

　悲鳴がして、青年の手から剣が落ちる。手首を踏みつけた足が剣を遠くに蹴けり飛ばす。

　それでもまだ、スカーレットは刀を抜いてはいなかった。

「卑ひ怯きような男め……！」

　ベトライルを見つめるスカーレットの目には怒いかりの炎ほのおがあった。

「二人同時に掛かれば、私を仕留めることも出来たろうに、刺さし違ちがえるのが怖こわくて部下だけを先に踏み込ませたか！」

「うっ……うるさいッ！」

　ベトライルは剣けんを振ふり上げ、叫んだ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　スカーレットは刀の柄に手をかけた。

「抜ぬかぬと抜かしたのは誰だれだ！」

「抜き終わってはおらぬ！」

　スカーレットは柄の先で、ベトライルの手の甲こうを突ついた。

　痺しびれて、ベトライルの手から剣がこぼれ落ちる。

　涼すずやかな音がして、刀は黒こく檀たんの鞘に戻もどった。

「なっ……！」

「剣には心が現れる。抜かずと言ったところで、疑い深き者は抜かずの剣を目にして、抜ばつ刀とうをためらう。──まこと剣の道は人の道たるか」

　言って、スカーレットは背を向けた。

　しめた、とベトライルは剣を取った。

「馬ば鹿かめ！　背中がガラ空きだぞ!!」

「──つくづく予想通りの男だな」

　振ふり向くのが先か、刀が抜かれたのが先か──。

　ごすっ……。

　音がして、スカーレットの刀はベトライルの頭ず蓋がい骨こつに命中した。

　抜刀はしていない。刀を収めた鞘ごと、彼の頭頂に叩たたきつけたのだった。

　ベトライルは脳しんとうを起こし、ふらふらと尻しり餅もちをついてしまった。

「……………………」

　スカーレットはもはや告げるべき言葉もないといった目をして、鞘を収めた。

「殺せ！　一度ならず二度までも！　おめおめと生き恥はじをさらして生きてはおれん！」

「ほう、おぬしの口から生き恥とは、珍めずらしい言葉もあるものだな」

「黙だまれ！　さっさと殺せ！」

「残念ながら、私は殺さん」

「情けをかけたつもりか！」

「たいした値ね踏ぶみだな。自分にそれほどの価値があると思ったか」

「ならば、なぜ殺さぬ!!」

「殺しては、せっかくおぬしの魂たましいに刻んだ私の名を広めてもらえぬだろう？」

「名前だと？」

「私の名はスカーレット。二つ名は……、そうだな、薔ば薇らの騎き士し、不死身の剣士、暁あかつきの彗すい星せい、なんとでも付けるがいい」

「誰が、そんな気取った名など付けてやるものか！　薄うす汚ぎたない名を付けて、せいぜい貴様の悪名をひろげてやる!!」

「そうだ。舌が涸かれるまで言いふらすがいい！　世界の果てまで響ひびき渡わたるほど、私の名前を知らしめるのだ。ははははははははははははははははははははははははははははははははは！」

　マントを高々と翻ひるがえして、スカーレットは去っていった。

「く[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　消えゆく彼女の後ろ姿を見ながら、ベトライルは悔くやしさに拳こぶしを何度も何度も叩きつけた。
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　海はキラキラと輝かがやいていた。

　どこへつながるともしれない道を走りながら、クルスはつぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶかな……」

「スカーレットのことか？」

「いえ、相手のことです」

「よくて半殺しだろうな……」

　ディアは目を半分にして、ボロボロにされているであろう相手の境きよう遇ぐうを思った。

　今、三人が走っているのは、水色に光り輝く海を望む廊ろう下かであった。

　頂点で輝く太陽はまぶしく、海の色は淡あわい。おそらくは南洋であろう。

　海上にせり出した、ダルダラ宮きゆう殿でんの五方に延びた「葉」の部分である楼ろう閣かくは、まるで珊さん瑚ご礁しようで出来た小さな島であった。

「まったく噂うわさ通りとはな」

　消失した宮殿の半分は、分断された世界のそこかしこに転移していた。

　実際、ここに来るまでにディアたちは砂さ漠ばくと氷山を目まの当たりにしてきた。

　いま走っているのは、楼閣の縁ふちをぐるりと外周する廊下だ。

　右手には息を吞のむような鮮あざやかな海が広がっている。

　これまでの景色とのあまりの落差に、別の星に飛び出してしまったような錯さつ覚かくすら覚えた。

　しかし、水平線の彼方かなたには神をはりつけにした十じゆう字じ架かが見える。

　ここは分断された世界のどこかなのだ……。

「宮殿の中でぐるぐると旅行を続けてる場合じゃないんだが……」

　ダルダラの居場所を突つき止めようにも、出くわすのは女官ばかりだった。

　ディアたちの姿を目にした途と端たんに、彼女たちは蜘蛛くもの子のように逃にげ出してしまい、ひっつかまえても、許して下さいの一点張りだ。

「大丈夫か？　この宮殿、兵士がいないにもほどがあるだろ」

「ダルダラ様に警護など必要なものか」

　声がした。

「どこだ！」

　ディアはとっさに声の方角を見た。

　天てん井じように人が生えていた。

　ほぼ天頂から差し込む太陽のせいで、影かげとなった天井から、男の上半身だけが飛びだしていたのだ。

「影使いっ!?」

　ディアはその男に見覚えがあった。

　額にくっきりと残っている、どんぶりの激げき突とつ痕あと……。

「てめーは、広場で失神した……！」

「言うな──────────っ！」

　ディアの一いち撃げきで舞ぶ台たいから転げ落ちた男、エルヴであった。

「借りを返しに来たぞ！」

　ニヤリと笑うエルヴの手には、すでに点火された導火線の爆ばく弾だんが──。

「やばい！　逃げろ！」

　ディアはクルスとアイを突き飛ばした。

　エルヴが投げた爆弾が、炸さく裂れつした。

　衝しよう撃げきは床ゆかを粉ふん砕さいし、逃げ遅おくれたディアを吞み込んだ。

　ディアの姿は抜ぬけた床に落ち、すぐに見えなくなった。

「ディアさ────────ん！」

　クルスの叫さけびは届かない。

　なぜならば、紋もん様ようから抜け出したエルヴが二人の前に立ちはだかったからだ。

「戦う気か……？」

　子供をからかうように、エルヴは口の端はしを歪ゆがめた。

　見えてはいないが、アイには彼が処しよ刑けい台の上で対していた男だと分かっていた。

　知れずと全身に怖おぞ気けが走り、小さな手がクルスの袖そでをきゅっとつかんだ。

「下がってて……」

　右手を動かして、クルスはアイを後ろに追いやった。

　その手が無意識のうちにベルトに挟はさんだナイフをつかんでいた。

　手にしただけで、全身に恐怖が走った。手のひらが汗あせばむ。

　スカーレットが教えてくれた言葉を、クルスは心の中に思い浮うかべた。

　──策や技術に頼たよろうと思うな。素人しろうとは素人だ、人生のすべてをこのような道具と過ごしている類たぐいを出し抜けるものではない。

　──なら、どうして、ナイフを僕に？

　──人殺しは理り屈くつではない。ナイフは意思を持たぬが、それを持つ人間には恐きよう怖ふや迷いがある。それは修行を積んだ者とて同じだ。

　──素人が玄人くろうとに勝つ方法は一つ、何も考えず刃はと一つになるしかない。

（なるしかない！）

　思い出すだけで、クルスは全身が総毛立ってきた。

（何も考えない、何も考えない、何も考えない──ッ！）

　喉のどが渇かわいてきた。呼吸も荒あらい。何をしているわけでもないのに動どう悸きが止まらなかった。

　エルヴの左手には、紫むらさき色いろの光を放つ宝珠オーブがある。

（この人も、宝珠使いオーブマスター……）

　影から自在に姿を顕あらわす能力も、宝珠の持てる能力なのだろう。

　クルスは己おのれの左手にある、ガラクタの宝珠を呪のろった。

（僕にも宝珠の力があれば、彼女を守ることだって…………！）

　悔くやしさだけが、胸にあった。

　エルヴが、ただ一歩前に出た。

「ッ！」

　それだけで、クルスは恐怖してしまいそうになった。

　だが、たじろぎはしない。アイをかばうように、前へ出た。

　恐怖はある。殺されることへの恐おそれはあるし、彼女を助けられない自分に対する怒いかりも、神徒としての誓ちかいを破ってしまうことへのためらいも、すべてある。

　しかし、逃げるわけにはいかないという決意には及およばない。

　エルヴがどれほどの強さをもっていても、自分がどれほど弱くても関係ない。

　たとえ死んでも、彼女を置いて逃げ出すわけにはいかないという覚かく悟ごには、すべてが無意味な言葉だった。

　──じりじりと、時間が過ぎた。

　ほんの一いつ瞬しゆんだったかもしれないし、そうでなかったかもしれない。

　エルヴは自分の影に瞳ひとみのカタチをした魔ま法ほう陣じんを作り出して、その中に消えた。

「ええっ……？」

　エルヴが何もせずに姿を消したことに、クルスは目を疑った。

　男が最後に見せた笑えみがなんなのか、クルスには分からなかった。

　分からないけれども、命は助かった。

　彼女も守れた。

　クルスは放心して、がっくりと膝ひざをついた。

「クルスくん！　大だい丈じよう夫ぶですか、クルスくん!!」
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　抜けた床の底は、きらめく黄金の泉であった。

「いてててて……」

　ディアが落ちたのは宝物庫だった。

　見えるかぎりの空間に、金銀宝石がまばゆいばかりに輝かがやいていた。

　宝箱の中身までぶちまければ、黄金色の海で泳ぐことすら出来るだろう。

「しかしまぁ、笑えるぐらいすげえな」

　呆あきれて、ディアは長いため息をついた。

　一生かかっても使い切れない黄金と、何の価値もないガラクタにどれほどの違ちがいがあるのか。

「ん？」

　ディアは、宝の海の一角に奇き妙みようなものを見つけた。

　美しく、輝けるものしか入室を許されないこの部屋には不釣つり合いな、赤錆さびた一刀である。

　見せかけだけかと拾いあげてみるが、見てくれ通りのボロさであった。

「戦う準備は出来たようだな！」

　声は、部屋の中央にある木製の十じゆう字じ架か像からした。

　いや、正確には十字架像の影かげが作る闇やみから発せられたものだった。

　闇はいくつもの渦うずが混ざり合い、その中央に瞳のような紋もん様ようを顕していた。

「勝負を始めるぞ、ディアァァァァァァァァァ！」

　エルヴが紋様から姿を現した。

　高く飛び、腰こしに隠かくした一刀を引き抜ぬいて、ディアに襲おそいかかる。

　カ────ン！

　甲かん高だかい音がして、剣けんと剣が交こう錯さくした。

「なんだ、その剣は！　もっとマシなものがいくらでもあったろう!!」

　カン！　カン！　カン！　カン！

　打ち合うたびに、ぼろぼろと剣にヒビが入り、破片がこぼれ落ちてゆく。

「話にならぬな！」

　あざ笑うかのような罵ば声せいを飛ばす。

　しかし、よく見ると、こぼれ落ちているのはサビの欠片かけらに過ぎなかった。

　剣そのものにはわずかな傷もついておらず、むしろサビが落ちて露あらわになった刀身からは、部屋中の財宝に負けぬほどの銀光が放たれ始めていた。

「面めん妖ような！」

　エルヴはディアの剣を跳はね上げた。

　ディアの目に、刀身に刻まれていた紋様が入った。

























「コイツは……！」

　記き憶おくは呪じゆ文もんを引きずり出した。

　ディアは刹せつ那なに口走った。

「Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｉｇイグｎｉｓニス!!」

　剣の刃はに炎ほのおが走った。

　巻かれたマントが広がるように、生まれた炎がふくれあがって炸さく裂れつした。

　ゴオオオオッ！

　耳をつんざく大音おん響きようとともに、炎が床ゆかを嘗なめ尽つくした。

　すさまじい高温が水分という水分を吹ふき飛ばし、板や柱や像を自ら弾はじけさせた。

　箱の中に閉じこめられていた財宝が雪崩なだれをうって散乱し、舞まい上がった火の粉は、紗しやのカーテンに燃え移り、たちまち壁かべ中に広がった。

「紋もん章しよう剣けんか！」

　むしろ愉ゆ快かいだと言わんばかりに、エルヴは声を高らかにした。

　──魔ま法ほうは真理言語ロゴスによって発動する。

　しかし、真理言語を使える人間など誰だれもいない。

　ゆえに、魔法をたしなむ者は、すべからく真理言語を呼び出す道具デバイスを持っていた。

　道具には、真理言語を呼び出す回路サーキツトが書き込まれていて、呪文スペルを唱えることで回路を作動させる。

　呼び出された真理言語は、時空間に干かん渉しようし、世界の記述コードを書き換かえる。

　それが魔法だ。

「貴様の剣とて道具デバイスの一つに過ぎん！　そして魔法が宝珠オーブに敵かなうことはない！」

「虚きよ勢せいを張りだしたら終わりだぜ！」

「我には影から影へと跳ちよう躍やくする宝珠がある！　どんな魔法が放たれようと、当たらねば済むこと！　むしろ貴様こそ、己おのが放った業ごう火かに焼き尽くされる心配をするのだな!!」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……………！

　もはや宝物庫は一つの溶よう鉱こう炉ろと化していた。

　勝者も敗者もなく、逃にげ遅おくれた者だけが焼き殺される──そんなデス・ゲームの舞ぶ台たいと成りはてていた……。

「それはどうかな！」

　ディアは呪文を口にした。

「Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｌｕルーｃｉｓキス!!」

　剣の刃に紫し電でんが走った。

　光の精せい霊れいが集まり、目もくらむほどの閃せん光こうが炸裂した。

「馬ば鹿か者がァ！　光で影かげを消せるとでも思ったか！」

　エルヴは、光で生じた自分の影に魔ま法ほう陣じんを作り出した。

「影は光が生むもの！　貴様の作り出した光が、我を自由にする!!」

　言って、エルヴは闇やみの中に生まれた瞳ひとみに身を躍おどらせた。

　彼の身体からだは魔法陣の中に消え、影も同時に消しよう滅めつした。

　剣は変わらず激げき烈れつな光を放ち続けていた。

　瞳の魔法陣はディアの背後、剣光によって生じたディアの影に出現した。

「これで終わりだな！」

「おまえがな！」

「なにっ！」

　エルヴが見たのは、ディアの背中ではなかった。

　剣は輝かがやき続けていた。

　しかし、それはディアの手にはなく、背後の床に突つき立てられていた。

　ディアは剣に背を向け、自らの正面に出来た影からエルヴが現れるのを悠ゆう然ぜんと待ちかまえていたのだ。

「まさか……、貴様……ッ！」

「出てくる場所が一つしかなけりゃ、馬鹿だって倒たおせるよなァ！」

「クッ……！」

　エルヴは再び魔法陣を呼び出して、その中に滑すべり込もうとした。

「遅おせえよ！」

　瞳の紋もん様ようが生じるよりも早く、ディアの拳こぶしがエルヴのどてっぱらに叩たたき込まれた。

「がはッ……！」

　鍛きたえ上げられた巨きよ体たいが宙を舞い、床を打つ。

　ディアは剣をひらりと返して、男の顔面に振ふり下ろした。

　絨じゆう毯たんを斬きる音がして──、剣がエルヴの耳そばに突き立てられたことが分かる。

　ニヤリと、ディアは最初に喰くらった笑えみを返してみせた。

「勝負アリ……だよな」

「………我の負け、だ」

「よし！」

　ディアは剣を収め、背を向けた。

「…………とどめを刺ささぬのか!?」

「勝負はついたんだ、それで十分だろ」

　背中を向けたまま、肩かたをすくめる。

「後ろから斬りつけるかもしれんぞ」

「しないさ」

「なぜ言い切れる」

「おっさん、クルスを殺さなかったじゃねえか」

「なっ……」

　エルヴは黙だまり込んだ。

「相手の寝ね首くびをかくようなヤツなら、先にクルスを仕留めていたさ」

「怒いかりはないのか！」

「オレとおっさんは立場が違ちがうだけだよ。恨うらみはねえ」

「命令されれば、貴様を討うちにいくぞ」

「そしたら、また戦うまでさ」

　じゃあな、と手をひらひらと振り、ディアが出て行こうとする。

「待て！」

「なんだよ」

　エルヴは一いつ瞬しゆん迷い、決心して言った。

「ダルダラ様のいる場所を捜しておるのだな？」






















　決断するしかない。

　エルヴに教えられた道を走っていたディアは、何を思ったか急に立ち止まった。

　合流し、後ろを走っていたクルスとアイに言う。

「ここからはオレ一人で行く」

「無む茶ちやです！」

　クルスが声をあげた。

「お前に何ができる？」

「そ、それは……」

　冷たい視線に、クルスはたじろいだ。

　けれど、忸じく怩じたる思いがあるのか、負けじと言い返す。

「……せめてスカーレットさんと合流してから！」

「ダメだ。待てば待つほどヤツが有利になる」

「でも……！」

「いいか、クルス。宝珠オーブの力ってのはな、誰だれのもたいして変わりがねえんだ。オレの〝幻げん視し〟が一なら、ヤツの〝亡もう者じやの手〟も一、どっちが強いってわけでもねえ。使い手の腕うで次し第だいだ。その宝珠が二つともヤツの手に落ちた。これがどういうことか分かるか？」

「ダルダラが二で……、ディアさんが〇」

「つまり二倍だな」

「いえ、ディアさんは〇ですから、無限大倍です」

　むっ……、とディアは言葉につまった。

「うっせえな！　今はそこにツッコミを入れてる場合じゃねえだろ！」

「そ、そうでした……」

「ヤツはその一を一〇にも出来る宝珠使いオーブマスターだ。見たろ？　たったの三発でヤツは津つ波なみを起こすまでの幻視を転写しやがった。時間を与あたえれば与えるほど、ヤツは幻視を成長させる」

「何を焦あせっているんですか！」

「焦ってねえよ」

　すると、アイがゆっくりと割って入り、

「無理をしないで下さい、ディアさんに何かあったら、わたし……」

　アイは心配そうな顔をして、ディアを見上げた。

　彼女と視線を合わせると、ディアは胸の中が嵐あらしのように乱れる自分に気付いた。

　苦い記き憶おくが、胸のうちに蘇よみがえった。

　──霊れい眼がん族は目に見えぬモノを視み、耳に聞こえぬものを聴きく。

　──ゆえに偽いつわりは届かず、賢さかしさも通じない。水のように純じゆん粋すいな一族。

　初めて聞いたのは、いつのことか。

　額の三星痕こんは霊眼族の証あかしであることなど、とっくに知っていた。

　霊眼を開くことが悲劇の始まりだということも、嫌いやと言うほど知っていた。

（フィオナ……！）

　心の中でつぶやいて、ディアはアイに背を向けた。

「……勘かん違ちがいすんな、オレはオレのために闘たたかってるだけだよ」

「噓うそを吐つかないで下さい！」クルスは迫せまった。

「ディアさんが自分のために闘うような人じゃないってことぐらい、僕にだって分かります」

「てめーの買いかぶりだよ」

「……確かにディアさんは、いい加減で乱暴で思し慮りよに欠けるところがあります」

「そういう方向に話を持っていくつもりだったのかよ!?」

「でも、決して悪い人だとは思いません。乱暴なだけの人は何人も見てきましたが、ディアさんは違います。自分のためだけに力をふるう人ではありません」

　クルスの純粋な瞳ひとみに、ディアは苦い顔をした。

「……けっ、変わんねえよ、オレもそいつらも」

　言って、ディアは走り出した。

　クルスはアイの手を引いて後を追う。

　ディアの背中を見つめながら、クルスは一つの決意を固めた。

　一度、ゆっくりとうなずいて、告げる。

「ディアさん、石の都はご存じですか？」

「住民から何から、一夜で石になっちまったって街だろ？」

「僕はそこの生き残りです」

「なに……？」

　ディアは立ち止まり、振ふり向いた、

　クルスは目を伏ふせて、手て袋ぶくろをしている左手に指をかけていた。

「僕も宝珠を持っていることは、前にもお教えしましたよね」

　言って、覚かく悟ごを決めるまでに一呼吸。

　クルスは左手の手袋を脱ぬぎとった。

「なっ……！」

　ディアは息を吞のんだ。

　クルスの左手は、完全に石化していた。

　熱もなく、血の流れもなく、甲こうにある宝珠すらも灰色にくすんでいる。

「……ブレスが、僕の力を封ふうじ込めるためにかけた呪のろいだそうです」

「宝珠オーブの力が、お前の身体からだを守ってくれたのか」

　クルスは静かにうなずいた。

　すると、ディアはわざとからかうような声をあげてみせた。

「ものは考えようだぜ。力が使えなくなっちまったんだ。いっそ使命を忘れて、自由に生きてもよかったんじゃないのか？」

「出来ません！　僕は何としても呪いを解きます！　そして街のみんなを元に戻もどします！」

「そうかよ」

　ディアはそっぽを向き、また走り始めた。

「悪わりぃな。お前の期待に応こたえられるようなもんはねーよ。オレの目的はダルダラから宝珠を取り返して、もっと強くなることだ。強くなりゃ、何でも出来るからな！」

「心にもないことを言わないで下さい！　まさか本当に、強くなれば何だって叶かなうとでも思っているんですか！」

「叶うさ！　強ければ黒を白にだって出来るし、何だって手に入る！」

「見み損そこないますよ！　ディアさん!!」

「悪かったな、噓が吐けねえんだ。いもしないものを信じられるほどガキでもねえんだよ」

「どういう意味ですか！　神さまは今、眠ねむっているだけです！」

「昔からいなかったさ！　いたならフィオナは死ななかった！」

　言って、ディアは肩かたを震ふるわせた。

「…………大切な人だったんですか？」

「霊れい眼がん族の、女だった」

「……っ！」

　クルスとアイは息を吞んだ。

「優やさしい女だった。他人の痛みに涙なみだできる女だった。それにつけ込むヤツがいた。まんまと騙だまされて、教えてはいけないものを教えた。ヨツンヘルムは暴あばかれ、霊眼族は滅ほろぼされた……」

「その人って…………、まさか…………！」

　言って、クルスは言葉を失った。

　ディアはすぐには口を開かなかった。

　悔くやしさに顔を歪ゆがませ、歯を食いしばり、吐はき出すようにして、一言、

「……ブレスだ」

　ディアは、振り向かなかった。

　うつむき加減に、クルスたちに背を向けたまま、走り続ける。

「……オレは許せなかった。もちろん刃は向むかった。けれど敵かなわなかった。フィオナを守れなかった。あげくに馬ば鹿かな呪いをかけられてこのざまさ」

「ディアさん……」

　クルスは何かを言おうとして、ためらう。

「神がいるってんなら、なんでフィオナが殺された？

　正義があるっていうなら、どうしてブレスは死なない!?

　強さなんだよ！　強ければ何でも守れるんだよ！　お前の言う正義だってな！　分かったか、力だ！　屁へ理り屈くつなんていらねえんだ！　力があれば何でも叶うんだ!!」

　叫さけぶだけ叫んで、ディアは足を速めた。

　クルスは引き離はなされるままになっていたが、すぐに肩を並べた。

「ディアさんの言う通りです」

　言って、ディアの横顔を見る。

「僕は甘いことを考えていると思います。でも、僕は強い人より優しい人が好きです。ディアさんみたいな人が好きです」

「なっ……」

　ディアは目を点にした。

「てめえ、オレが弱いって言うのかよ！」

「そういう意味じゃありませんっ！」

「分かってるさ」

「えっ」

「広場でお前が、霊都の場所を聞き出すためにアイを奪うばうと言い出したら、その場でお前をブッ飛ばしてたよ」

　すると、エルヴに教えられた扉とびらが廊ろう下かの先に見えてきた。

　ディアは短く息をついて、クルスの名を呼んだ。

「ダルダラは強ええ。正直、あれもこれも考えていられねえ。だからお前は、アイを守ることに専念しろ」

「わかりました」

「行くぜ！」

　勢いよく、ディアは扉を開けた。

　一面の夜が飛び込んできた。

　そこは密林の大陸だった。

　天には、煌こう々こうと満月が輝かがやいている。

　眼下には、見み渡わたすかぎりにジャングルが広がっていた。

　振り返ると、空。

　何もない空間に、ぽっかりとディアが開いた扉だけがあって、それ以外のすべてが空に突つき抜ぬけている。

　この楼ろう閣かくは、空の上に浮ういているのであった。

「な、なんだこれは……」

　まるで聖なる儀ぎ式しきが行われる神しん殿でんのような場所だった。

　屋根をつけるつもりだったのか、それとも取り外したのか、外周部には柱が並んでいた。柱にはかがり火が焚たかれ、白い石いし床ゆかを赤く染めている。ゆらゆらと燃える炎ほのおは美しくも怪あやしく、奥まった場所にいる四腕わんの男を、神こう々ごうしく染め上げている。

「待ちかねたぞ……」

　くるりと、ダルダラが振り返った。

「気付いてやがったのか」

「これだけ巨きよ大だいな宮きゆう殿でんが数人の兵士で守られているとでも本気で思っていたか？」

「なめやがって……」

「意識を失っている間に奪ってやってもよかったが、確かめておきたいこともあってな」

「どういう意味だ？」

「教会の動きは耳にしている」

　クルスは、ハッとなった。

　ダルダラは子供のような目をして、クルスを見つめた。

「貴様の宝珠オーブには、神を目覚めさせる力があるそうだな」

　熱いまなざしは、子供が玩具おもちやを見つめるそれだった。

「霊都への道を開き、神を目覚めさせれば、ワシが神すらも手に入れることが出来る！」

　ディアは鼻で笑った。

「けっ、いい年こいて世界征せい服ふくかよ、ガキくせえ」

「誰だれが世界が欲しいなどと言った、そんなものは王どもにでもくれてやるわ」

「じゃあ何が目的なんだ！　地位か？　身分か？」

「くだらん！」

　四つの腕うでを抱えてダルダラは笑いだした。

「手に入れてどうする？　王などに！　たかだか王になってどうするというのだ！」

「なんだと？」

「見ろ、この静せい寂じやくを」

　ダルダラは四つの腕を広げた。

「見渡すかぎり、この土地には一人の人間もいない。なぜだか分かるか？　ワシが地図を与あたえなかったからだ」

　見える明かりといえば、星の光しかなく、

　聞こえる音と言えば、遠く響ひびくような獣けものたちの鳴き声しかない。

　空はどこまでも静かで、密林はどこまでも暗くら闇やみに沈しずんでいる。

　人が炎を手にする前の〝夜〟が、ここにはあった。

「ワシには王どもの気が知れぬ。支配などするから守らねばならぬというのだ」

　嘲あざけるように、四つの肩かたをすくめる。

「別段、世界が誰のものになろうと滅ほろびようと、ワシには興味がないし、関係がない。ワシは好きなものを手に入れ、好きなように生きられればそれでいいだけなのだ」

「自分のことだけかよ」

「そうだ、ワシは支配などには興味がない。常に自分のことだけを考えていたいのだよ!!」

「そのためには何を奪うばってもいいのか！」

　ダルダラはさも不思議そうな表情を浮かべた。

「それの、何が悪い？」

「てめえっ!!」

　ディアの顔が怒いかりに染まった。

「そうだ、その顔が見たかった！」

　ダルダラは傍かたわらにあった水すい晶しよう球を手にした。

　スイカほどはある透とう明めいな球体に、二つの白い玉が浮かんでいる。

　アイの眼だった。

　ダルダラは、水晶球をそばにあった柱に押しつけると、幻げん視しの力で柱と一つにした。

「さあ、賭かけ金は揃そろったぞ！　戦おうではないか!!」

　叫さけび、ダルダラは腕を伸ばした。

　比ひ喩ゆではない。

　ダルダラの腕は、まさしく本当にディアに向かって伸のびてきたのだ。

「なっ……!!」

「ディアさん、まやかしです！　幻視です!!」

　ダルダラの右手が赤色に輝かがやいていた。

「びびらせんなよ！」

　ディアは呪じゆ文もんを唱えた。

「Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｔｏトｎｉニｔｒｕｓトルス!!」

　叫びとともに剣けんから、雷かみなりが天に駆かけ上った。

　光の矢が暗雲に吸い込まれて消えた直後、耳をつんざく轟ごう音おんとともに、超ちよう特大の稲いな妻ずまが光速で落下してきた。

　鼓こ膜まくも破やぶれんばかりの大音おん響きようとともに、雷がダルダラを灼やき尽つくした。

　熱風が生じ、あたりは水蒸気に包まれた。

「どうだ！」

　煙けむりが、晴れる。

「言っておくが、ワシに魔ま法ほうは通じないぞ…………」

























　ダルダラは不動として、そこに立っていた。

「なに！」

　ダルダラは手に、カードを持っていた。

　カードは真っ黒に焦こげ、びりびりと紫し電でんを放っている。

　クルスは息を吞のんだ。

「そ……それは！」

　ダルダラは自じ慢まんげにカードをひらひらと揺ゆらす。

「このカードがあるかぎり、魔法は私に届かない！」

「ディアさん！　ダルダラは無効化の紋もん章しよう札を持っています！」

「だから、一分早く言ってくれよ！」

　ディアは、ダルダラが投げ捨てるカードを見た。

（紋章札……！）

　圧縮された魔法が封ふうじ込まれているカードの総そう称しようである。

　ディアの剣にある〝紋章〟が、呪文に応じて様様な魔法が使えるようにするためのものであるのに対し、こちらの〝紋章〟は、あらかじめ決められた魔法が読み込まれている。

　トランプでいえば、ジョーカーと数字札みたいな違ちがいか。

　ハン、とディアは笑い飛ばした。

「使い捨てだろ！　連打するまでだぜ!!」

「ほう、それは楽しみだ」

　ダルダラは薄うす笑わらいを浮うかべながら、腰のポーチよりカードの束を取り出してみせた。

「これが尽きるのはいつのことかな！」

　数にして、数百枚はあった。

「コレクターめ！」

　ディアは真っ向から火球を放った。

　夜を引き裂さくように炎ほのおが走る。巻き込まれた大気が膨ふくれ、揺れ、轟とどろき、獣けものの唸うなり声のような声を発しながらダルダラの懐に達した。

　爆ばく発はつ。さらに爆発。

　地じ震しんのようにすさまじい震しん動どうは、ディアすら足を取られてしまいそうになるほどだった。

　しかし……。

「無む駄だだと言ったろう？」

　ダルダラは、傷一つ負ってはいなかった。

　力も炎もすべて、たった一枚のカードに相そう殺さいされてしまっていた。

　紋章札は、使いたい魔法の数だけ札を揃そろえなければならないという弱点があったが〝自爆式〟を組み込むことで、魔法使いでなくても魔法を使えるという利点があった。

「ハハハ！　金さえあれば……、呪文を学ぶ必要もないわけだ!!」

　ダルダラの右みぎ腕うでにある宝珠オーブが閃せん光こうした。

「では、こっちのターンだな、──幻げん視し力ッ！」

　一面の床ゆかに、一つ一つが人の大きさほどはある数字が浮かび上がった。

　一から十二までの数がぐるりと円形に弧こを描えがく。

　弧の中心には一本の柱。柱からは三本の矢印をもった針が突つきだしていた。

　それは床いっぱいに広がる、巨きよ大だいな時計だった。

　むろん、時を刻むためのものではない。

「時の流れに切り刻まれるがいいわ！」

　ダルダラの声とともに、時針と分針が左右からディアに襲おそいかかった。

　ヒュオオオオオオオオオ！

　風を切るほどの速さで叩たたき込まれる鋼鉄の針は、剣けんとさほどの違いもない。

　数メルトルの刃はを持つ時計の針を、ディアは跳とんでかわした。

「負けるかよ！」

「針は時針と分針だけではないぞ」

「なにッ！」

　ディアの胴どうをまっぷたつに裂くように、秒針が唸りをあげて飛び込んできた。

（避よけられねえ！）

　息をつめるディアを見て、ダルダラは叫さけぶ。

「終わったな！」

「まだだぁッ！」

　ディアは前方に剣を突き出し、その刃に自分の両りよう脚あしをのせた。

「なんだとっ!?」

　剣は、秒針と激げき突とつした。

　ディアは剣もろとも小石のように吹ふき飛ばされた。

　しかし、無傷であった。

　衝しよう突とつが避さけられないならば、むしろ秒針の力を使って、同じ方向へ飛ぶことで衝しよう撃げきをゼロにしようという読みであった。いや、読みですらなかった。本能が弾はじきだした条件反射だった。

　ズザザザザザザ……、と足を滑すべらしながら着地する。

　ダルダラは感かん嘆たんした。

「剣をそのように使うとはな！」

「悪わりぃな、てめえの持ち物を」

「いや、お互たがい様だ」

　笑い、ダルダラはディアから奪うばった宝珠を光らせた。

　水車が複数出現した。

　のどかな農村にある川べりで、くるくると回っている、あの水車だ。

　とはいっても軸じくから先はない。

　回転する車輪だけが、自重だけで石いし畳だたみをみしみしと軋きしませるほど巨大な車輪だけが、横一列に並んで突進を開始したのだ。

「これならかわしようがあるまい！」

「かわさねえよ!!」

　ディアは剣に呪じゆ文もんを叩き込んだ。

「Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｉｇイグｎｉｓニス!!」

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　炎が一気に爆はぜた。

　飛び散った火か焰えんが花火のように乱れ飛び、蛇へびのように喰くらいついた。常識を超こえる高温が水気を瞬しゆん時じに蒸発させ、車輪を構成する板や柱や軸をことごとく爆発させる。砕くだけきれなかったものも爆風にあおられ、ディアの左右を駆かけ抜ぬけて、虚こ空くうに飛び出し姿を消した。

　残るは、飛散した木材の欠片かけらだけだった。

　火の粉に巻き取られ、めらめらと炎をあげるものもある。

　揺ゆらめく火灯あかりの中に立つディアは、夜が生んだ闇やみの皇子のようにも見えた。

　だが、ダルダラの表情には、いささかの焦あせりもない。

（ふん、まんまと仕し掛かけに引っかかりおって！）

　ほくそ笑みながら、ダルダラはちらりと上空を見上げた。

　巨大な、振ふり子この円えん盤ばんが天高く静止している。

　壁かべ時計の下でぶらんぶらんと揺れている円盤だ。

　一〇メルトルはする。数十人分の重さはあった。

　幻視で時計を作り出した時に、空中に放ほうり上げておいたものだ。

　目にも止まらぬ速度ですっとんでいった振り子は空中の一点で静止し、いま、重力の糸にからめとられるように落下を開始した。

（ディアの頭上めがけてな！）

　ダルダラは心の中で喝かつ采さいした。

「肉から脳のう漿しようから派は手でにブチまけて、鮮あざやかに死ねい!!」

　ディアはまだ気付いていない。

　と。

「見つけた────────────っ！」

　アイの背後で声がした。

　クルスもディアも振り返り、同じ驚おどろきを発した。

「ルル!?」「ルルさんっ!?」

　馬車を守るだの守らないだので、手を組んだり組まなかったりした自由騎き士しのルルが、そこにいた。

「そこを動くな──っ！」

「ちょっと、待って下さい！」

　クルスが止めようと立ちはだかった。

　アイは訳が分かっていなかったが、クルスがするので真似まねをした。

「うるさい！」

　二人とも弾き飛ばされた。

　ルルは剣を抜き、ディアの元へと走った。

「隻せき腕わん!?」

　ディアの片かた腕うでが失なくなっていることに、ルルは驚いた。

　しかし、すぐに表情を戻もどす。

「何があったかは知らぬが容よう赦しやはせぬ！」

　剣けんも上段に構え、猛もう然ぜんとディアに打ち掛かった。

　すんでのところでディアはかわした。

「てめえ、何しにきた!?」

　ディアがたじろいでいると、

「スカーレットさまをどこへやった！」

　さらに打ちかかる。

　ディアは後ずさり後ずさり、彼女の剣をかわすので精せい一いつ杯ぱいになった。

「なぜ、剣を使わぬ!?」

「使いたいのは山々なんだがな……」

　呪文をため込んでいる間は、剣に余計な衝しよう撃げきをかけられないのだ。

「馬ば鹿かにしてるな！　女だからと！　貧びん乏ぼうだからと馬鹿にしてるな！」

　何も知らないルルは顔を怒いかりで染めるだけだ。

「だから、オレの話を聞けって！」

「聞く耳もたぬ!!」

　そこへだ。

　ズズズズズズズズズズ────ン！

　後方で、ものすごい音がした。

　音の方角を見ると、巨きよ大だいな振り子が床ゆかに深くめり込んでいた。

　さっきまでディアがいた場所だった。

「………………………………」

「………………………………」

　二人とも言葉を失った。

　先に、ディアのほうが我に返り、

「助かったぜ……、ありがとな」

　安あん堵どの息をもらしながら、感謝の気持ちを告げた。

　すると、ルルは頰ほおを赤くした。

「あ、あ、あたしは貴様を助けにきたわけではないっ！」

　言って、さらに顔を赤くした。

　純情な乙女おとめのように頰に紅を散らすルルを見て、ははーん、とディアは思いついた。

「ルル」

「はいっ」

　ディアはイタズラっぽい笑えみを浮うかべ、

「感謝してるぜ」

　ちゅっ、

　と、彼女の頰に口づけをしたのだった。

　ルルは顔を真っ赤に、真っ赤に、真っ赤に、真っ赤に、真っ赤に、真っ赤にさせた。

　怒りで。

「な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、何をした～ッ!!」

　めちゃくちゃに斬きりかかった。

「礼を言ってんのに、怒おこるこたあねーだろ！」

「あたしはな！　貴様が捕とらえられたと聞いて、宮きゆう殿でんに潜せん入にゆうした!!」

「それって不法侵しん入にゆうじゃねーか!?」

「衛兵だろうと小間使いだろうと、手当たり次し第だいにとっちめて、ここにたどり着いた！」

「それが騎士のすることかよ!!」

　ルルは涙なみだぐんでいた。

「うるさい！　貴様のせいでどれだけの借金を背負ったと思っている！　ゴーレムの弁べん償しよう!!　騎き士したちの治ち療りよう費!!　契けい約やくを果たせなかった違い約やく金きん!!　全部、ぜんぶ貴様のせいだ!!」

「……そ、そりゃ悪わりぃことしたな」

「スカーレットさまを城に連れて帰らなければ、あたしは借金を返せないんだ！」

　すると、ことの成り行きを面おも白しろく見物していたダルダラが、ゆっくりと口を開いた。

「誇ほこり高き騎士よ、その男を倒たおせば、倍の賞金を出そう」

「ホントですかっ!?」

「おいっ！」

　ディアは追いつめられていた。

　剣を使いたくないため、かわすことに専念をするあまり、気付くと扉とびらの前に追いつめられてしまっていたのだ。

　そこにはクルスとアイがいる。これ以上、後ずさることは出来ない。

（どうする……？）

　ディアは剣を握にぎり直した。

「待って下さい！」

　クルスがディアの前に飛び出した。

「ディアさんは僕たちのために闘たたかっているんです！」

「本当か!?」

　ルルは素す直なおに反応した。

「本当です」

　進み出たのはアイだった。

「見て下さい」

　と、前まえ髪がみに手をやった。

「ちょっと、アイ！」

　クルスは止めようとした。しかしアイはためらわずに両目をさらした。

「……………………っ！」

　そこには、真っ暗に落ちくぼんだ眼がん窩かがあった。

　ルルは息を吞のんだ。

「ディアさんはわたしの眼を取り戻もどしてくれるために闘ってくれています」

　ルルにとっては見知らぬ少女である。

　でも、アイの覚かく悟ごは痛いほどに伝わってきた。

　しゃんと背を伸のばし、まっすぐに自分に訴うつたえかけるその仕草は凜りんとしていて迷いがない。

　けれど、きゅっと結んだ唇くちびるは小さく震ふるえていた。

（誰だれが好き好んで、こんな素顔を人に見せたいと思うものか……）

　思い、こみあげる感情にルルは唇を嚙かみしめた。

（ましてや、どんな反応を見せるとも知れない赤の他人に！）

　アイは、ルルをうながすようにダルダラを見た。

　視線を追うと、水すい晶しようの球が埋うめ込まれている柱が見えた。

　水晶球の中には、人の眼めらしきものが二つ浮かんでいた。

　無言で浮かんでいた……。

　ルルの目に怒いかりが浮かんだ。拳こぶしをぎゅっと握りしめ、ディアを見やった。

「貴様！　卑ひ怯きようだぞ!!」

「オレかよ!?」

「貴様より先に倒さねばならん相手が出来たではないか！」

　言って、ダルダラに刃はを向けた。

　フン、とダルダラはあざ笑うだけだ。

「騎士よ、金はいらぬのか？　喉のどから手の出るほど金が欲しいのだろう？」

　ぐっ……、とルルは息を詰つめた。

　だが、敢かん然ぜんと首を横に振ふった。

「騎士の剣けんは金では買えない!!」

　半分は強がりだった。

　しかし、誇りのために意地を張ることもまた、騎士の徳目であった。

「愚おろか者めが！　下らぬものに執しゆう着ちやくする！　貴様も王どもと同じ愚か者だ！」

「くっ！」

　痛いところを突つかれ、ルルは歯嚙みをした。

「んなことねえよ」

　ディアが口にした。

「やっぱ、おまえは救いの女神だぜ」

「はっ？」

　ルルはきょとんとした。

「何発も呪じゆ文もんを貯ためとくには、時間稼かせぎが必要だったんだよ！」

　言って、ディアは一気に呪文を解放した。

「Ｂｉｓビス─Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｇｌａグラｃｉｅｓキース!!　Ｉｇイグｎｉｓニス!!」

　それは氷と炎ほのおの波状攻こう撃げきだった。

　一撃目にすべてを凍こおらせる氷の槍やりぶすまを、

　二撃目にすべてを焼き尽つくす炎の津つ波なみを、

　間をおかずに叩たたきつける！

「カードがキャンセルできるのは一つの魔ま法ほうだけだよな！　だったら、残りの一発は当たるんじゃねーのか!!」

「それはどうかな？」

　キイイイイイイイイイイイン！

　鼓こ膜まくを破るような音と共に、何十本もの氷ひよう槍そうがダルダラに突き立てられ、

　ついで地を舐なめる紅ぐ蓮れんの炎が襲おそいかかった。

　物理的に言えば、いったんは振しん動どう静止にまで追い込まれた分子が、首根っこをひっつかまれて一いつ瞬しゆんで真逆に引き戻されたようなものだった。

　狂くるうような爆ばく発はつが引き起こされた。

　それぞれの破は壊かい力に加え、温度差による波状効果も積み上げた連続呪文コンボだった。

「やったぞ、ディア！」

　ルルが声をあげた。

「……いや、まだだ」

　ディアは眼を細めた。

　ゴウゴウと残ざん響きようする音の中に、気味の悪い笑い声が聞こえてくる。

「ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　二つの呪文が巻き起こした蒸気の中に、シルエットが浮うかんでいた。

　四本の腕うでを持ったシルエットは、然として動かず、倒たおれず、腕を高々と掲かかげた。

　薄うすれいく霞かすみの合間にかいまみえる指先には、焼け焦こげた二枚のカードが見える。

「馬ば鹿かな！」

　ルルは目を疑った。

「……バケモノなんだよ、ヤツは」

　ディアは舌打ちして、剣を見やった。

（貯めた呪文はあと四発……！）

　だが奴やつの手に紋もん章しよう札があるかぎり、連れん弾だんを一〇発放とうと二〇発放とうと効きはしない。

　蒸気が消え、互たがいの顔が見える。

　いまいましげな顔をするディアを見やって、ダルダラは笑えみを深くした。

「ワシの魔法防ぼう壁へきは完かん璧ぺきだと言っただろう！　貴様ごときに破れるものか!!」

「完璧なものこそ、案外あっけなく破れてしまうものだぞ」

　と、声がした。

　突とつ然ぜんの気配にダルダラは背後を振り返った。

「貴様!?」

　金色に光る月を背に、長い髪かみのシルエットが浮かんだ。

　炎のように燃える髪をたなびかせ、スカーレットは懐ふところからあるものを取り出した。

「おぬしの守り神はこれか？」

　それは、ダルダラにとって見覚えのあるポーチだった。

「なにっ！」

　ダルダラはとっさに腰こしを探さぐった。あるべきものがあるべき場所に、

「ない！」

「意外だな！　モノを盗ぬすんで、おぬしに驚おどろかれるとは！」

　言って、スカーレットはポーチを頭上に放ほうり投げた。

「やめろォ！　その中にはカードが!!」

　涼すずやかな音を立てて鯉こい口ぐちが鳴る。すらりと抜ぬかれた刀がポーチをまっぷたつにした。

　きらきらと光の粒りゆう子しをまき散らしながら、合わせれば数億の価値はするカードが花びらのように散っていった……。

「どうだ、破ることなど簡単だったろう？」

「うあああああああああああああああああああああああああああ！」

　ダルダラは、喉のどが破れそうな声で絶ぜつ叫きようした。

「貴様、貴様、貴様！　これだけの札を集めるのにどれだけの金を使ったと思ってるんだ!!」

「てめえは何人の大事なモノを奪うばった────────────────────ッ!!」

　握にぎりしめた剣けんに、ディアはこぼれんばかりの呪文を注ぎ込んだ。

「Ｔｅｒテル─Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｔｏトｎｉニｔｒｕｓトルス!!　Ｔｏトｎｉニｔｒｕｓトルス!!　Ｔｏトｎｉニｔｒｕｓトルス!!」

　それは元素魔法エレメンタルの三連弾だった。

　稲いな妻ずまに次ぐ、稲妻に次ぐ、稲妻が、ダルダラに叩たたき込まれた。

　光のかぎ爪づめが絶え間なく空を切り裂さき、耳をつんざく轟ごう音おんとともに大気を爆発させた。

「こんなこともあろうかと、初めから六発分の呪じゆ文もんを貯ためておいたんだぜ!!」

　すさまじい振動が轟とどろき渡わたる中、クルスの声が聞こえていた。

「ディアさん！　ダルダラを死なせてはいけませんよ！」

　アイのバァの居場所を聞き出さなくてはならなかった。

「ヤツはまだ死んでねえ！」

　巻き起こる爆ばく炎えんから少しも目を離はなすことなく、ディアは言い切った。

「えっ!?」

「ヤツのことだ。守護精霊オプシヨンを回してないわけがねえ！」

　後ごの先せん、という言葉がある。

　相手に先手を取らせたほうが有利という戦いの格言で、拳こぶしや武器による闘たたかいにおいてはしばしば有用とされる理り屈くつである。

　魔ま術じゆつ戦せん闘とうにおいて、そのような戯たわ言ごとはまったく通用しない。

　一いち撃げきで致ち死しに至る魔術戦闘においては、攻せめることよりも、いかに最初のフアースト一撃ストライクを阻そ止しするかが術者たちの至上命題となっていた。

　そこで身に付けるようになったのが、守護精霊である。

　魔術戦闘において、最初の一撃はどこから襲おそいかかってくるか分からない。

　武器による闘いのように〝間合い〟という概がい念ねんが存在せず、視界の届かないところからでも平気で爆撃できる。ましてや五感で察知できない攻こう撃げきもあるのだ。守れといわれても防ぎきれるものではなかった。

　そこで編み出された守護精霊には、術者の意思とは関係なく発動するための〝対たい抗こう式〟が組み込まれていた。術者が眠ねむっていようと、意識を失っていようと、攻撃を関知すると同時に対たい抗こう魔ま法ほうが発動されるようになっているのだ。

　それは防御結界バリアとして作用し、対毒、対打撃、対植物、対呪じゆ、対音、対病、対精神、対視覚、対魔法、対対魔法など、ありとあらゆる攻撃に対する用よう途とがあった。

　ダルダラの場合、守護精霊は指輪に組み込まれていた。

　四つの腕うでの五つの指にはめられた二〇個の指輪。すべてが守護精霊であった。

　すべて粉々となって、砕くだけている。

　最後の一発まで使い切ったのだ。

　そのせいか、爆発が引き起こした酸欠と、飛び散った破片による二次被ひ害がいは免まぬかれられなかったようだった。

　ぜいぜいと肩かたで息をしながら、かろうじて立つダルダラの姿が見えた。

　ディアの剣には、まだ一発の呪文が装そう塡てんされている──。

「こっから先は貴様の態度で決まるぜ！」

　剣を担かつぐように肩にやり、ディアは言葉を突つきつけた。

「まず、アイのバァさんの居場所を教えろ」

「バァさん？　ああ、薄うす汚ぎたない老ろう婆ばのことか？」

　なぜか、ダルダラは笑い出した。

「何がおかしい！」

　ダルダラはこらえきれなくなったのか、腹をかかえて爆ばく笑しようを始めた。

「いや、なに、死んだ人間を引き渡せるわけがないと思ってな！　ハハ、ハハハハハハハ！」

「てめえ！　自分の立場が分かってんのか！」

「分かっているさ」

　ダルダラは口笛を吹ふいた。

「この戦いが座興に過ぎないことをな！」

「なんだと!?」

「忘れたのか？　我が手に小こ娘むすめの眼めがあるということを！」

　思い出したのか、ディアの顔に怒いかりと苦みが走った。

「そうだ。貴様らはワシに逆らえる立場ではない！　初めからな!!」

「くっ……！」

「そうだ、その顔だ！」

　ダルダラはディアの怒りに満足した。

「……つかぬことを聞くがその眼とやらはどこにあるのだ？」

「そこにあるに決まっているではないか！」

　と、ダルダラは水すい晶しよう球を埋うめ込んだ柱を見やった。

　なかった。

　埋め込んだはずの柱は、鋭するどい刃は物もので切られたようにすっぱりと両断されていたのだ。

「眼とはこれのことか？」

　アイの眼を閉じこめた水晶球は、スカーレットの手にあった。

「い、いつの間にっ！」

　ダルダラは幻げん視しの宝珠オーブを光らせた。

　もはやケレンも仕し掛かけもない、床ゆかを薄紙に変えるだけの代しろ物ものだった。

　それでもスカーレットの足あし下もとはたちまち破け、彼女の身体からだは空に放ほうり出された。

　宙を舞まう彼女は、数百メルトルの底に広がる密林を目にした。

　すると彼女は顔を上げ、まだ手を伸のばせば届くところにある壁へき面めんを見た。

　両手を使えば、水晶球を捨てれば、助かることが出来た。

「クルス！　受け取れっ!!」

　スカーレットは精一いつ杯ぱいの反動をつけて、水晶球を放り投げた。

　それで、彼女は壁かべをつかむチャンスを失った。

　最後の数秒を、スカーレットはアイのために使ったのだ。

「スカーレットさん!?」

　クルスは叫さけんだ。

「安心しろ！　私は死なん!!」

　この期ごに及およんでもスカーレットは勝ち誇ほこった顔をしていた。

　そして、優やさしげな笑えみをクルスに送った。

　その思いやりがクルスの心を締しめつけた。

　こらえきれず、もう一度、その名を呼ぶ。

「スカーレットさぁ──────────────────ん！」

　紅くれないの髪かみは虚こ空くうに溶とけ、そして見えなくなった。

「ハハハハハ！　ワシにはまだ幻視がある!!」

　ダルダラはあざ笑い、空に何百もの鉄てつ槍そうを転写した。

「避よけられるものなら避けてみるがいい！」

「みんな、逃にげろ！」

　ルルは叫んだ。

　助かる可能性は一つしかなかった。

（宮きゆう殿でんへとつながる扉とびらに逃げ込むしかない！）

「クルスくん！」

　アイが悲鳴をあげた。

　水晶球を受け取るために、クルスは扉とは逆の方向に走り出していたからだ。

「ちぃ！」

　ディアが剣けんを構え直した。

「ばかっ！」

　ルルはそばにいるディアだけでも、首根っこをつかんで連れて行こうとした。

　しかし、ディアはすでに呪じゆ文もんを唱え始めていた。

　物質を破は壊かいする方法は二つある。

　一つは直接的な打だ撃げき力だ。しかし数百の槍を一度に殲せん滅めつできるような打撃など存在しない。

（なら、もう一つの方法を使うしかねえ！）

　物質はそれぞれ固有の振しん動どう数を持っており、同じ振動数と共鳴することで壊こわれやすくなる。ディアは硬こう質しつのモノを粉ふん砕さいする振動数をぶつけようと考えた。

「Ｇｅジーｎｕｓナス、Ａｅｒエアｃｒｉｓクリスｐｏフオー!!」

　剣先から、衝撃波が炸さく裂れつした。

　それはディアとダルダラの間にいた全てのモノを吹ふき飛ばした。

　槍も、めくれあがった石いし畳だたみも、突つき刺ささった巨きよ大だいな振ふり子も、まとめて粉々に粉砕した。

　中でも、一番ディアに迫せまっていたのはルルだった。

　そしてたまたまなのだが、たまたま不幸なことに彼女の新調した鎧よろいは、槍を形成する金属と極きわめて近い振動数を持っていた。

　つまり──、

　ディアの放った衝撃波は槍を破壊するよりも早く、彼女の鎧を破壊した。

　めくれあがるように色白の肌はだが露あらわとなり、竜たつ巻まきのような旋せん風ぷうが残りの肌着をはぎとっていった。
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　実に不幸な出来事だった。

　二度目だった。

　父母にしか見られたことのない肌を、生まれたままの姿を、ルルは二度もさらしてしまったのだ。

　こんな、こんな、こんなに憎にくい男の前で。

「…………っ！」

　恥はずかしさに、意識を失いそうになった。

　よろめいて、ぺたん、と尻しり餅もちをつく。

　桃もものようなお尻に、ひんやりとした石が触ふれて、ルルは涙なみだをこらえきれなくなった。
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　またもや戦場に、乙女おとめの哀かなしい悲鳴が鳴り響ひびいた。

「うああああああああああああああああああああっ！」

　衝撃波に吹き飛ばされていたのは、ダルダラも同じだった。

　元がテラスの奥まった場所にいたぶん、彼は着地すべき床ゆかを失っていた。

　柱に手を伸のばすものの、ディアの魔ま法ほうで脆もろくなっていた柱はつかんだ途と端たんに崩くずれ去る。

　身体からだは宙を舞まい、眼下の底に密林が見えた。

　落ちれば、死。

　もはや衝撃から自分を守ってくれるものはなかった。

「ダルダラ様ァ！」

　声がした。

　楼ろう閣かくの壁に、瞳ひとみのような紋もん様ようが浮うかび上がっていた。

　そこから人間の上半身がぬるりと生えていた。

　エルヴだ。

　斜ななめに傾かしいでいた壁へき面めんは、月光に対してちょうど影かげを作っていて、エルヴはそこから手を伸ばすことが出来たのだ。

　紫むらさき色いろに輝かがやく手を、目一いつ杯ぱいに伸ばしてダルダラの上じよう左さ腕わんをつかむ。

　左腕の先にある手が黄金色に燃え上がった。

　ダルダラは心の底から躍おどり出したくなるような笑顔を浮かべた。

「いいところに来た!!」
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「ああっ！」

　奇き跡せき的にも水すい晶しよう球は破壊されていなかった。

　特とく殊しゆな材質で出来ているのだろう。かなりの落下速度で床を打ったにもかかわらず、割れることなく石畳の上を転がっていった。

　クルスはそれを必死で追いかけた。

　転がる先にあった石床がまっぷたつに割れた。

　クルスの足あし下もともぐらりと揺ゆらいだ。

　最後に放った魔法のせいだ。楼閣自体が崩ほう落らくを始めようとしているのだ。

「戻もどれっ！　落ちるぞ!!」

　ルルの声を聞いて、アイは顔を青ざめさせた。

「クルスくん！」

　声が聞こえてもなお、いや、声が聞こえたからこそ、クルスはさらに足を速めた。

　クルスの目には、水晶球しか映っていなかった。

「あぁあぁあああああああああああ──────────っ！」

　腕うでを伸ばして、目いっぱい手を伸ばして、クルスは水晶球をつかんだ。

「よし！」

　クルスを救出すべく、ディアが駆かけ込んだ。

「さっさとずらかろうぜ!!」

「はい！」

「そうはいかん！」

　ぬるっと男の手が伸びて、クルスの懐ふところから水晶球を奪うばい去った。

「困るなァ、これはワシのものなのだよ！」

　声はすぐ、背後から聞こえてきた。

「ダルダラ!!」

　床には瞳の紋様が浮かんでいた。

　四つの腕には三つ目の宝珠オーブが紫色に輝いていた。

「なんでてめえが、その力を!?」

　ダルダラの眼前に迫せまり、ディアは剣けんをふるった。

　軽々とダルダラは後方に飛びすさる。

　すると、その後方に倒たおれているエルヴの姿が見えた。

　腕を断たれて、絶命していた。

　ディアは激げき怒どした。

「お前の部下だろうが!!」

「ワシの部下だからだ!!」

　ダルダラは豪ごう語ごした。

　クルスはダルダラを追って飛び出した。

「やめろ！　クルス!!」ディアが叫さけぶ。

「やめません！」クルスは走った。

「バカが！」

　ダルダラは矢を幻げん視しした。

　直後、足下の床が崩れた。

　ダルダラは空を向いて倒れそうになり、矢はあらぬ方角へ飛んでいった。

「くっ！」

　ダルダラの目にも、楼ろう閣かくの崩落は時間の問題だった。

（我ながら、ふざけすぎたか……！）

　舌打ちをして、自分の身体からだが飛び込めるだけの影を探した。

　しかし石いし畳だたみはどの方向にも亀き裂れつを飛ばしていて、空には黄金色に輝く月が浮うかんでいる。

　逃にげ場ばがない。

　無む慈じ悲ひなほどに丸々と微笑ほほえむ月を、ダルダラは呪のろいあげた。

　誰だれもが、誰もが脱だつ出しゆつを考えていた。

　たった、一人を除いては。

「ダルダラ────ッ！」

　クルスは抜ぬけた床ゆかを越こえて、ダルダラの懐に飛びこんだ。

「なっ！」

　飛び込まれた勢いで、ダルダラの身体は宙に吹ふき飛んだ。

　クルスは何も考えていない。

　自分が空中に飛び出していることも、その下には何もないことも分かっていない。

「眼めは、返してもらいますっ!!」

　クルスには、ダルダラの抱かかえている水晶球を取り戻すことしか頭になかった。

「ふざけるなよ、小こ僧ぞう！」

　ダルダラにとっては、自分の命こそがＡでありＺであった。

　だから、馬ば鹿かげた行いに自分を巻き込んだクルスが許せなかった。

「こうなったら、四つ目の手に貴様の宝珠をいただいてやる!!」

　黄金色に燃える左腕が、クルスの左手を奪い取ろうと襲おそいかかった。

　だが、ダルダラの手は届かなかった。

　クルスがダルダラの腹を蹴けりつけたからだ。

「なにっ!?」

　ダルダラは目を疑った。

　手を伸のばせば壁へき面めんをつかめるところにいたのに、クルスは逆の方向へ飛んだ。

　水すい晶しよう球を投げるために、己おのれの命を引き替かえにしたのだ。

　蹴られた反動で、楼閣の壁面に身体をぶつけてもなお、ダルダラは信じられないものを見るまなざしで、虚こ空くうに消えてゆくクルスを見やった。

　しかし、クルスにしてみれば、それはおかしなことでもなんでもない。

　誰でもすると思ったことをしただけだった。

　スカーレットがしたことをするだけだった。

　ところが。

「クルスく──────────ん！」

　飛び降りてくるアイの姿を、クルスは見た。

　クルスが走り出した後を追って、追って、追いかけてきたのだ。

「どうして………………!?」

　叫びは風に吞のまれて、彼女に届くよりも早く空に消える。

　彼女の顔に恐きよう怖ふはなかった。

「わたしが……、わたしが…………！」

　アイの声もまた、風の中に消えてゆく。

（わたしが守るから──!!）

　アイはクルスに向かって手を伸ばした。ひたすらに手を伸ばした。

　クルスも自由になる手をアイに伸ばした。

　指が、触ふれ合う。

　結びつこうとして、ほどける。

　ふたたび触れ合う。

（もう離はなさない！）

　そう叫んだのは、どっちだろう──。

　小さくて細くて糸のような指と指がからみあい、一つになり、固く強く解けることなく結ばれる。手と手が引力のように引き合って、アイはクルスの胸むな元もとに飛びこむ。

　彼女の小さい身体をクルスはひっしと抱だき留めた。

　なんて、細くて柔やわらかい身体だろうと思った。

　二人の顔に恐怖はない。

　ただ、笑えみだけがあった。

　大切な者を取り戻もどせた喜びと、一いつ緒しよにいられる喜び。

　そのことしか心になかった。

　二人の間には大切な大切な水晶球がある。

　まるで一つの卵を温め合う鳥のつがいのように、二人は闇やみの中に消えていった。
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　湖面に、丸々と満ちた月が輝かがやいていた。

　常とこ闇やみの密林に沈しずむ湖は、鏡のように空の星々を映し出している。

　あるのはただ鳥や獣けものたちの声と、魚が立てる静かな波は紋もん。

　その静せい寂じやくを切り裂さいて、空から一つのカタマリが落ちてきた。

　派は手でな水しぶきをあげて、着水する。

　湖岸にいた獣たちは、誰もがびくりと身をすくめ、恐おそれと警けい戒かいのまなざしで湖に注目した。

　現れたのは、少年と少女だった。

　二人は、何よりもまっさきに互たがいの無事を確かく認にんした。

　クルスは一目見るだけで、アイが大した怪け我がのないことを把は握あくできたけれど、アイはクルスを見ることが出来なかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　大丈夫!?」

　今にも泣き出しそうな顔をして、アイは両手をのばした。クルスの頭や頰ほおを確かめる。指先が唇くちびるや首筋に触れて、手のひらが肩や胸板をなでて背中に回り込んだ。

　ぎゅっと抱きしめて、やっとクルスの無事を知り、小さな息を漏もらす。

「よかった……」

　安心した途と端たん、アイの胸に、それまで抑おさえていた感情がわき起こった。

　いっぽうクルスは、きょろきょろと湖面に目を走らせていた。

「あった！」

　水晶球はすぐそばに浮うかんでいた。

　幸運なことに、つるつるの表面には傷が一つもついていない。

「大丈夫だったよ、ほら！」

　と、アイに手て渡わたす。

　早く、彼女の笑顔が見たかったのだ。

　しかし、アイは怖こわい顔をしていた。

　頭の左右にある猫ねこのような耳をぴしっと立てて、真しん剣けんな顔でクルスを睨にらんでいたのだ。

「どうしたの？」

「知りませんっ」

　どん、とアイは水すい晶しよう球をクルスに押しやった。

「えっ？」

　アイは本気で腹を立てているようだった。

「なに？　なんで怒おこってるの？」クルスは首をかしげた。

「知りませんっ、知りませんっ」

　ぶるぶると首を振ふって下を向くと、アイはクルスの胸を叩たたきだした。

（えっ？　えっ？）

　クルスは訳が分からなかった。

　ここまで頑がん張ばったのに、肝かん心じんの彼女が喜ぶどころか怒り出すだなんて、想像もしていなかったし、むしろ自分が泣き出したいぐらいの気分になった。

　けれど、彼女の震ふるえる声を聞いてしまうと、

「ご、ごめん……」

　心の底から、つぶやいてしまう。

　きっと、彼女を傷つけるようなことをしてしまったのだと思った。

「危ないこと、もうしませんか？」

　真剣な顔で、アイは迫せまった。

「えっ」

「もうしませんか？」

　眉まゆの根をきゅっと寄せて、どこまでも真剣な顔を寄せてくる。

（あっ……！）

　やっと、彼女は自分を心配して、怒ってくれていたのだと分かった。

　途端に胸の中が甘酸ずっぱい麻ま酔すいで満たされていくのが、クルスには分かった。

　でも、怒る仕草がジョオにそっくりだったので、つい、くすっと笑ってしまった。

「ひどいです、なんで笑うんですか」

「ごめん、もうしないよ」

「ホントですか？」

「本当だよ」

「ホントにホントですか？　神さまに誓ちかえますか？」

「うん」

　クルスは大きくうなずいた。

「神さまに誓って、危ないことはもうしないよ」

「はい」

　アイはお母さんが子供にするみたいに、笑顔でこくりとうなずいた。

「それよりさ、はやくはやく」

　機き嫌げんが直ったとみるや、クルスは水晶球を持ち上げた。

　大事に抱かかえて、彼女に手渡そうとする。

　うん、とうなずいて、アイは水晶球を受け取った。

　顔に、優やさしい笑顔が浮かんでいた。

　クルスが一番、見たかったものだ。
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　不思議なことに、アイが指を入れようとした途端、水晶球は風船のように弾はじけて、眼は一いつ瞬しゆんで戻もどった。

　軽い痛みを覚えて、アイは下を向いたが、少し我が慢まんして、目を開けてみた。

　飛びこんできた視界は暗くてぼんやりとしたものだったので、アイはがっかりした。

　しかし、それは起きたばかりの目が弱いのと同じ現象だ。ましてや光量のない真夜中だった。ゆっくりではあるが、目に映る像が焦しよう点てんを結び始めているのに気付き、アイは笑顔になった。

　すると今度は焦じれったくなる。

　目の前に人の姿が見えた。

（クルスくんだ）

　思った途と端たん、はやく、顔が見たくなって、アイは目を近づけた。

　足りない視力を補うように、指先が頰ほおに触ふれて、耳に触れて、クルスの輪りん郭かくを確かめる。

　焦れる気持ちが、もっともっと顔を近づけた。

　唇くちびるが、何かに触れた。

（えっ……）

　視界が完全に像を結ぶ。

　アイは心の中でクルスのことを思い描えがいていた。

　想像の中のクルスは物静かで優しい顔立ちをしていて、肌はだの色も薄うすく、表情も軟やわらかく、穏おだやかな物もの腰ごしをしていた。けれど、初めて見たクルスは、目を点にしていて、驚おどろいた顔をしていて、火ほ照てった肌は耳の先まで真っ赤になっていた。

　アイは、唇に指をあてた。

　感かん触しよくがあるような……、ないような……。

　すると、自分まで顔が火照りだして、クルスの顔を見ていられなくなった。

　せっかく取り戻してもらえたのに、目を背そむけたりするのは、とてもいけないことのように思えたけれど、恥はずかしくて、恥ずかしくて、アイは顔を上げていられなくなった。

　もう一度、唇に指をあてる。

　感触を蘇よみがえらせようとしたのだが、口づけをした場所は思い出せない。

　目の前にいる人に聞けばすぐに分かることなのだけれど、とてもそんなことは恥ずかしくて言い出せなかった。

　それに真実が分かったところで、ない記き憶おくが蘇るわけでもない。

　アイはクルスにした初めてのキスを記憶できなかったことが、とても勿もつ体たいないことに思えた。

「どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　うつむいた耳に、クルスの声が聞こえてくる。

　それだけで、胸の中が暖かい気持ちであふれそうになった。

（どうして、クルスくんはわたしにこんなに優しくしてくれるの……？）

　自分はクルスくんに何をしてあげられたわけでもない。

　何をお返しできるわけでもない。

　危ない目に遭あわせて、助けてもらって、なおかつそのことに腹を立てたりしてしまった。

（恥ずかしい……）

　穴があったら、飛びこんで、蓋ふたを閉めて、内側から漆しつ喰くいを塗ぬって絶対に開かないようにしたい。それぐらい、面おもはゆい思いがした。

　けれど、そんな感情が消し飛んでしまうほどに、はしゃぎたい気持ちも一いつ杯ぱいだった。

　嬉うれしくて、嬉しくて、泣き出したいぐらいに心が沸わき立っていた。

　なのに、照れくさくて、恥ずかしくて、クルスの顔を見ることは出来ない。

　何を考えているのか、自分で自分が分からなくなった。

　謝りたいのか、喜びたいのか、逃にげ出したいのか。

　どれも本当で、どれもそれだけじゃない。

　だけど、一つだけはっきりしていることがあった。

　伝えておきたい言葉があった。

　深呼吸を一度。胸に手をあてて、心臓の音を鎮しずめる。

（うん、大丈夫）

　照れ隠かくしに言葉を濁にごしたりしないよう、きちんと最後まで喋しやべれるように、心の中で何度も何度も勇気を絞しぼり出してから、顔を上げる。

　いっぱいの気持ちをこめて、クルスに告げる。

「ありがとう」






















　それはまだ、ヨツンヘルムに人がいた時代のこと──。

『光、あれ』

　その一言で神は世界を生み出したように、霊れい眼がん族もたったの一言で滅ほろぼされた。

　裏切り者の名はブレス。処しよ刑けい台に立たされた彼は、怒いかりも笑みもなく、こう告げた。

『額に目を持つ者どもよ、死ね』

　言葉から発動まで、一いつ瞬しゆんの間もない。

　大人たちは、誰だれ彼かれかまわず倒たおれ始めた。

　ある者は心臓を押さえ、ある者は喉のどをかきむしり、ある者は白目を剝むき、悶もだえ、苦しみ、ガラスをひっかくような悲鳴をあげながら、次々と絶命していった。

　断だん末まつ魔まの叫さけびに、王も貴族も民たみもない。

　霊眼を持つ者は、枯かれた花が実を落とすよりも確実に命を落としていった。

　絨じゆう毯たんを敷しき詰つめるように人々が倒れていく中、縛いましめを解いたブレスは歩き出した。

　龍りゆう族ぞくの兵士たちが街に突とつ入にゆうする。

　あらかじめ、ブレスが街の外に潜ひそませておいた兵士たちだ。

　息も絶え絶えにもがいていた霊眼族の大人たちは、龍族の兵士が容よう赦しやなく子供たちを駆かり立てる姿を目まの当たりにした。

　売り飛ばすための拿だ捕ほではない。逃げる者は容赦なく殴なぐられ、蹴けり倒された。

　捕とらえられた子供たちは、縄なわをかけるのも面めん倒どうだとばかりに、紐ひものついた鉄てつ串くしで手を貫つらぬかれ、一つながりにされた。

　大人たちは立ち上がることすら出来ず、子供たちの絶ぜつ叫きようを聞きながら死んでいった。




「──こうして、ヨツンヘルムは滅びたんじゃ」

　はじめてバァがその話をしてくれた時、わたしはまだ幼い子供でした。

　うっそうと茂しげった森の奥の、そのまた奥の、そのまた奥。

　古びた木材で建てられた小屋に、バァとわたしは向かい合っていました。

　昼だというのに外は暗く、鉛なまり色いろの雲が、山を押し潰つぶさんばかりにたれ込めていました。

　雷かみなりの音が聞こえるたびに、わたしの心臓は縮み上がります。

　その上、バァの話はとても恐おそろしく、わたしはこみ上げてくる涙なみだを抑おさえるので精せい一いつ杯ぱいでした。

「……こどもは、どこにいったの？」

「わしは姫ひめさま一人を連れて逃げるのに精一杯じゃったからのう」

　バァは皺しわくちゃな顔を困ったように歪ゆがませるだけです。

　わたしはますます不安になって、バァに迫せまりました。

「生きてるよね？　どこかでちゃんと生きてるよね？」

「そうだといいがのう」

　それだけしか、バァは言ってくれませんでした。

　違ちがうのだと、わたしは直感しました。

「ブレスは……恐ろしい男じゃ」

　そう言って、バァは口ごもりました。

「でも、バァはそのブレスより強いんだよね！　だって、バァはブレスの呪じゆ文もんに負けなかったんだもん!!」

　バァは顔を横に振ふりました。

「強うなんぞない。バァは霊眼が開かなんだだけじゃ」

「霊眼？」

　わたしが首を傾かしげると、バァは人差し指をわたしの額にあててくれました。

「霊眼族は大人になると、ここに三番目の眼めが開くんじゃ」

　わたしとバァの額には、星のような傷きず痕あとがありました。

「おばあちゃんになったら、なくなっちゃうの？」

　するとバァは小さく息をついて、

「……わしは、愛してはいかん人を好きになってしまったからの、一度も開かなんだ」

「愛？」

「額の眼は、愛する人と結ばれて開かれるんじゃ」

「だったら、アイもオトナになったら死んじゃうよ。だって、バァが好きだもん」

「そうかの」

　バァは笑いました。

「ひどいよ！　バァはアイが死んじゃうのがおかしいの!?」

「バァを好きというのでは、開かんの」

「アイはバァが好きだもん！　いちばん、いっちばん大好きだもん!!」

「もっと好きということじゃのう」

「バァより好きな人なんていないもん！　大きくなったってそうだもん!!」

　わたしは怒おこっていました。

　大好きだって言ってるのに、本気にしてくれないことがすごく悔くやしかったから。

「姫さまにもいずれ分かることじゃ」

「だったら霊眼なんか開かないもん！　そしたら死ななくてすむもん！」

「こんな時代じゃ、霊眼なんぞ目覚めさせんほうがいいかもしれんの」

「うん！　アイも霊眼ひらかない！　バァとおなじ!!」

「……とはいってものう、気付いたらしておるものじゃからの、恋こいは」

　なぜかバァは、そこでくすりと笑いました。

「恋？」

　意味が分からず首を傾げるわたしに、バァは顔を近づけてきました。

「よいか、姫さま、わしらがどんなに人目を忍しのぼうと、身を慎つつましくしようと、悪い奴やつらはやってくる。姫さまの霊れい眼がんを開かせようとする奴には決して心を開いてはいかんぞ、分かるか？」

「うんっ」

「連中はワシに刃はを向けて、姫さまに霊眼を開かせようともするじゃろう。じゃが、それに耳を傾かたむけてもいかんぞ」

「バァが死んでも？」

「死んでもじゃ」

「できないよぅ！」

　わたしは首をぶんぶんと横に振りました。

「それがバァの願いなんじゃ」

「だめ、死んじゃだめっ！」

「老いた者は先に死ぬ。姫さまには生きていて欲しいんじゃ」

「ブレスの呪のろいがあるから？　ブレスの呪いのせい？」

「そうじゃ」

　言って、バァは首にしていたネックレスを外すと、私の首にかけてくれました。

　鎖くさりの先についていたペンダントに、バァの皺しわくちゃで優やさしい顔が映り込みました。

「バァの代わりじゃ。バァが死んでも姫ひめさまを守れるようにな」

　──なんて馬ば鹿かなことを聞いていたんだろう、あの頃ころのわたしは。
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（ブレスのせいじゃない）

　こみ上げる思いに、アイは唇くちびるを嚙かんだ。

（わたしが霊眼を開いていれば、バァは……）

　思い出すだけで胸が締しめ付けられる。開いていた手は拳こぶしになってぶるぶると震ふるえていた。

　バァが味わった痛みの何分の一かでも味わいたい。

（わたしがバァの代わりにいなくなれば…………）

　何の掛かけ値もなく、そう思った。

　バァが生きていたら、顔を火のようにして怒るに違ちがいない台詞せりふだけれど、そうでも思わないことには、アイは胸が潰つぶれてしまいそうになっていた。

　軍ぐん靴かに蹂じゆう躪りんされたヨツンヘルムから自分を救い出してくれたのはバァだった。

　育て、慈いつくしみ、道を照らしてくれたのもバァだった。

　太陽みたいな存在だった。命そのものだった。

　死ななければならない理由なんて、どこにもなかった。

「なんで……」

　たまらず、涙なみだがつーっと頰ほおをこぼれ落ちた。

「どうしたの!?」

　驚おどろいた顔で、クルスが訊たずねてきた。

　アイはもう、泣くことを我が慢まんできなかった。

「わたしのせいで……みなさん、死んでしまいました。ディアさんたちだって……」

　こみあげる想おもいに、ひくっとしゃくりあげる。

　これ以上、何も言えない。

　自分の口から出た言葉が、鎖のように胸を縛しばり上げていた。

「ううっ……」

　声をあげ、アイは両手の中に小さな顔をうずめた。

「君のせいじゃないよ！　君のせいじゃ絶対にない！」

　クルスは言い切った。

「でも、わたしがいなければ、バァは死にませんでした」

「君が死なせたわけじゃない！」

　小さな顔を横に振ふって、自分自身を責めようとするアイの手を、クルスはつかんだ。

「でも！　わたしを助けようとしなければ、バァは死にませんでした!!」

　なんて顔をするんだろう、とクルスは思った。

　きっ、と歯を食いしばって、まっすぐににらみつけている。

　にらみつけながら、泣いている。

　せっかく取り戻もどした目から、涙を流している。

　ぽろぽろと涙を流している……。

　そのことが、クルスには例えようもなく悲しいことに思えた。

（どうしたら口に出来るんだろう）

　自分が死んでいたら、なんて言葉を。

　クルスはアイの苦しみを思った。

　彼女は、大切な人の命を奪うばったのは自分だと思おうとしている。

　自分がいなければ、おばあさんは死ななかったのだと思い込もうとしている。

　そんなはずがない。

　おばあさんを殺したのはダルダラだ。それ以外の何者でもない。

　なのに、彼女は自分が悪いと思おうとしている。

　彼女が探しているのは、おばあさんが生きていたかもしれない可能性なのだ。

　だから、ダルダラが悪いと言ったところで、むしろ彼女を絶望させるだけになる。

　自分が悪ければ、おばあさんが助かる可能性はゼロではなかったことになるからだ。

　生きていて欲しかったと思うあまり、自分が正しい行動を取っていれば、おばあさんは死なずに済んだのではないかという望みに、彼女はすがろうとしているのだ。

「……………………」

　クルスは何も言えなくなった。

　やりきれなさで胸がいっぱいになった。

　誰だれが好きで、一番大切な人を死なせたのは自分だなんて思いたいだろう。

　人の絆きずなを奪うというのは、そういうことだ。

　クルスは、心の内側から、ふつふつと感情が湧わき上がってくるのが分かった。

　ダルダラに、ブレスに、怒いかりを感じた。

　クルスはアイの手を取った。

「ダメだよ、死んだほうがいいなんて言っちゃ……」

　アイは逃のがれるように身をよじらせた。

「生きてたって、ブレスの呪のろいで、霊れい眼がんを開いたら死んでしまうんです！」

「呪い？」

　驚きに、クルスは息を吞のんだ。

「だったら、わたしなんかが生き残ったって……」

「違ちがうよ！」

　クルスはアイの両手を握にぎりしめた。

「君はおばあさんの命を預かっているんだよ！」

「えっ……」

　アイは、驚いた顔をした。

「バァの命を？」

「命は誰のモノでもないんだ、預かってるだけなんだ！　だから、死んだほうがいいとか言っちゃダメなんだ。預かった命を誰かにつなげるまで、死んじゃダメなんだ！」

　まくしたてるようにクルスは言う。

　アイは、上げた顔をまたうつむかせる──。

「…………」

　クルスは、唇くちびるを嚙かんだ。

「……ごめん、君の気も知らないで、勝手なこと言って」

「ううん、クルスくんの言う通りです」

　アイは、ゆっくりと首を振って、顔を上げる。

　指で涙を拭ぬぐって、小さくだけれど、にっこりと笑顔を浮うかべた。

　悲しさが残っているのは、半分が空から元気だからだ。

「わたし、バァのぶんも生きないといけないんですね」

「うん」

　クルスは力強くうなずいた。

　すると、二人の間に生まれた熱を冷ますかのように、ひゅう、と風が吹ふいた。

　濡ぬれた身体からだに夜気が冷たい。

「あがろうか」

　クルスはアイの手を引いて、岸辺に向かって歩き出した。

　空にはもう、ダルダラの楼ろう閣かくはない。

　すべて崩くずれ去って、密林に落ちている。

　入り口の扉とびらはまだ残っているかもしれないが、空の上では意味のないことだ。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか、みなさん」

「死ぬような人じゃないと思うけど……」

　何の掛かけ値もなく、クルスは思った。

「……でも」

　アイは顔を歪ゆがめた。

「大丈夫だよ、ダルダラの〝手〟で奪ったものは、取り返せば元に戻るみたいだから」

「ですけど」

「君の目だって、取り出した瞬しゆん間かんに戻もどったろ？　そういう能力なんだよ」

「ディアさんの手も戻っているでしょうか？」

「あの人が、負けるはずないよ。きっとダルダラも倒たおして、扉に飛び込んで、今いま頃ごろは街に戻れているんじゃないかな」

　すると、アイの顔が明かりのついたように明るくなった。

　よかった、とクルスは思った。

「これからどうしようか。スカーレットさんの無事を確かめたいところだけど……」

　と、振ふり返って彼女の顔を見た時だ。

　くぅ。

　アイのお腹なかからとても可愛かわいい音が聞こえてきた。

　彼女は恥はずかしそうに、顔をはにかませて。

「安心したら、お腹が空すいてしまったみたいです」

「あはは」

　笑ったところで、クルスは重大なことに今さら気付いた。




　彼女は、何も着てない。




　そんなことに今さら気付く自分もどうかと思うが、彼女と出会ってからというもの、色んなことが起こりすぎて、意識する余よ裕ゆうもなかった。

　彼女には、ここまでの道のりをマント一枚で付いて来させてしまったことになる。

（なんて失礼なことをしちゃったんだろう…………）

　申し訳なさとか、恥ずかしさが洪こう水ずいを起こして、クルスはアイの顔を見ることが出来なくなってしまった。

「どうしたんですか？」

　アイは不思議そうな顔をして、クルスの顔をのぞき込んできた。

　クルスの顔は、火のついたように赤くなっていた。

　それで、アイは自分があられもない格好をしていることに気付いた。

「ご、ごめんなさいっ」

　はだけたところを両手で隠かくして、アイも顔を真っ赤にした。

「僕のほうこそ、ごめん」

「そんなっ、クルスくんが謝ることないですっ」

　一杯いっぱいな顔をして、オロオロともじもじしている彼女を見ていると、クルスは胸の中が訳も分からず甘酸ずっぱいものであふれだして、どうしていいのか分からなくなった……。

「あ、あのっ！」

　クルスはいきなり服を脱ぬぎ出した。

「きゃっ！」

　アイは顔を覆おおった。

　何も着ていない女の子の前で、服を脱ぎ出すというのはいかがなものか。

　クルスは自分がとてつもなく誤解を与あたえる行動をしていることに気付いた。

「ごめんっ、ごめんなさいっ！」

　首まで肌はだを真っ赤にさせて、クルスは頭を下げた。

　彼女に服を着せたいだけだったのに。
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　とりあえず、アイには上着を着てもらった。

　並ぶとだいたい同じ背せ丈たけの二人である。裾すそや袖そでの長さはぴったりでちょうどいい感じになったが、胴どうまわりはけっこう余り、胸や腰こしは苦しい感じだった。

　胸部のぱつんとした感じが、何ともいえず、クルスは訳もなく恥ずかしくなった。

　元々、まったくといっていいほど女の子を知らないクルスである。

　異性を意識したら恥ずかしくなることなんて、当たり前のことだとも知らないで、罪の意識を覚えたりしていた。

「ごめんね、汚よごれた服で」

　謝るように言うと、アイはかえって恐きよう縮しゆくした。

「いいえっ、クルスくんこそ、そんな格好で」

「いや、この方が落ち着くから」

「？」

　きょとんとする、アイ。

「汝なんじ、ふしだらな目で人を見ることなかれ、汝、ふしだらな……」

　クルスはアイに背を向けて、十字を切り続けた。

「あとは……食べるもの食べるもの」

　ごまかすように歩き始める。アイから少し離はなれたい気持ちもあった。

　と、頰ほおをぽつぽつと打つものがあった。

「雨……？」

　空を見上げて、クルスは困った顔をした。

　雲行きからみて、雨はしばらく続きそうだったからだ。

　密林とはいえ、夜である。ましてや雨雲で月明かりを失った暗くら闇やみである。

　転ばずに歩くだけでも一苦労なのに、雨露つゆをしのげるほどの大樹は見あたらなかった。

　むせかえるような草花の匂においの中、クルスは四方に目をやったが、どれほど目をこらしたところで、人が入れるほどのうろや、隙すき間まなく枝を張った大木を見つけることは出来なかった。

　風に濡ぬれた肌をなでられて、クルスはぶるっと身を震ふるわせた。

「どこか、身を寄せる場所があればいいんだけど……」

「…………」

　アイは考えているようだった。

　ひとり、うなずくと、クルスから離れて、ぼそぼそと独り言のような言葉をつぶやく。

　頭の左右にある猫ねこのような耳、霊れい聴ちようがふるふると揺ゆれた。

　霊眼が人の目には見えぬものを見る目だとしたら、霊聴は精霊の声を聞くための耳だった。

「うん、うん、そう、ありがとう」

　誰だれもいない方角に向かって、ぺこりと頭を下げると、クルスに近づく。

「クルスくん、こっちです」

　手を引いて、アイはクルスを密林の奥へと案内した。

　そこは、大人がひとり入るのがやっとという岩いわ陰かげだった。

　何かのはずみで割れた部分が窪くぼみになっていた。

「すごいね、精霊と話が出来るんだ！」

　目を向けると、アイはびくっと怯おびえた顔をした。

「どうしたの？」

　アイはびっくりとした顔で、クルスを見つめていた。

「ごめんなさいっ」

　おろおろとしたアイは、いきなり両手を太ふと股ももの前で合わせて頭を下げたりした。

「どうして、謝るの？」

　クルスは戸と惑まどった。

「怖こわくないですか？　見えないものと話をしたりするのって」

「なんで？」

「うそ」

「噓うそじゃないよ」

「……ホント、ですか？」

　うつむいた顔をちらりと見上げるようにして、アイは訊たずねてきた。

（怖がってる……）

　クルスはアイの態度を、そう解かい釈しやくした。

　何度もそういう目にあってきたのだろう。申し訳なさそうに揺れる目が、クルスを見つめていた。

　人の甘い言葉など、うかうかと信じ切れないところがあっても無理はない。

　クルスは力強く、アイに言った。

「ほんとだよ。すごいじゃないか、精霊と話せるなんて」

「そんなこと、そんなことないですっ！」

　アイは慌あわてて、両手を小さく振ふった。

　誉ほめられることに慣れていないのか。焦あせっている顔が可愛かわいらしかった。

「安心して、ここには君を怖がる人なんて一人もいないから」

「……はい」

　ゆっくりと、アイの顔が明るくなっていった。

　それだけで、クルスは胸がいっぱいになった。

　守りたい、と思った。
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　二人は岩陰に座ることにした。

　元が狭せまい場所だ。二人は自然と肩かたを寄せ合うように腰こしを下ろす。

「…………」

「…………」

　どちらからともなく、言葉が消える。

　気になって、アイはクルスの顔をのぞき込んだ。

　クルスは視線を外に向け、なにか物思いにふけっているような表情をしている。

　邪じや魔まをしたくないので、アイは口をつぐんだ。

　しとしとと降る雨の音だけが聞こえる。

　雲に覆おおわれた空は暗く、頰ほおを撫なでる風は冷たい。

　けれど、アイに不安や寂さびしさはなかった。

　クルスに触ふれている腕うでから熱が伝わってくる。

　初めは、それのせいかと思った。

　それは半分当たっていて、半分外れている。

　ぽかぽかとした気持ちは、自分の中からあふれ出していた。

　春の日の太陽のような暖かな想おもい。

　アイはうっとりとした気分に酔よいそうになっていた。

（ずっとこのままがいい）

　雨が止やまなければいいとすら思う自分に、アイは戸惑いを覚えた。

　なぜそんな気持ちになるのか、自分でも分からない。

　説明のつかない感情に、アイは名前を付けてみようと思った。

　けれど、ちょうどいい言葉が見つからない。

　それでもアイはかまわなかった。

（クルスくんがいればいい）

　このまま時が止まっても構わないような陶とう酔すいを、彼女は覚えていた。

「初めてでした」

「なにが？」

「わたし、嬉うれしかったんです」

　言いながら、アイは照れくさそうに両手の指を絡からめだした。

「眼めや耳のこと誉めてくれたの、クルスくんが初めてだったんです」

　心の底から湧わきあがる嬉しさを顔にのせて、クルスを見る。

「…………」

　それだけで、クルスは頰が赤くなった。

「クルスくんの左手も元に戻もどるといいですね」

　言って、絡めた両手を膝ひざにかける。

　少し、下を向いて、細い声でつぶやく。

「私の力、もっと人の役に立てる力だったらよかったのに……」

「助けてくれたじゃないか」

「それ以外は、迷めい惑わくをかけてばかりです」

「君のせいじゃないよ」

「ごめんなさい。こんな話しちゃって」

「辛つらいことは人に話すと半分になるっていうよ」

「押しつけてるみたいで嫌いやです」

「そんなことないよ。誰だれかの力になれるのって、嬉しいし」

「クルスくんは立派ですね。他人ひとと違ちがう力を持っていても前向きで」

「僕だって、怖こわいって思うことあるよ」

「クルスくんもですか？」

　アイはびっくりして、目を丸くした。

　クルスにそんな弱さがあるなんて、夢にも思わなかったからだ。

「そんなことばかりだよ。僕だって、僕を逃にがすために都の人たちが石になって……。その日のことを思い出すと、やりきれなくて胸がいっぱいになる」

　こくりと、アイはうなずいた。

　クルスは石化した左手を見つめる。

　そんなクルスの姿を、アイは自分のことのように見つめた。

「やらなきゃって思うけど、使命を果たせるのかどうか不安になる時だってあるよ」

「クルスくんなら、きっと出来ます」

　アイは真しん剣けんな顔をして、訴うつたえた。

「出来るかな？」

「わたしも……わたしもそうなりたいです。迷惑じゃなく、誰かの役に立ちたいです」

「なれるよ」

「なれると思いますか？」

「だって、君が元気になると、僕は嬉しいから」

「…………」

　アイは何も言えなくなってしまった。

　また、沈ちん黙もくが始まる。

　言葉が続かなくなって、もじもじとした気持ちになって、アイは胸にかけたペンダントをもてあそび始めた。

　少しして、アイはつぶやいた。

「捕つかまってた時に言ったこと、忘れて下さい」

　照れくさいのか、アイは猫ねこのような耳をぱたぱたとさせる。

「わたし、ホントはひとりぼっちは嫌です」

「そうだね」

　クルスはうなずいた。

「ずっと一いつ緒しよにいられたらいいね」

　アイはその言葉を聞くや、息を吞のんで、クルスを見つめた。

　息いき遣づかいが速くなる。

　何かを言おうとして口を開き、すぐに一いつ杯ぱいいっぱいになって、下を向いてしまった。

「はい……」

　消え入るような言葉で、つぶやく。

　あまりにも激しく動どう揺ようしているので、クルスは、自分がまたいけないことをしてしまったのかと思うほどだった。

「どうしたの？」

　アイはうつむいたまま、ふるふると首を振ふるばかりだ。

「？」

　クルスは知らない。

　このとき、ひとりの胸のうちには、永遠に変わらぬ不ふ滅めつのなにかが芽生えていたことを。

　彼女自身も気付いていない。

　あとになって、そういえば……、と気付く。

　恋こいとはそういうものだった。






















「見て、晴れたみたいだよ」

　言って、クルスくんは立ち上がりました。

　時はどれぐらい過ぎていたのでしょう。

　気付くと、雨は止やんでいました。

　雲の切れ間から、清さやかな月光がきらきらと差し込んでいます。

「今のうちに眠ねむれるところを探そう」

　優やさしい声で、わたしに話しかけてくれます。

　さっきまで何を言われても嬉うれしく思えたのに、今は優しい言葉をかけてもらえるほど、胸が痛くなります。

　クルスくんは使命のある人。

　そして、わたしは、存在しているだけで迷めい惑わくをかけてしまう。

　霊れい眼がんを持っているわたしは色んな人に狙ねらわれて、クルスくんの旅を邪じや魔ましてしまうでしょう。

　一緒にいてはいけない存在なのです。

　そのことに気付いた瞬しゆん間かん、わたしはさっきまで感じていた幸せが裏返しになって、打ちのめされるような気持ちになりました…………。

「濡ぬれてるから、気を付けて」

「えっ」

　考え事をしていたせいでしょう、わたしは足を滑すべらせました。

　クルスくんは手を差しのべてくれたのですが、遠えん慮りよもしないで引っ張ったせいか、クルスくんも一緒につんのめって、二人して泥どろの中に転んでしまいました。

「ご、ごめん……！」「ごめんなさいっ」

　わたしが謝るのと同じタイミングで、クルスくんの声。

　思わず振り向くと、泥で汚よごれたクルスくんの顔があって、それがおかしくて、わたしは吹ふき出してしまいました。

　すると、クルスくんも「ひどいよ」と言いながら、笑い出しました。

　見ると、わたしも泥だらけになっていて、クルスくんが胸にかけている十じゆう字じ架かにはめられた宝石に映るわたしの顔は、クルスくん以上に泥だらけでした。

　わたしはますます笑いが止まらなくなりました。息がかかるぐらいの距きよ離りで、とても楽しそうな顔をするクルスくんを見ていると、わたしは幸せな気持ちになりました。

　──いつまで、一緒にいられるのかな。

　そんなことを考えた瞬間、わたしは涙なみだが出そうになりました。







（間ま違ちがってないよね）

　腕うでを組んで、クルスは思った。

　互たがいに泥だらけになった顔を笑いあっていたら、アイがすっかりしょげた顔になってしまったので、泥を落としてきたら？　と、湖での入浴を勧すすめた。

（僕から、お風ふ呂ろの話を切り出すのは変だったかなあ）

　よくよく考えてみれば、彼女のことをまったく知らない。

　そもそも女の子というものがよく分からない。

　細くて、柔やわらかくて、よく似てるのに別の生き物みたいな感じがする。

　分かることといえば、たった一つ。

　故郷を滅ほろぼされた悲しみと、この身に呪のろいを受けた歯がゆさだけだった。

　──ブレスの呪いのせいで、霊眼を開いたら、死んでしまうんです。

　彼女がそう言った時、クルスは心の中で叫さけんでいた。

（いったい何人の人を呪のろえば気が済むんだ！　ブレス!!）

　ブレス、ブレス、ブレス、その名を何度耳にすればいいのか。

　それほどのことをして、ブレスはいったい何をしたかったのか。

　霊都を滅ぼし、魔ま法ほうを復活させ、神を殺し、世界をバラバラにし、それだけのことをした挙げ句──世界の支配者にすらならなかったのである。

　世界が滅んだあと、ブレスは姿をくらまし、生きているとも死んでいるとも行方ゆくえは杳ようとして知れない。死んでいたら死んでいたで無責任の極きわみだし、生きていながら、人々の苦しむ様をニヤニヤと笑いながら見物をしているのだとすれば最悪な話だ。

　奪うばうだけ奪って、何も還かん元げんしない。

（ダルダラと同じだ……！）

　地図王の正体を知ったとき、説明のつかない怒いかりを感じた理由がいま分かった。

　ブレスも、ダルダラも、自分のためにしか生きていない人間だ。

　ダルダラが金さえあれば、生命すら買えると思い込んでいるように、ブレスとて、力があれば、どれだけの命を踏ふみにじってもいいと思い込んでいる。

（許せません……！）

　そう思うほどに、怒りが自分に跳はね返ってくるのを、クルスは感じた。

　自分はそんな人間の足あし下もとにも及およばないほどに非力な存在なのだ。

　じっと、左手を見る。

　灰色に石化して動かない、冷たい手。

　大切な人を暖めることも出来ない。

（何が守る、だ）

　宝珠オーブすら元に戻もどせない自分が何を言ったところで、負け犬の遠とお吠ぼえと変わらない。

　吠えるだけ吠えて、アイを守ることも出来ないのだ。

（ディアさんやスカーレットさんを守ることだって出来なかったじゃないか！）

　無責任という意味では、ダルダラやブレスと何も変わらない。

　そのことがクルスはたまらなく悔くやしかった。

　石化した手で自分を殴なぐりつけてやりたい気持ちにかられた。

（そんなことしたって、何にもならないのに……）

　握にぎりしめることも出来ない拳こぶしが、ぶるぶると震ふるえる。

　安っぽい自傷行こう為いしか思いつけない自分が、譬たとえようもなく腹立たしかった。
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（クルスくんはきっと、わたしを守ろうとしてくれる……）

　出会って一日も経たっていないのに、アイはそのことを疑わなかった。

　自分にそれだけの価値があるからではない。

　クルスはどんな人に対しても、真心で接する人だと分かったからだ。

　自分のような人間を守るためですら、命を懸かけてくれる。

（喜んじゃいけない──）

　アイは首を振ふった。

　細い首筋に、濡ぬれた髪かみから滴したたる水が伝い流れた。

　空には丸々と満ちた月がぽっかりと顔を出している。

　鏡のように澄すんだ湖は、月や星々を映し出していた。

　その中に、裸ら身しんのアイがいる。

　水すい滴てきに月光がまとわりついて、素す肌はだが輝かがやいているようだ。

　残ざん酷こくなほどに、いまの彼女は美しい。

　笑え顔がおの消えた横顔は、神しん殿でんの彫ちよう像ぞうと見まがうほどである。

　星の海から生まれる暁あかつきの女神のような神こう々ごうしさがあった。

　人として見なければ、彼女は至高の美術品といってもよいのだろう。

　アイは、水面に映る自分を見た。

　頭の左右についた霊れい聴ちよう、額についた三星痕こん、消すことの出来ない霊眼族のしるし。

　たまらず、アイは手を突つっ込んだ。

　くしゃくしゃにかきまわして、自分の顔を搔かき消した。

　彼女にとって何の価値もないという意味では、虚むなしい美である。

（引き替かえに出来るようなものを、わたしは持っていない）

　少女である。ましてや息を潜ひそめて暮らしてきた女の子である。

　いつか自分だけの騎き士しが現れてくれることを夢見なかったと言えば噓うそになる。

　けれど、それは自分が釣つり合いの取れる対価を払はらえればの話だ。

（だから、わたしはクルスくんのそばにいてはいけない……）

　考えれば考えるほど、そういう結論に落ちこんでゆき、出口を失う。

　思うだけで、胸が切なくなった。

（どうして──）

　出会って、数えるほどの時間しか過ぎていないのに。

　これほどに別れがたく思っている自分が信じられず、また、信じるしかなかった。

　彼のことを思い出すだけで、息も出来なくなるぐらい苦しくなった。

　ましてや、離はなればなれになることを考えたら──。

　寂さびしくて、悲しくて、こらえきれなくなって、アイは右手を額にやった。

「どうして……、こんな眼めが……」

「ワシに霊都への扉とびらを開かせるために決まっているだろう！」

　声がして──。

　振り向くよりもはやく、湖面に照らし出された影かげにアイは絶句した。

　身体からだから飛び出した四つの腕うで。

「あなたは……！」
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「死んだと思ったか!?」

　大きな水しぶきをあげて、ダルダラが出現した。

「きゃああああ！」

「呼ぶか！　クルスを呼ぶか!!」

　逃にげようとするアイの手をダルダラがつかむ。

「逃げて！　クルスくん逃げて！」

　振り払おうとしながら、密林に向かってアイは叫さけんだ。

　その純情を、ダルダラは笑い飛ばした。

「わたしとクルスの何が違ちがう!?」

「比べるまでもありません！」

　きっぱりと迷いなく、アイは言い切った。

「クルスとて霊都を目指しているのだぞ！　何の目的もなくお前に近づくと思ったか！」

「いいかげんなことを言わないで下さい！」

　怒いかりを秘ひめたまなざしで、アイはダルダラを見た。

　ところがダルダラは動じるどころか、口笛のような音を立てるばかりだった。

「めでたい女だな。神を復活させようとする人間が霊都に興味を持たないとでも思ったか？」

「えっ……」

　そこへだ。

「アイ─────────────────────────────────っ！」

　肺にある空気をすべて吐はき出すような勢いで、クルスが姿を現した。

　茂しげみの中から岸辺に飛び出すと、迷わず湖に飛びこんで、走る。

　ばしゃばしゃと湖面を蹴け立たてて、ダルダラに迫せまる。

　だが、ダルダラは悠ゆう然ぜんとアイから手を離し、クルスを歓かん迎げいした。

　アイは、クルスのもとへ走ろうとはしない。

「うまい騙だまし方もあったものだな！」

「なに！」

「目的を隠かくして、アイに霊都を案内させるつもりだったか」

「違う！」

「何が違う！　貴様が霊都以外の何を目指す!!」

「…………っ！」

　クルスは、首を横には振らない。

　キッと唇くちびるを結んで、走り込むだけだ。

「……………………」

　それだけで、十分だった。

　アイは頭を殴なぐられたように、おろおろとよろめいた。

　倒たおれそうになる身体からだを、ダルダラが受け止めた。

「こっちに！」

　クルスが手を伸のばした。

　アイは身を引いた。

　猫ねこのような耳が、しゅんと怯おびえたように畳たたまれるのをクルスは見のがさなかった。

「っ!?」

「そういうことだよ、クルス！」

　ダルダラはアイを抱かかえて、大きく跳とんだ。

　みるみる遠くに逃げていく二人を、クルスは追おうとはしなかった。

　身体が動かなかった。

　自分が手を伸ばしたとき、首をふるふると振りながら身をよじったアイの顔が、恐きよう怖ふに怯えていたからだ。

　呆ぼう然ぜんと、クルスは立ちつくした。

「何やってんだ！　今の悲鳴はアイだろ！　突つっ立ってる場合か!!」

　がさり、と茂みから声がした。

「ディアさん！」

　現れたディアを見て、クルスは驚おどろいた。

　何があったのか、全身に、擦すり傷や青あざがある。

「僕……、僕……っ！」

　一目でディアは、クルスのただならない様子に気付いた。

　理由は分からないが、大きなショックを受けているようだ。

（くっ、ダルダラに何かされたか──！）

　だが、ディアは拳こぶしのように固い一声を叩たたきつけた。

「追うぞ！」

「……は、はいっ」

　我に返ったような声をクルスはあげた。

　二人は駆かけ出す。アイのもとへ。ダルダラのもとへ。
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「ふぅ……」

　肺に貯たまった空気を残らず吐き出して、ルルは、爪つま先さきから徐じよ々じよに駆け上がる水の感覚に快感にも近い痺しびれを感じた。

　ほどよくひんやりとした冷たさが、肌はだから内側に溶とけていく。

　身体に染しみついた疲つかれを搾しぼり取ってくれるように思えた。

　脱ぬぎ捨てられた服は、川岸だ。布を巻いて仕立てた急ごしらえのものである。

　ルルは白い身体を弓のようにしならせると、清さやかな光を放つ満月を見上げた。

　空中に突きだしていた楼ろう閣かくの高さは覚えている。

　石いし畳だたみという石畳が割れて、足あし下もとに地上を見たとき、その高度に戦せん慄りつした。

（よく生きていたものだ）

　五体の無事を確かめるように、水をかけた腕うでを撫なでる。

　確かに、腕はある。

　顔も、首も、胸も、腰こしも、指先にその感かん触しよくをしっかりと感じる。

　そばに突き出ていた岩に足を置くと、今度は爪先から手のひらを走らせる。

　足の甲こう、くるぶし、すね、ふくらはぎ、膝ひざの裏から太ふと股ももへ、くすぐったいようにわざと濡ぬれた指をなぞらせる。

　ぞくぞくとした感覚が、四し肢しが無事にあることを実感させてくれる。

「不覚だ……」

　恥はじ入るように、ひとりごちる。

　実は、なぜ生きていられたのか、ルルは覚えていなかった。

　地上に墜つい落らくする、と思った瞬しゆん間かん、気絶をしてしまったらしい。

（恐怖に敗北するなど、騎き士しとしてはあってはならないこと……）

　羞しゆう恥ちに頰ほおを染めながら、気絶から目覚めた時のことを思い出す。

　あたりは楼閣の残ざん骸がいでいっぱいだった。密林はむやみな形で押しつぶされ、自分が倒れていた石いし床ゆかは川の流れを遮さえぎるようにまっぷたつに折れていた。頭上から、ぴしゃぴしゃと水がしたたり落ちていて、意識を取り戻もどしたわけだが。

　幸運には感謝した。

　人の姿が見えなくなるほどの高空から落ちて生きていられたのだ。幸運以外のなにものでもない。あえていえば、日ひ頃ごろの善行の報むくいというものだろう。いいことをすれば、いいことが返ってくるというものだ──そう、ルルは思う。

　一瞬だけ得意な気持ちになって、ルルはみんなのことに意識を移した。

　名前を呼んだが、返事はなかった。

　川に流されていたら、と下流に移動することにした。

　しかし、それといったものは見つからず、雨で着衣が重たくなったこともあり、休きゆう憩けいを兼かねて水浴びをしていたわけだが──。

「ディアめ……」

　不意に発した一言に、ルルはハッとなった。

（なぜ、奴やつを思い出す!?）

　こんな状じよう況きようで彼を想起したことに、ルルは羞恥した。

　がさっ、と茂しげみを踏ふみつける音がした。

　ルルはとっさに身構える。

　眼めにも止まらぬ速度で、何かが樹上に飛びだしていった。

「巨きよ大だい……蝙蝠こうもりか？」

　人ではない、と思った瞬間、ルルは安あん堵どの息を漏もらした。

「なっ、何を安心しているのだ、私は！」

　顔を赤らめる。

　そして、胸むな元もとを隠かくしていた自分に気づき、苛いら立だった。

（私は女ではない！）

　恥じらう自分を恥ずかしいと思う。

（騎士なのだ！）

　そして騎士とは、鋼はがねそのものだ。

　鋼とは一本の剣けんであり、身体からだはその延長線に過ぎない。

（鞘さやから抜ぬかれて恥じらう剣がどこにいる……！）

　裸はだかを見られたぐらいで羞恥するなど、騎士として失格なことだと、ルルは自分を罵ののしった。

　ここにも楼閣の破片は落ちていた。
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　元は柱か何かだったのだろう、つるりと磨みがき上げられた表面に映る身体をルルは見た。

　服を脱ぬいだ彼女は、まぎれもなく貴族の生まれを思わせる美しい身体をしていた。

　肉付きは薄うすいほうだが、男に見えるわけではない。

　むしろ、どこまでも女の身体をしている。匂におい立つものがあるのだ。

　つまりそれは、騎士には不向きな身体つきをしているということだ。

　女であることを恥じるつもりはないが、努力では乗り越こえられない絶対的な壁かべを見せつけられているようで、ルルは自分の裸ら身しんが好きにはなれなかった。

「それもこれも、アイツのせいだ……」

　ぶるぶると拳こぶしが震ふるえてくる。

　屈くつ辱じよくを思い出すほどに、奴と肩かたを並べて戦ったことすら恥ずかしく思えてくる。

　ルルは剣を取った。

　鞘から刃はを抜きはなち、手近な木の枝を打ち払はらう。

　ヤァ、という声とともに、銀糸を通した針のような光が一いつ閃せん、

　幹はしならず、枝は揺ゆれず、茎くきをまっぷたつに切断された葉がひらりひらりと舞まい落ちた。

　ふぅ、と息を吐はき、剣を収める。

「死んでいたら、ただではおかんぞ」

　生きておらねば、屈辱をそそぐことも出来ぬのだ。

　するとだ。

「まちやがれー!!」

　聞き覚えのある声とともに、ばしゃばしゃと近づいてくる者があった。

　ディアだ。そのあとにクルスが続いている。

「きゃあああああああああああああああああああああああああ！」

　騎き士しのものとは思えぬ可か憐れんな声で、ルルは悲鳴をあげた。

　ディアは止まりもしないで、全速力。

「てめえ！　こんなトコで何してんだよ!?」

「アンタこそ何しに来た──────っ!!」

　ルルは手にした剣を引き抜いた。

「ま、待て！　オレの話を聞け……！」

「待つのは貴様だぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　問答無用で、ルルは襲おそいかかった。

　剣と剣のやりとりが、丁々発止と数十合。

　つまり──。

「てめえのせいで、アイを見失っちまったじゃねえか！」

「そ、そうだったのか？」

　しゅんと肩を落とし、ルルは恥はじ入った。

　唇くちびるをきゅっと結び、真しん摯しな顔をして、頭を下げる。

「……すまなかった、クルス」

「オレは無視かよ！」

「貴様の普ふ段だんの行いが悪いから、誤解されるのだ！」

「うわ、人のせいにしやがった！」

「二人とも！　喧けん嘩かはやめて下さい!!」

　真っ青な顔をして、クルスが間に入る。

「そーだぜ、騎士が裸で喧嘩なんて、はしたないにもほどがある」

　ソウダッタ。
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　ルルは死にたくなった。

　三回目である。一昼夜にして三回目である。

　一度ならずも二度ならずも三度までも、見ず知らずの男に生まれたままの姿をさらしてしまったのだ（見られたという意味では、実は三回ともクルスが居合わせていたりするのだが、なぜかクルスのことはルルの意識にはない）。

　ルルは一も二もなく服を身に着けに戻もどろうとしたが、ガサッと茂しげみを踏ふみ分ける音が、彼女を足止めした。

　ディアも不意に現れた人の気配に戦せん慄りつを覚える。クルスもだ。

　三人の眼めが岸辺の一点に集中し、現れる人ひと影かげを待ち受けた。

　暗くら闇やみの中から、顔が見える。

　見るも余よ裕ゆう綽しやく々しやくな顔つきをした、スカーレットであった。

「騒さわがしい声がすると思って来てみれば、おぬしら、生きておったのか」
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　三人が三人とも、声を荒あらげた。
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「言ったであろ、私は不死身だと」

「説明になってねーよっ！」

「なんにしてもご無事でよかったです」

　クルスは眼の縁ふちに浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐっていた。

　よしよし、とスカーレットはクルスの頭をなでながら、

「クルスは素す直なおよの。それに引き替かえ、おぬしらはなんだ、人が生きておったというのに」

「あんなトコから落ちて、なんでテメーは無事なんだよ！」

「たまたま落ちたところにロープが垂れ下がっておってな。それに摑つかまり、落下の勢いを殺したというわけだ。どうだ、助かるのも無理はない話であろ？」

「ありすぎだろ!!」

「いいじゃないですかディアさん、生きていればなんでも」

「……いいのか？」

　疑問に思う、ディアである。

　その後ろでは、ルルが着衣を済ましていた。

「生きておるのが不思議というなら、おぬしも同類であろう」

「オレは、コイツでなんとかしたんだよ」

　と、紋もん章しよう剣けんの柄つかに手をかける。

　魔ま法ほうを使って、着地の衝しよう撃げきを和やわらげたということか、とスカーレットは解かい釈しやくした。

「……に、しては傷だらけだの」

「ほっとけ」

（え…………）

　ハッ、とルルは気付いた。

　言われてみれば、ディアは無数の傷を負っていた。

　戦いのあとだからと気にもしていなかったが、よく見れば、ダルダラと戦っていたよりも傷が増えている。

（まさか…………）

　ルルは息を吞のんだ。

「どうしたのだ、ルル、顔色が悪いぞ」

「い、いえ！　なんでもありません、姫ひめ様!!」

　スカーレットに名を呼ばれ、ルルはぴしっと背筋を糺ただした。

「ふふっ、このような辺境で姫もなにもあるまい、スカーレットと呼べ」

「いえ、でも……」

「私を対等に扱あつかわぬのであれば、これからの話、同席は許さぬぞ」

「わ、わかりましたっ！」

　しゅたっと、剣の礼をして、ルルは頭を下げた。

（どこが対等なんだ……？）

　首を傾かしげざるを得ない、ディアである。

「ともあれ、ダルダラは生きておるようだな」

「そうだ、早く追わねえと、この密林だ。どこへ行ったか分からなくなっちまう」

　つぶやくディアに対し、スカーレットは余裕を隠かくさない。

「その心配はない。ダルダラはある場所から逃にげられん」

「どういう意味だ？」

「奴やつの身体からだからポーチを盗ぬすんだとき、ついでに拝借したものがあってな」

　そう言って、スカーレットが懐ふところから手のひら大の鍵かぎを取り出した。

「ここと宮きゆう殿でんの空間をつないでいた、扉とびらの鍵だ」

「やるじゃねえか！」ディアは口笛を吹ふいた。

「今ごろ怒いかりでドアを叩き壊こわしていなければよいがの」

　ふふっ、とスカーレットは笑い、鍵をそばにあった岩の上に置いた。

「しかし姫様、アイツは怪あやしげな技わざを手に入れたようですよ」

「そうだ。アイツ、影かげを伝う宝珠オーブを……」

「子供だましだ」

　スカーレットは一笑に付した。

「その手の技は短たん距きよ離りの移動しか出来ぬものだ。発動に消費する時間を入れれば、動く速さは走るのとさほども変わらぬ。出てくる場所が分からぬから恐おそろしいだけだ」

「なるほどな、その通りだ」

　ディアはうなずいて、腰の剣に手をやった。

「つまりまあ、あとは戦うだけってことだな」

「馬ば鹿かじゃないの？　アンタ！」

　ルルはこれ以上ないほど眉まゆを逆立てて、ディアに嚙かみついた。

「さっきだって五分で戦えただろ」

「やっと五分五分だったんでしょ!?　今のアイツはそれより強くなっているのよ!!」

「アイを見捨てるのか？」

「冷静になれって言ってるのよ！　負ける戦いを挑いどんだって意味がないでしょ！」

　言って、ルルは腰こしに手をあてると、先生が聞き分けのない生徒にするようにディアを見た。

「ンなことは言われなくても分かってんだよ」

「なによ」

「勝つか負けるかの話をしてるんじゃねえんだ！　仲間を助けるか助けないか！　それだけなんだよ!!」

「姫様ぁ！」

　ルルは助けを求めるように、スカーレットを見た。

　けれどスカーレットのまなざしも、ディアと同じ意志を見せていた。

　そのときだ。

　岩の上に置かれた鍵を、クルスがそっと握にぎった。

「どこ行くつもりだよ」

　クルスの背中を、ディアの声が刺さした。

　声に怒りの響ひびきがある。事実、ディアはクルスを睨にらみ付けていた。

「鍵と引き替かえに、彼女を自由にしてもらいます」

「奴が話し合いなんかするかよ、鍵なんて、てめーをぶっ殺して奪うばえばいいんだしな」

「分かっています」

　クルスは言った。

「──それでも、僕ひとりの命で済むなら、全ぜん滅めつするよりマシです」

「何もかもしょいこもうとするなよ」

「僕は周りの人を不幸にしてしまう身の上です！」

　クルスは叫さけんだ。

「悪いことが起こったら僕のせいかって思います！　思うしかないじゃないですか!!」

「悪いのはてめえじゃねえ」

「同じです！　僕は彼女に謝らなくちゃいけないんです!!」

「……何をだよ」

「彼女を……、傷つけてしまいました……」

　言って、クルスは唇くちびるを嚙みしめた。

　思い出す。アイがダルダラに奪われた時のことを。

（悲しそうな顔をしていた……）

　どうして、彼女がそんな顔をしていたのか、自分には分かる。

（噓うそをついていたからだ……）

　後こう悔かいが、槍やりとなって胸に突つき立った。

「僕は……、霊れい都とを捜していることを黙だまっていました。彼女が怖こわがるんじゃないかって思って、言わないことにしていました」

「思いやりだろ」

「違ちがうんです」

　クルスは首を振ふった。やりきれない顔をして、首を横に振った。

「そんなの、ぜんぜん思いやりじゃなかったんです」

　クルスは動かない左手を持ち上げた。

「ご存じの通り、僕の左手は呪のろいで動きません。僕自身、そのことを恥はずかしいと思っていましたし、迷めい惑わくをかけるのも嫌いやで、旅をしてきた仲間とも別れて逃にげ出してきました。……彼女と、一いつ緒しよです」

　言って、口をつぐむ。

「だから、一人で行くのかよ」

「覚えてます？　ディアさんが僕の呪いを初めて知った時のことを」

「何か、言ったか？」

「大笑いしたんですよ」

「アンタって、ほんっと無神経な奴やつねえ」ルルが呆あきれた目をした。

「うっせ！」

「あのとき、僕、ちょっと嬉うれしかったんです」

　思い出すように、クルスはつぶやく。

「笑いながら、そんなの関係ねーよ、って言ってくれた時、救われた気分になってたんです」

　言って、悔くやしそうに顔を歪ゆがめた。

「だから、彼女がして欲しかったこと、僕なら分かるはずだったんです！」

　後悔で、クルスは心が千切れてしまいそうになっていた。

　胸をよぎるのは、最後に見た、彼女の寂さびしげな表情ばかりだ。

（彼女は何を思っていたんだろう……）

　あれだけさんざん信じてと言っておきながら、実は噓をついていたのだ。

　傷ついただろうか、裏切られたと思っただろうか。

（一番、ひどいことをした──！）

　心を弄もてあそんで、裏切ったのは自分だ。

　ダルダラが彼女の心を弄んだ時、何よりも怒いかりを覚えたはずなのに、同じことを、自分は彼女にしてしまったのだ。

　もし、自分が噓をついていなかったら、さっき彼女は手を握にぎってくれたかもしれない。

　そうしたら、ダルダラに連れ去られなかったかもしれない。

（それだけの裏切りを、僕はしてしまったんだ……！）

　悔くいはとどまるところを知らなかった。

　苦しくて、苦しくて、止まってしまいそうなほどに心臓が痛んだ。

「噓をついちゃいけなかったんです。彼女は一生霊眼を持って生きないといけないんだから、隠かくし事をしたって、向き合ったことにはならないんです。僕が霊都を目指していることも話して、それでも傷つけたりしないって言わないといけなかったんです。怖がられても、誤解されても、ちゃんと言わないといけなかったんです！」

　魂たましいを絞しぼるように言って、クルスは背を向けた。

「だから、これ以上みなさんにご迷惑をかけるわけにはいきません」

「分かってねえなあ！」

　苛いら立だたしげなディアの声が、頭の裏に突き刺ささった。

「クルス、てめーは何なんも分かっちゃいねえよ！」

　振り向き、クルスは声を荒あらげた。

「何がですか！」

「困ってる、助けてくれ、でいいことだろ？　友達ダチだろッ！」

「でも……」

「なんだよ、オレがダチじゃ不満かよ」

「………………」

　クルスの瞳ひとみに、みるみると涙なみだがあふれてきた。

　こらえようとしているのだろう。クルスは唇くちびるを嚙かんで、ふるふると首を横に振った。

　ディアが言う。

「喜ぶとこだろ！　ここは!!」

「ディアさん……！」

　ゆっくりと、時の流れが変わったかのようにゆっくりと、クルスの顔に笑えみが浮うかんだ。

「それでいいんだよ」

　ニッ、とディアも笑った。

　すると、スカーレットもご機き嫌げんな顔で立ち上がった。

「今の台詞せりふ、私にも言ってもらおうか」

「えっ」

「王宮には私にかしずく者しかいなかった。友といえる者が欲しかったところだ」

「そんな！　スカーレットさんまで!!」

　クルスは両手をぶんぶんと振って、恐きよう縮しゆくした。
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　しかし、スカーレットは応じなかった。

「義務ではなく権利として戦ってみたかったのだ。誰だれかの為ためにな」

　言って、笑みをこぼした顔は嬉しげに緩ゆるんでいた。

　すると、クルスは涙を我が慢まんできなくなってしまった。

「ありがとうございます、みなさん……！」

「おいおい、男が泣くんじゃねーよ」

「本当にごめんなさい……、でも……」

「しゃーねーなあ、オレたちのリーダーは」

　やれやれ、とディアは首をすくめてみせた。

「ディア、泣ける時に泣けるクルスがうらやましいのであろ」

「馬ば鹿かっ、ちげーよ！」

「どうかな」

　フフ、とスカーレットは笑うと、ディアもそれ以上は否定しない。

　剣けんの柄つかに手をやり、めらめらと燃える闘とう志しを瞳にのせて、二人に告げた。

「じゃあ、行くか！」

「こらーっ！　あたしを仲間外れにすんなー!!」

　ルルが怒おこっていた。

　どうでもよさげな目つきをディアはする。

「なんだよ、まだいたのかよ」

「むかつく！」

「そういうわけだ、鍵かぎはルル、おぬしが預かっておいてくれ」

　スカーレットも似たような態度だ。

「いやです！」

　ルルはきっぱりと首を横に振ふった。

「なんだよ、ダルダラに寝ね返がえる気かよ」と、ディア。

「あたしも仲間に入れろと言ってるのよ！」

「おまえ仲間にすると、ガミガミ嚙みつかれそうでヤなんだよな～」

「あたしのせいなの!?」

　すると真しん摯しな顔をしたクルスが、ルルの前に立った。

「ルルさん。ダルダラは手て強ごわい相手です。お気持ちは有り難がたいのですが……」

「同じ台詞を、コイツと姫ひめ様にも言ってよ!!」

　びしっ、と指先をディアたちに突つきつけた。

「でも、ルルさんには借金を返すという使命が……」

「あたしだけ役立たずって言われてるみたいで納なつ得とくいかないのよね。それに姫様を連れ戻もどさないと借金が返せないし。あんたたちを連れて行けば賞金も手に入るし……」

　ぼそっとディアがつぶやいた。

「ダルダラが許せねえって素す直なおに言えばいいのによ……」

「なんか言ったっ!?」

　がるるるる。

　さっそくディアは嚙みつかれてしまった。






















　きまぐれな雲行きが、満月を隠かくす。

　一気に闇やみに沈しずんだ川べりを、四人は一丸になって走っていた。

　物思いにうつむきながら駆かけていたルルが、ととと、とディアに近づいた。

「お前、あたしに隠していることがあるだろう」

「なんのことだ？」

　ディアは間の抜ぬけた声で応じた。

「とぼけるな！　あたしが無事だったのは、お前がその剣で……!!」

「知らん知らん」

　手をひらひらと上下させて、ディアは離はなれていく。

（噓うそだ…………）

　心の中でつぶやいて、ルルはディアの足下を見た。

　おかしな走り方をしている。

　左足で大きく踏ふみ込んで、右足はほんのちょっと地面にのせる程度の走りをしているのだ。

（右足を痛めたか挫くじいたかしたんだ……）

　ダルダラと戦っている時にはそんな動き方をしていなかったのだから、どこで怪け我がをしたかということは明白だ。

（あたしを助ける時だ……）

　魔ま法ほうの使えぬ自分が、空から落ちて無事でいられた理由など、それしかなかった。

（……なにが、日ひ頃ごろの善行の報むくいだ）

　意識を取り戻した瞬しゆん間かん、そんなことを考えた自分を恥はずかしく思う。

　ただでさえディアは左ひだり腕うでを失って重心が悪くなっているのだ。さらに身のこなしにハンディが加わったとなれば、ダルダラとの戦いが互ご角かく以下になることは火を見るより明らかだった。

　ましてや、ダルダラは正々堂々などという言葉に何の価値も見いだしていない人間だ。

　相手に弱点があれば、それを突き、悔くやしさに歪ゆがむ顔を見ては酒の肴さかなにするような男だ。

（その時は……！）

　ルルは腰こしに提さげた剣けんに手を掛かけ、意志を込こめるように握にぎりしめると、ディアに近づいた。

「ひとつ、言っておく」

「なんだよ」

「あたしは借りを返す女だ」

　それだけを言って、ルルはディアから離れた。

　そして、心の中でつぶやく。

（アンタが倒たおされそうになったら……、その時はあたしが……）
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　雲に隠れた月は、また姿を見せつつあった。

　切れ間から伸のびる光が密林に差し込んで、スポットライトのように一部分を浮うかび上がらせる。

　そこは不思議な場所になっていた。

　楼ろう閣かくの一番大きな欠片かけらが落ちたそこは、多くの木々が瓦が礫れきによってなぎ倒されていた。

　川もまた、巨きよ大だいな石いし床ゆかによって次々と遮さえぎられ、あふれ出した水が密林を浸ひたし、あたかも木々が水中から生えているような有様となっていた。

　白しら壁かべの上を水が流れおち、降り注ぐ月光が跳はねてキラキラと光る。

　まるで一つの廃はい墟きよがまるごと空から落ちてきたような光景。

　そこはあたかも、打ち捨てられたまま数千年の時を経た神しん殿でんを思わせた。

　げしっ。

　ダルダラは、鍵かぎが掛けられて開かなくなった扉を蹴けりつけた。

「……ククッ、生きておる奴やつは他ほかにもいるみたいだな」

　愉ゆ快かいげに、ダルダラは舌なめずりをする。

　その仕草が、まるで全員あとで食べてやろうと言わんばかりの振ふる舞まいだったので、アイはぶるぶると寒気を覚えた。

「見つけたら、どうするつもりです？」

「分からぬか？」

　口の端はしを不気味に曲げて、ダルダラは最後までを言わない。

「無む駄だな争いなどしなくても、協力をすれば、ともに戻もどれるではありませんか！」

　アイは訴うつたえた。

　その凜りんとした目つきが、ダルダラは気に入らなかった。

「まったく、霊れい眼がん族というのは生意気だな」

　ダルダラはアイの顎あごをつかむと、一気に自分の顔先に引きあげた。

「うっ……」

　唇くちびると唇が触ふれ合うまでの距きよ離りになる。ダルダラの男臭くさい息が、アイの鼻び腔こうをついた。

「自分の命が惜おしいと思ったことはないのか？　言ってみろ！」

　何かを言おうにも、顎で全身をぶらさげられているアイは、うめくのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　それでもアイは、ダルダラを睨にらみ付けた。

「馬ば鹿かが！」

　怒おこって、ダルダラはアイを投げ捨てた。

　あまりの強さで投げられた彼女は、石いし畳だたみの上を二転し三転し、それでも止まることが出来ずに川の中に落ちた。

　げほ、げほ、と水を吐はいて、アイは立ち上がる。

「……お前は、人族が憎にくいと思ったことはないのか？」

　ゆっくりと、ダルダラは訊たずねた。

　その声こわ音ねはこれまでのように凶きよう暴ぼうなものではなく、共感を求めているようにアイは感じた。

「いや、お前の場合は龍りゆう族ぞくか。滅ほろぼされるだけの運命を呪のろったことはないのか？」

「……あなたは、呪っているのですね」

「こんな時代、運命を呪わずに生きている者などいるものか」

「甲こう腕わん族は争いを好まぬ種族と聞いています」

「だから滅びた」

　嘲あざけるようにダルダラは言った。

「密林には糧かてがあふれていた。分かち合えば飢うえる者はいない。だから我々は神を持つことも、国を持つこともなく、原始的だが平和に暮らしていた……」

「そこに、人族はやってきたんですね」

「奴らは冬は寒く、土地は瘦やせて、奪うばい合わなければ生きていけない場所で成長した種族だった。貧弱な身体からだを兵器で補い、小さな頭をずるがしこさで武装した。奴らは満たされることを知らなかった。川に落ちた枯かれ葉の一片ですら、自分のモノだと主張した……！」

　言って、ダルダラは四つの拳こぶしを骨の音がするほど握にぎりしめた。

「ワシは部族を捨てた。人族の手先になって、最後の村を焼いた」

「そんな……っ！」

「正しさに殉じゆんじて死ぬぐらいなら、相手の靴くつを舐なめてでも生き残りたかった。ワシは商人となり、王すらもひれ伏ふす存在となった。ワシを止めるものは何もない！　どうだ！　種族など関係ない！　生き残ればこそ復ふく讐しゆうも出来るのだ！」

　叫さけんで、ダルダラはアイに腕うでを伸ばした。

「お前とて龍族が憎いだろう！　龍族と手を組んで霊都を滅ぼした人族が憎いだろう！　ワシと組め！　復讐をしたいのなら存分にさせてやろう！　人族だろうと、龍族だろうと滅ぼすだけの力をやる！　クルスに与あたえたとて、人族に都合のいい世界が再生されるだけだぞ!!」

　しかしアイは、ダルダラの手を握らなかった。

「それであなたは何を得たのです？」

「なん、だと？」

「王すらひれ伏す力を得たあなたは、それで満たされたのですか？」

「何が言いたい！」

「私の目には、あなたも人族と同じように見えます」

「なんだとっ!!」

　アイの首根っこをダルダラはつかみ上げた。

　まるで風船のような軽さだと言わんばかりに、アイを揺ゆさぶる。

「思い上がるなよ、霊眼族などまた見つければよいのだ。お前など殺してしまってな！」

　アイは何も言わず、冷たいまなざしをダルダラに向けた。

「見下しおって！」

　ダルダラはアイを地面に打ち付けた。

「気にいらん！　お前は気にいらん！　初めて見た時からそうだ！　媚こびず、屈くつさず、跪ひざまずかず！　決してワシに従おうとしない！　弱いくせに！　弱いくせに!!」

　ダルダラは屈くつ辱じよくに顔を真っ赤に染めていた。

「弱さは、関係ありません」

　アイは言った。

　立ち上がることも出来ず、床ゆかにはいつくばりながらも、声は震ふるえていなかった。

「ワシを誰だれだと思っている！　王ですら額を床にこすりつけて物を乞こう地図王だぞ！　世界中の富を欲しいままに持つ男だぞ!!」

「身分も、関係ありません」

「ハッ！　自分が上等な人間だとでも言うつもりか!!」

「人間に、上等も下等もありません」

「きれい事を抜ぬかすな！　いつもいつもワシを馬鹿にしくさった目をしおって！」

「あなたがそんな風に人を見ているから、他人もそう思えるのです」

「笑わせるな！　貴様とて、クルスを疑ったから逃のがれたのだろうが!!」

「違ちがいます」

　きっぱりと、アイは首を振ふった。

「わたしが離はなれたのは、クルスくんを守りたかったから。あなたがクルスくんを殺す気でいたから、あなたに捕つかまっただけです」

「ふざけるな！」

　ダルダラの平手がアイの頰ほおを叩たたいた。

「奴やつは騙だましていたんだぞ！　貴様をその気にさせて、霊れい都との場所を知ろうとしたのだ!!」

「クルスくんはそんなことをしません」

「何が違う！　ワシとクルスの何が違う！」

「クルスくんは、わたしのために泣いてくれました。あなたみたいに人が苦しむさまを見て、喜びの声をあげる人ではありません」

「それだけか！　うわはははは！　泣いてくれた！　それだけか!!」

　ダルダラは笑った。嘲るように大声をあげて嗤わらった。

「それだけのために、お前は自分の命を棒に振ろうというのか！」

　アイは怒いかりを顔に浮うかべなかった。

　むしろ静かに、まっすぐにダルダラを見つめて、こう告げた。

「あなたには、一生かかっても分からないことです」

「──っ！」

　ダルダラの口から歯ぎしりが漏もれた途と端たん、亡もう者じやの宝珠オーブが、黄金色に燃え上がった。

　炎ほのおではない。ゆらゆらと火のような光を放つ、魔ま力りよくの輝かがやきである。

　ゆっくりと、ダルダラはその手を目の前にかざした。

「その目だ……、その目がワシを苛いら立だたせる……！　決して媚びぬ、決して屈さぬ目！　だからワシは貴様から目を奪うばった!!」

　屈辱にぶるぶると震わせながら、赤色する手をアイに近づけた。

「もう許さん！　今度は、その目を握りつぶしてやる……っ！」

「やめろォ─────────────────────ッ！」

　川岸から、声がした。

「クルスくん!?」

　振り向かずともアイには分かった。

「くっ……」

　その絆きずなの強さに、ダルダラはまなじりの皺しわを深くした。
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　清さやかな月光が、ゆらゆらと揺れる浅あさ瀬せの底を映し出している。

　ダルダラがたわむれに殺した男だろうか。

　それとも、かつてこの密林を征せい服ふくしようと企たくらんだ無む謀ぼうな男たちの亡なき骸がらだろうか。

　ぼんやりと白く見える骨は髑どく髏ろだ。

　半開きになった口は不気味に笑っているようにも見える。

　ぽっかりと開いた黒い空くう洞どうは、まるで生きた目のあるがごとく水面を見つめている。

　ダルダラと、クルスたちの戦いを──。

「……ちょうどいいところに来た」

　張りつめた空気を解いたのは、他ほかならぬダルダラだった。

「えっ」

　さっきまでダルダラを睨にらみ付けていたクルスは、きょとんとなった。

「小こ娘むすめを返して欲しかったのだろう？」

　どん、とダルダラはアイの背中を突つき飛ばした。

　転びそうな勢いで、川の中に飛び込んだアイは、ととと、と転びそうになりながらもクルスの元へ駆かけ寄る。

　受け止めようと、クルスも走り出した。

　水は膝ひざほどの浅瀬である。ちょうど川の真ん中で、アイはクルスの胸に飛びこんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　アイをしっかりと抱だきしめながらも、クルスはダルダラへのまなざしを緩ゆるめてはいない。

「何を企んでやがる！」

　クルスの代わりに訊たずねたのは、ディアだ。

「なあに、一つ頼たのまれごとをして欲しいだけだ、クルスよ」

　言って、さも子供にお使いを頼むように、ダルダラは四つの肩かたをすくめてみせた。

「その娘に命じて欲しいのだよ。霊眼を開け、とな」

「なっ……！」

　迷う一いつ瞬しゆんもなかった。クルスはたちまちに怒ど気きを露あらわにした。

「いやです!!」

「ほほう、選せん択たくの余地があるとでも思っているのか？　自分に！」

　ダルダラは残る二つの宝珠を光らせてみせた。

「殺やれるもんなら殺ってみろよ」

　ディアは剣けんを抜ぬいた。

「そんな脅おどし文句に震ふるえる者など、ここにはいない！」

　ルルが言う。

「おぬしのほうこそ、床ゆかに頭をこすりつけて願えば、こいつを渡わたしてやらんこともないぞ」

　不敵な笑えみを浮かべながら、スカーレットは懐ふところからあるものを取り出した。

　扉とびらの鍵かぎ、だった。

「やはり貴様かァ……ッ！」

　みんな、ダルダラの一番嫌きらいな目をしていた。

　退ひかない、媚こびない、屈くつしないまなざしであった。

「負け犬どもが吠ほえおって！」

　ダルダラが叫さけんだ途端、その眼前に、きらきらと輝くものが転写された。

　月明かりが跳はねて瞬またたく無数のきらめきは、目で確かく認にんすることが出来ない──。

「ガラスだ！　避よけろ、クルス!!」

　スカーレットが叫ぶより早く、ダルダラはそれを撃うちだした。

　逃にげる間などない。

　クルスはアイをかばった。

　身を盾たてにして、攻こう撃げきを受け止めたのだ。

　ザシュ！　ザシュッ……！

「うっ……！」

　みるみると、全身に切り傷が生まれた。

　傷きず痕あとからは血が噴ふき出し、服や肌はだを真っ黒に染め、クルスは音を立てて川の中に倒たおれ込んだ。

「クルスくん！　クルスくんっ！」

　アイは泣きそうな顔をして、クルスを水の中から抱かかえ上げた。

　自分も血まみれになることなど、厭いといもしない。

　青くなった顔は自分が斬きられたみたいに震えて、あえぐ息はがらがらにひからびていた。アイは手足の感覚がなくなるぐらいに、クルスの名を呼んだ。

「なろぉ！」

　ディアが走り出した。

「うわははは！　何が神の子だ！」

　ダルダラは傲ごう然ぜんと笑い出した。

「都の人間をすべて石に変え！　おめおめと自分だけが生き残った卑ひ怯きよう者だろうが!!」

「っ！」

　ダルダラの言葉に、クルスの顔が歪ゆがんだ。

　怒いかりか、悔くやしさか、クルスはこらえるように歯を食いしばった。

　どちらにせよ、ダルダラの喜ぶところでしかない。

「石の都の人間も可哀かわい想そうだな！　自分の命と引き替かえに生き延びさせた子が、これほどまでにひ弱で、つまらぬ意地のために死のうとは!!」
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「僕は……、僕は！」

「惑まどわされるな！　クルス!!」

　叫んで、側そばを駆かけ抜けたのはディアだった。

　水面を切り裂くように走り込み、ダルダラの懐に飛びこむ。

　斜ななめに構えた剣は、下から上へと薙なぎあげるような一いつ閃せん。

　だん……、と重い音がして、ダルダラの腕うでの一つがブッたぎられた。

　断たれた腕は上じよう左さ腕わん──亡もう者じやの手を放つ、宝珠オーブのある腕だった。

「ぬうっ！」

　ほとばしる鮮せん血けつに、ダルダラは下右手で傷口を押さえつける。

　ディアはいったん後ろに跳とんで、ダルダラと距きよ離りを取った。

　クルスをかばうように立って、肩かた越ごしに顔を向ける。

「安心しろ、石の都の連中はてめえを助けたこと、後こう悔かいなんてしてねえよ」

「勝手なことをぬかすな！」

　ダルダラが吠える。

「分かるさ！」

　ディアは言いきった。

「クルス、お前、ちっとも後悔してねえだろ、いま」

「はい」

「お前を見てるとな、石の都の連中がどんな奴やつだったか分かるぜ」

「なぜです？」

「みんな、自分てめえのことをさておいて、お前を守ろうとしたんだろ？」

　言って、ディアは口元に笑えみを浮かべた。

「お前、そっくりだ」

「………………………」

　クルスは胸をつまらせて、何も言えなくなってしまった。

「だからな、誰だれも後悔なんてしてねえんだよ。てめえに馬ば鹿かにされたぐらいじゃな！」

「宝珠も光らせることの出来ぬ小こ僧ぞうが！　輝かがやけぬ男が！」

　ディアが飛び出した。

「宝珠だって他人の力だろうが！」

「他人の力？」

　ダルダラは床ゆかに落ちた左手を持ち上げた。

　右上手にある幻げん視しの宝珠が輝き、ダルダラは断たれた腕と肩を〝視みた〟。

　まるで手品を見るように、腕と肩は一いつ瞬しゆんでつながってしまった。

「なっ……！」

　絶句するディアに、ダルダラは、ふふんと鼻息を荒あらくした。

「奪うばってしまえば、すべてワシのものだよ！」

　さらに幻視の宝珠が光り、四つの剣けんが石床に転がった。

　ディアの持つ剣よりも、長く、硬かたく、鋭するどい宝ほう剣けんである。

　左上腕、左下腕、右上腕、右下腕がそれぞれに剣を持った。

　すなわち四刀流である。

「死ねえい！」

　裂れつ帛ぱくの発声とともに、ダルダラの四つの刀が襲おそいかかった。

　横薙なぎに飛んできた一の太刀たちを、ディアは身をすくめてかわした。

　そこへ下段から、二の太刀が襲いかかった。

　ディアは剣で受け止めた。

　受け止めたということは、動けなくなったということだ。

「かかったな！」

　ダルダラは、残る二本の太刀を浴びせかかった。

　右からは三の太刀、左からは四の太刀。

　ディアが剣を引けば、食い止めている二の太刀が襲いかかり、なにもしなければ左右の太刀がハサミのようにディアの首を切断する。

　人族には、絶対に真似まねすることの出来ない四刀殺法であった。

「ディア！　貴様が選べるのは死に方だけだ！」

「ほう」

　ディアは笑った。

　黙だまって、首を斬きられるのを待ったりなどしなかったし、ましてや剣を引いて、二の太刀の餌え食じきになるような真似もしなかった。

　むしろ、飛びこんだ。

　ディアは頭から、ダルダラのみぞおちに突とつ撃げきをかましたのだった。

「ガハッ！」

　肺の空気を残らず吐はき出して、ダルダラはのけぞった。

　三本の太刀はすべて空から振ぶりに終わった。

　四本の腕は、たった一本の隻せき腕わんに敵かなわなかった。

　倒たおれそうになる身体からだを二本の足で支えながら、屈くつ辱じよくにまみれた顔が憤ふん怒ぬした。

「四腕を持つワシが……！　腕の数において劣おとる者たちに負けるだと!?」

　ダルダラにとって、それは滅ほろぼされた甲こう腕わん族の劣れつ等とうを証明することを意味していた。

「人族に、人族なんぞに負けるわけには…………ッ！」

　それが、富と引き替かえにありとあらゆる心を捨てたダルダラに残っていた、たった一つの誇ほこりだった。

　むろん、そんな都合などディアには関係ない。

　ダルダラが体勢を立て直すまでの数瞬。その隙すき間まに必殺の剣を叩たたき込んで、トドメを刺さしてやるだけのことだった。

　そのために着地した、その時だった。

「──くっ」

　左足に激痛が走った。

　楼ろう閣かくが崩くずれ落ちる時、ルルを助けるために捻ねん挫ざした足首が限界の悲鳴をあげたのだ。

　歯を食いしばって、ディアは痛みをこらえた。

　だが、その一瞬の顔つきをダルダラは見み逃のがさなかった。

「そこが弱点か!!」

　ダルダラは巨きよ大だいなハンマーを幻視した。

　光の粉が弾はじけて、柄えのついた鋼鉄が目の前に出現する。

　鼻息も荒く手にすると、ダルダラはそれをブンと一回転させて、その遠心力で鋼鉄をディアの左足に叩き込んだ。

　足からディアは吹ふっ飛とんだ。

　独楽こまのようにくるくると回って、水の中に倒れる。

（勝った!!）

　ハンマーを撃うち込んだ瞬しゆん間かん、ダルダラは手て応ごたえを感じた。

「足が折れては、いかな貴様でも立ち上がることすらおぼつくまい！」

　言って、とどめを刺すべく前進する。

　ところが、ディアは水の中から起きあがった。

　手をついて身を起こし、しっかりと二本足で立ち上がったのだ。

「な……っ！」

　ダルダラは驚きよう愕がくした。

「なぜ立てる!?」

「痛みなんて関係ねえ……」

　歯を食いしばりながら、ディアは言う。

「折れていなかったのか!?」

「折れてる、折れてないも関係ねえ……！」

　激痛をこらえて、剣けんを握にぎる。

「貴様を倒すと決めた……！」

「それがどうした!?」

「決めたことは、やるだけだ!!」

　ぶん──、と虻あぶの羽音のようなうなりを発して、刃はは空気を切り裂さいた。

　刃先はダルダラに届かなかった。

　とっくに折れていたディアの足が、身体を支えることに耐たえきれなかったからである。

　立ちながら気絶して、ディアは倒れた。

「ハ……ハハ！　フハハハハハハ！　馬ば鹿かが！　脅おどかしおって!!」

　たらりと流れ落ちたひや汗あせをぬぐって、ダルダラは笑い声をあげた。

　ディアの身体はすでにもう動かなくなっているにもかかわらず、一瞬も待てないとばかりに、ダルダラはハンマーを振り上げた。

「無む駄だな意地を張ったな!!」

「意地を張って、何が悪い？」

　声とともに、ハンマーの柄がすぱんと二つに折れた。

　目に見えぬ太刀たち筋だった。彼女の刀は旋せん風ぷうのようにダルダラの横を駆かけ抜ぬけると、距きよ離りをとったところで、くるりと振り向いてマントを広げた。

　猫ねこのような瞳ひとみが不敵ににらむ。

　暗くら闇やみの中で黒く染まった赤髪あかげが、燃えるようにたなびいた。

「利口に生きることなど誰だれにでも出来ること。せっかく人として生まれたのだ。馬鹿に生きずしてどうする？」

　言って、スカーレットは刀を向けた。

「世よ迷まい言ごとを！」

　ダルダラは鯨くじらを射貫ぬく銛もりをイメージした。

　強く、硬かたく、ぶっとく、スカーレットの身体を中心から貫つらぬく一本の銛を幻げん視しした。

　右みぎ腕うでの左手がギラギラと光を放った。

　転写、即そく、発射。

　黒光りする銛は流星のように風を滑すべって、スカーレットのど真ん中に突つき刺さった。

　…………ように見えた。

　それはスカーレットの残像に過ぎなかった。

　風船が割れるように残像が消しよう滅めつした途と端たん、ダルダラは目の前に迫せまるスカーレットを見た。

「瞳どう術じゆつか!?」

「推理はあの世でするがいい！」

　スカーレットは手のひらで斬きらずの刀を転がした。

　峰みねから刃へ、許しておけぬヤツは斬る。覚かく悟ごが稲いな妻ずまのように刀にこもった。

　横薙なぎの一いつ閃せんはダルダラの首を両断した。

「────っ！」

　手応えで、それが本物ではないとスカーレットは分かった。

　見るまでもない。ダルダラの首だったものは砂と化す、──それよりもスカーレットは背後に感じた殺気に目を向けた。

　暗闇に揺ゆれる水面に、瞳ひとみのような紋もん様ようが淡あわい光を放っていた。

「闇夜はすべてが影かげだ……」

　ダルダラはすでに跳ちよう躍やくを完かん了りようしており、新しい武器を幻視していた。

　それはスカーレットの目にしたことのない代しろ物ものだった。

　手のひらより少し大きいほどの大きさで、人差し指を突きつけるようなカタチをしている。人差し指は砲ほう身しんとなっていて、鉛なまりの弾たまをつめ、火薬の力で打ち出すように出来ている。

　剣を超こえる殺人兵器──〝銃じゆう〟と呼ばれる武器だった。

「言ったろう？　ワシはあらゆるモノを知っていると！」

　ダンっ！

　撃たれて、スカーレットは吹ふき飛んだ。

　大きな水しぶきをあげて、倒たおれる。

　すぐそばではアイが、意識を取り戻もどしたクルスとともにディアを起こしているところだった。

「スカーレットさん！」

　クルスが悲鳴をあげた。

　その哀かなしみすら──、人の発する嘆なげきの声こそダルダラの最も喜びとするものであった。

「ちょうどいい、まとめて始末してくれるわ！」

「そうはいかないよ！」

　娘むすめの声がして、ダルダラは目を向けた。

　扉とびらの前で、ルルが剣けんを抜いていた。

「──扉を壊こわされたくなかったら、あたしと勝負するんだね！」

「なんだと？」

「それとも天下のダルダラさまは、弱いヤツしか相手に出来ないのかい？」

「ほざくなよ！　小娘!!」

　ダルダラは飛びかかった。

　ルルは剣を合わさず、横に飛んで逃にげた。

「ハッ！　さっきの威い勢せいはどこに行った!!」

「いいから、あたしを捕つかまえてごらんよ！」

　くいくいっと手のひらを曲げて、挑ちよう発はつする。

「おのれっ！」

　ダルダラはルルの後を追った。

　ルルは、相手を小馬鹿にするような笑えみを浮うかべるだけだ。

　しかし──、策はない。

　ルルの頭に、逆転の秘策などという都合のいいものはなかった。

（ダルダラを、ディアたちから引き離はなす！）

　ただ、それだけだった。

　密林の中に逃げ込んだルルに、ダルダラは追いすがる。

「──なぜ、貴様はワシに逆らう！」

　答えはない。

「貴様は馬ば鹿かではない。剣を交えようとしないのは勝てぬと分かっているからだろう。ならばどうして刃は向むかう！　負けると知って！」

「っ！」

　木々の向こうから現れては消えるダルダラの声に、ルルは胸を衝つかれた。

　足が止まる。

　ニヤリと、ダルダラは笑んだ。

「ワシに屈くつしろ！　悪いようにはせん、跪ひざまずく者にワシは寛かん大だいだからな!!」

「どんなに金をつまれても、あんたには従えない」

「なぜだ」

「命の借りは、命でしか返せないからよ！」

　ただ、それだけのことだった。
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「スカーレットさん！　スカーレットさん!!」

　叫さけんで、クルスは彼女を抱だき起こした。

　スカーレットに意識はあった。

　水に濡ぬれた顔にはややとも陰かげりはなく、にんまりと笑みを浮かべた。

「安心しろ、私は死なぬ」

「こんな時まで冗じよう談だんを言わないで下さい！」

「冗談で済めばよかったんだがの」

「えっ……」

「おぬしらと変わらぬ。私も呪のろわれた身の上なのだ……」

　と、腹部に手をやった。

　革かわ鎧よろいの部分には、ぽっかりと穴が空いていた。

　銃じゆう撃げきのあとだ。

　不思議なことに、血は流れていない。

「ど、どうして……？」

　クルスは信じられない顔をした。

「私は生まれた時に死を予言されておってな。赤い月が見える場所で死ぬそうだ」

　と、スカーレットは穴の中から何かを取りだした。

　それは扉の鍵かぎだった。

　何の変へん哲てつもない鍵である。先せん端たんに錠じようを開くための凹おう凸とつがあり、柄えのところには鎖くさりに通すための丸い穴が用意されている。

　その穴に、信じられないものがぴったりと命中していた。

「赤い月の見えるところでしか私は死なぬらしい。つまり、それ以外の場所では……」

　火薬の臭においを放ちながら丸い穴にすっぽりと収まっている銃じゆう弾だんが、そこにあった。

「呪い……」

　クルスのつぶやきに、スカーレットは応とうなずいた。

「父や母は私を籠かごの鳥にした。私を一日でも長く生きさせようと、窓のない宮きゆう殿でんを造り、私をそこに閉じこめた。実につまらぬ一八年だった」

「でも、それはスカーレットさんに生きていて欲しくて……」

「息を吸って吐はくだけの毎日を、人生などとは言わぬ」

　きっぱりとスカーレットは告げる。

「私は旅に出ることを決めた。歴史に残る冒ぼう険けんをしてやろうと思った。人の命は有限だが、物語は永遠だ。城の中で誰だれにも知られず長生きをするよりも、一人でも多くの者に私の名を刻みつけてやろうと考えた。そのためには凄すさまじいことをせねばならぬ。だが問題はない。さいわい私には前人未み踏とうの旅を成し遂とげる資格があるからな！　クルス、分かるか!!」

「……呪い、」

「そうだ！　赤い月の見える場所にたどりつくまでは、呪いが私を守ってくれる。つまり私は不死身ということだ!!」

「…………！」

　クルスは彼女のことを、心から凄すごいと思った。

　呪いを逆に利用する、したたかな頭の良さだけではない。

　何があっても自分の意志で生きてやるという魂たましいの強さに、クルスは心が震ふるえたのだった。

「スカーレットさんは強いです……」

「おぬしだって強いだろう」

　クルスは悔くやしそうに首を振ふった。

「僕なんか……、何も出来なくて……、ダルダラを倒たおすことも」

「お前は弱くない」

　スカーレットはまっすぐな瞳ひとみをクルスに向けた。

「戦うことだけが強さではない。誰かを守ろうとする心も立派な強さだ」

「…………はい」

　クルスは胸を熱くさせた。

　すると、スカーレットは立ち上がった。

「無む茶ちやしないで下さい！」クルスはスカーレットの腕うでをつかんだ。

「ルルが心配だ。自分の命と引き替かえにダルダラを殺すなどと考えておらねばよいが」

　言って、スカーレットは走り出した。

　振り払はらわれたクルスは、彼女の後ろ姿を見送った。

　いや、見送るだけなんて出来なかった。

「アイ、君は逃にげるんだ」

「できませんっ！」

　抵てい抗こうするアイに、クルスは笑みを向けた。

「宝珠オーブが使えなくたって出来ることはあるはずなんだ。僕は二人を助けに行く」

「わたしも！」

「ディアさんは動けない。君はディアさんを連れて逃げるんだ」

「…………！」

　アイはクルスを責めるような目で見つめた。

　ずるいと言いたいのだ。

　クルスは約束した。

「死なないから。やるべきことがあるうちは僕は死なない」

「これでもか？」

　と、ダルダラの声が。

「え………………？」

　肉と骨が裂さけるような鈍にぶい音をクルスは聞いた。

　剣けんが、自分の胸を貫つらぬいて飛び出す姿が見えた。

　だくだくと、鮮せん血けつがあふれ出た。

　足あし下もとに、瞳の紋もん様ようをした魔ま法ほう陣じんが浮うかんでいた。

　肩かた越ごしに振り向く。

「邪魔者を撒くのに時間がかかった……」

　蛇へびのように口を開き、ぺろりと舌を出しては唇をなめるダルダラが、そこにいた。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああ！」

　アイの悲鳴が密林にこだました。
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「あっ……、ああ……！」

　言葉が出ない。

　クルスは少しでも多くの息を吸い込もうと、口を開いた。

　吸い込もうとしても吸い込もうとしても、息は血とともに漏もれていき、肺に貯たまらない。

「クルスくん！　クルスくん!!」

　アイは狂くるったようにクルスの名を呼び続けた。

　剣が心臓を貫いていることは、誰の目にも明らかだった。

（クルスくんが、死んでしまう！）

　その現実に、アイは自分の命まで吹ふき飛んでしまうような恐きよう怖ふを味わっていた。

「幻げん視しならば、コイツの傷を今すぐ塞ふさいでやることが出来るぞ」

「えっ……」

　ダルダラの声が、アイを我に返らせた。

　顔を上げて、ダルダラを見る。

　ニンマリと笑い、ダルダラは提案した。

「ワシを満足させる方法が、一つだけあったはずだ」

「ダメだ……っ！」

　息も絶え絶えに、声がした。

「そんなことしちゃ……、ダメだ……！」

　弱々しい声だった。

　涸かれた息である。乾かわいた雑ぞう巾きんを絞しぼるようにして出した一声だった。

　アイは、クルスを見た。

　血の抜ぬけきった顔は、色のない、亡ぼう霊れいのような表情になっていた。

「霊眼を開いちゃ……、ダメだよ」

　言って、クルスは首を振った。どこにそんな力が残っているのだろう。クルスはきっぱりと笑え顔がおを浮かべると、首を左右に振った。

　ダルダラは目を剝むいた。

「格好をつけるな！　貴様とて霊都に行かねばならぬのだろうが！」

「ブレスの真似まねは……しない」

　クルスは言う。

「誰だれも犠ぎ牲せいにしない……、神の眠ねむりは……、僕が目覚めさせる」

　ハン！

　ダルダラはあざ笑うだけだった。

「その程度の覚かく悟ごで世界を救うだと？　笑わせるな!!」

「僕は……！」

　言葉は最後まで続かなかった。

　ことりと、クルスの首が力を失った。

「クルス……くん……？」

「死んだか」

　薄うすく笑って、ダルダラは剣をゆすった。

　反応はない。

　貫かれたまま、クルスは糸の切れた人形のように五体をだらりとさせた。

「馬ば鹿かめ、手段を選んでいるウチは、子供の遊びということだ」

　言って、ダルダラは無造作に剣を振ふり、クルスの胸から引き抜いた。

「クルスくん！」

　石いし床ゆかの上に転がるクルスをアイは抱だき止める。

　そして抱き上げて、頰ほおずりをした。

　自分の熱を与あたえれば、命も与えられるのだといわんばかりに、アイはクルスを身体からだいっぱいで抱きしめた。

　けれど、クルスの身体には何の反応もない。

　どんどんと冷えて、硬かたくなっていくのが肌はだ越ごしにわかった。

　死ぬのだ。人はこうやって死ぬのだ。

　アイは思い出した。

　これまで遭そう遇ぐうしてきた、たくさんの死を思い出した。

　慣れることなんてない。同じ死に方なんてない。

　ひとり、またひとりの死が脳のう裏りに蘇よみがえるたびに、焼けた石が胸の中に放ほうり込まれていくような痛みが走った。

　そして、クルスのことを思った。

　クルスの優やさしい顔を思い出した。

　アイは胸が潰つぶれそうになった。

　つらくて、苦しくて、奥歯を嚙かんで耐たえようとした。

　胸の奥からこみあげる感情が喉のどを灼やいた。

　こらえきれず、天を仰あおぎ、小さくしゃくりあげ、

「あぁあああああぁあぁぁぁああああああああああ！」

　泣いた。

　アイは身体のすべてを涙なみだにした。

　どうしていいか分からなかった。

　クルスの死と一いつ緒しよに自分の魂たましいも持っていかれそうな気がした。

　──それならば、どんなにいい。

　アイは命よりも、クルスのことを大切に思っている自分に気付いた。

（クルスくんがいれば、何もいらない）

　それが、霊眼族だった。

　ちくりと、額に痛いたみが走った。

　肌はだが焼けるような感覚がして、アイは額に指をやった。

　裂さけた肌から、血が流れていた。

　全身を痺しびれるような感覚が駆かけぬけて、見たこともないような視界が脳裏に飛び込んだ。

「─────────っ！」

　それは二つの目では決して見ることの出来なかった生命の流れだった。

　水に宿る精せい霊れい、風に宿る精霊、森に宿る精霊、この星に生きとし生けるものに寄り添そうスピリチュアルな生命の連れん鎖さであった。

　泉から湧わき出た水が川となり、やがて大河に連なるように、ひとつひとつの生命の流れはこよりを縒よるように一本の糸となり、より太い綱つなとなり、天へと昇のぼる龍りゆうのような流れを空に描えがいていた。

　自由に乱らん舞ぶする生命の流れは、西の彼方かなたにある一点に向かっていた。

　東の空にたたずむ十じゆう字じ架かではない。

　アイは暗くら闇やみの中に浮うかぶ神の十字架が、幻まぼろしに過ぎないことを知った。

　本物は真逆のところにあった。

　人の眼めには見ることの出来ない、本物の十字架をアイは視みた。

　生命の流れがたどりつく場所を。

「ハ、ハハ！　ウワハハハハハハハハハハハハハハ！」

　ダルダラは驚きよう喜きした。

　霊都への道筋は、アイの霊眼から放たれた光のほとばしりが指し示していたからだ。

　密林の彼方へと延のびてゆく輝かがやきに、ダルダラは霊都にあるという神の座を想像した。

　そこに座れば、神をも下僕しもべとすることが出来る。

（もうワシを馬鹿にする者などいなくなる！）

　ダルダラはおぞましいばかりの笑みを浮かべた。

　光は、アイが倒たおれた途と端たんに消えた。

　しかし、ダルダラは霊都の場所をしっかりとその目に焼き付けていた。

（もはや、こいつらに用はない！）

　ダルダラは寄りそうように倒れているクルスとアイを見やった。

　剣けんを杖つえに、二人のもとへ向かおうとしていたディアもいたが、霊都を見つけた興奮の前には、ディアに感じた怒いかりすらも懐なつかしい過去の記き憶おくに思えた。

「ん？」

　ダルダラはクルスの指先がぴくりと動くのを確かく認にんした。

（霊眼の力か？）

　興味深げな眼まな差ざしを、ダルダラはクルスに向けた。

「う……うう」

　小さくうめいて、自分がまだうめけることにクルスは驚おどろいた。

　目を開ける。

　信じられないほどに意識がはっきりしていた。

　朝、起き抜ぬけに感じるような気け怠だるさもなく、全身に元気が充みち満ちているのが分かった。

（僕は、剣で刺さされて……）

　思い出して、クルスは胸に手をやった。

　傷は塞ふさがれていた。というよりも傷そのものが消しよう滅めつしていた。

　剣の跡あとに服が破けているだけで、服が血に濡ぬれているだけで、さすった胸むな板いたには傷きずの痕こん跡せきすら残ってはいなかった。

「これは……」

　石いし床ゆかにつっぷすようにして、アイは倒れていた。

「アイ！」

　飛びつくように、クルスはアイを抱だきあげた。

　彼女の顔を見て、絶句した。
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　開いたら死ぬと言われていた霊れい眼がんが、開いていた。

「な、なんで……！」

　泣きそうな声が、クルスから漏もれた。

「よかった……」

　アイの口から、か細い声が漏れた。

　彼女は、まだ生きていた。

　けれど、身体からだは衰すい弱じやくしていた。

　目の下に隈くまのようなものが浮かんでいた。

　呼吸をするたびに小さな肩かたが動くのだが、その力は悲しいぐらいに弱々しい。

　きっと、意識を保っているだけで精せい一いつ杯ぱいなのだろう。

　愛らしい眉まゆをきゅっと寄せながら、アイはクルスを見つめた。

　一秒でも、一秒でも長く、瞳ひとみに映していたいとばかりに顔を近づけた。

「よかった……、生きてて……」

　アイは満たされていた。

　口先だけの言葉ではない。心のすべてがそれだけで一杯になっていた。

　クルスに抱きしめられているだけで、身体が切ないもので包まれる気がした。

　頰ほおに手が触ふれているだけで、甘く痺しびれる思いがする。

　クルスの手のひらから伝わる熱に、アイは言葉に出来ない幸せを覚えていた。

　確かめるようにクルスの手を見て、アイは笑え顔がおを浮うかべた。

「クルスくん……、左手が、暖かいよ」

「え……」

　クルスは、アイの頰を支えている左手に目を向けた。

　石化していたはずの手が肌はだの色を取り戻もどしていた。

　動かそうとすると、思う通りに指が動く。

　手のひらを裏返すと、灰色だった宝珠オーブがきらきらと光を放っていた。

「ま、まさか……」

「霊眼の、ちからですか？」

　自分では分からず、アイはクルスに聞いた。

　クルスがこくりとうなずくと、嬉うれしそうにアイは微笑ほほえんだ。

「よかった……、わたしにも出来ることがあって……」

　本当に、幸せそうな顔をした。

「よくないよぉ……」

　クルスは泣いていた。

　とめどなく、とめどなく、涙なみだを流していた。

「どうして……泣くんですか？」

「だって……だって、霊眼は」

「わたしのちから、迷めい惑わくでした？」

「違ちがうよお……」

　クルスは、子供が駄だ々だをこねるようにうめいた。

「霊眼を開いたら、死んじゃうんだよ？」

「クルスくん」

「なぁに？」

　嗚お咽えつで濁にごった声で、クルスはしゃくりあげた。

「わたし、もう足手まといじゃないですよね？」

「そんなの……初めっからそうだよ」

「わたしにも、出来ることあったから、一いつ緒しよにいてもいいんですよね？」

「一緒だよ……、ずっと、一緒だよ」

　クルスは声を絞しぼり出していた。

「はい……」

　アイはにっこりとうなずいた。

　それは、霊眼族の男女が交かわす婚こん約やくの言葉だった。

　アイはそのことを知らない。

　けれど、一番大切な人とその言葉を交わした瞬しゆん間かん、アイは永遠の時間にも匹ひつ敵てきするような喜びを感じていた。

「クルスくん……、手を、見せて……」

「うん」

　クルスは、左手をアイの目の前にやった。

　両手を伸のばして、アイはクルスの左手をつかんだ。

　愛いとおしそうに頰によせ、小さく、その肌に口づけをした。

　ロウソクの燃え落ちる直前の火にも似た、弱々しい動きだった。

　アイは宝物をつつむようにクルスの左手を握にぎりしめると、ゆっくりと、意識を失った。

「ダメだ─────────────────────────っ！」

　声を限りにクルスは叫さけんだ。

　叫んで、しゃくりあげて、唇くちびるを嚙かんだ。

　眼めが涙でかすんだ。涙でかすんで何も見えなくなった。

　クルスはアイの手を握り返した。

「死んじゃ……、死んじゃダメだぁ──!!」

　クルスの叫び声が、密林に響ひびき渡わたった。
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　ひとつ、稲いな妻ずまが落ちた。

　どこだろう。地平線の彼方かなたで雷かみなりが光り、一いつ瞬しゆん、空が白く弾はじける。

　星はない。一帯は限りなく暗くら闇やみに近い色に落ちていた。

　いつの間にか密林の上空は雲が幾いく層そうにも重なって、空を覆おおうように垂れ込めていた。

　かすかな切れ間から、月の光が差し込んだ。

　ほんのわずかな隙すき間まから漏もれた、砂すな粒つぶのような光だった。

　きらきらと、クルスたちのいる場所を照らし出す。

　濡ぬれた石いし床ゆかが光を弾き、宝石をちりばめたように輝かがやいていた。

　さらさらと流れる浅あさ瀬せの水は、水底が見えるほどに透すき通って、どこかへと流れていた。

　アイは身体からだの半分を水の中に浸ひたしながら、クルスに抱だかれていた。

　二つの瞳ひとみは軽く閉じられている。

　額の眼は、裂さけた肌はだのあとも生々しく、小さな唇はまだ薄うす紅べに色いろをしている。

　幸せそうな笑みを浮うかべた顔は、まるで眠ねむっているようだ。

　けれど、クルスは首を振ふった。

　彼女の手をぎゅっと握りしめながら、泣いていた。

　息をしているのがつらかった。

　胸が今にも潰つぶれてしまいそうだった。

　苦しくて、こらえきれなくなるほどに苦しくて、クルスは奥歯を嚙んだ。

　強く、強く嚙んで耐たえようとした。

　涙にかすむ瞳に、アイの顔が歪ゆがんで見えた。

　彼女のひたむきなまなざしが──。

　彼女の小さな笑顔が──。

　脳のう裏りをかすめて、いっぱいになった。

「どうして…………」

　かすれた声が漏れた。

　肩かたが、小刻みに震ふるえる。

　喉のどの奥からこみあげてくる感情に、大きく、天を仰あおいで、

「うぁああああああああああああああああああああああああああああ──────っ!!」

　叫んだ。そうしないと、感情で身体が千切れてしまいそうだった。

　しかし、その叫びはダルダラには届かない……。

「なるほど。霊れい眼がんを目覚めさせたら死ぬのか。どうりで何を引き替かえにしても首を縦には振らなかったはずだ。儲もうけたな、小こ僧ぞう」

　上の両りよう腕うでを組んで、ダルダラは笑った。

「……もうけた？」

　何を言っているのか分からず、クルスは振り向いた。

「自分は最後まで偽ぎ善ぜん者でいて、命を救ってもらったあげく、霊都の場所まで手に入れたのだ。丸儲けとはこのことだろう！」

「僕は……！」と、クルスが声をあげるよりも早く、ディアの怒いかりが炸さく裂れつした。

「クルスは……、クルスはそんなんじゃねえっ！」

　霊眼の光は、ディアの傷も癒いやしていた。

　剣けんをため、ダルダラへと駆かける。

「ほう、貴様、何をするつもりだ？　まさか、ワシに刃は向むかうつもりか？」

「てめえの小っちぇえモノサシで人を測るんじゃねえ！」

「来るか？　傷が癒いえたのは、ワシとて同じだぞ！」

「そうやって何でもソロバン弾いてろよ！」

「そうだ！　そうしてワシは王を超こえる男になった！」

　ダルダラは、ディアの駆けてくる浅瀬に幻げん視しをぶつけた。

　宝珠オーブが灼しやく熱ねつの光を放つ。

　すると、ディアの足あし下もとにある水から突とつ如じよとして何匹ひきもの蛇へびが出現して、ディアの腕うでや足を一瞬でからめとった。

　きゅっ、と締しめられた手首から剣が落ちる。

「くっ！」

　片手両りよう脚あしを水からゴムのように伸のびた蛇に縛しばられ、ディアは磔はりつけのような姿になった。

「ワシは弱い奴やつが嫌きらいだ！」

　ダルダラは、ベルトに挟はさんだ銃じゆうに手を伸ばした。

「正しければ天に通じると、夢みたいなことを言う奴が嫌いだ。弱い自分から目を背そむけ、この世は理り不ふ尽じんだと恨うらみ言ばかり抜ぬかしている連中が嫌いだ。戦わないから死んだのだ！　勝たないから滅ほろぼされたのだ！　生き残りたければ奪うばうしかないだろう!!」

「違ちがう！」

　クルスは叫さけんだ。

「あなたは諦あきらめただけだ！」

「なんだと！」

　クルスは怒おこっている。

　めらめらと燃える心で、ダルダラを睨にらみ付けている。

　どれだけのモノを奪えば気が済むのか。

　どれだけのモノを傷つければ気が済むのか。

　失われたモノの大きさに、クルスは身体が弾はじけ飛ぶような怒りを覚えていた。

「本当に強い人は、世の中がどうだろうと歪んだりしません！」

「ワシが弱いというのか！」

「誰だれかが奪ったって、自分が奪ってもいいことにはなりません！　あなたこそ、自分の弱さを他人のせいにしているだけの……弱い人だ!!」

「言わせておけばッ！」

　ダルダラは銃の矛ほこ先さきをクルスに向けた。

　迷わずに、撃うつ。

「クルスっ！」

　ディアの剣は間に合わない。

　だが、クルスは手のひらを前方にかざした。

　すると宝珠から放たれる青白い光が、迫せまり来る銃じゆう弾だんを弾き飛ばした。

「なっ……！」

　息を吞のみ、ダルダラはすぐに怒りに燃えた。

「宝珠には宝珠をぶつけるまでだ！」

　言って、幻視の宝珠を高々と掲かかげた。

　頭上に転写したのは、宝珠の光そのものに猛たけり狂くるう紅ぐ蓮れんの炎ほのおであった。

　ツン、とクルスの鼻を油の臭においがついた。

　見ると、川の水がすべて油に変じていた。

　クルスの気付いた様子に、ダルダラはニヤリと笑った。

　自分もまた炎に埋うめ尽つくされる状じよう況きようにありながら、平然と笑えむダルダラに、クルスは鳥とり肌はだの立つような戦せん慄りつを覚えた。

　だが、見抜く。

　両岸に至るまでのすべてを燃やし尽くしたところで、ダルダラには影かげを跳ちよう躍やくする宝珠があることを。焼き殺されるのは自分たちだけだ。

（僕が！　みんなを守らなくちゃ!!）

　クルスは走り出した。

「ディアさん！」

　叫んで、手を伸ばすクルスを、ダルダラはあざ笑った。

「ハハッ！　宝珠が光りだした途と端たんに自信満々か！」

「自信じゃありません！」クルスは言った。

「覚かく悟ごです!!」

「せいぜい熱く、燃えてくたばれ!!」

　ダルダラは炎のかたまりを油の海に投じた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ディアは力を振ふり絞しぼって、手足を縛る蛇を引き千切った。

「クルス──────っ！」

　手を伸ばし、走る。

「ディアさぁ────ん！」

　二人の手と手が触ふれた。

　直後、津つ波なみのような炎が二人を吞み込んだ。

「ハハハッ！　あの世でせいぜい幸せにな！」

　ダルダラは腹の底からの嘲ちよう笑しようを送った。

　するとだ。

　轟ごうォォォォォォ────ン！

　稲いな妻ずまのような音が轟とどろいて、二人のいた場所が爆ばく発はつした。

　ダルダラが放った荒あれ狂う紅蓮を吹ふき飛ばし、青白い炎が吹き上がった。

　それは、クルスの宝珠オーブと同じ色。

　灼しやく熱ねつよりも、熱い青。

「なっ……！　どういうことだ!!」

　息を吞み、ダルダラはクルスたちを新たに吞み込んだ青い炎を見つめた。

　炎の向こうで、二人の手はつながっていた。

　固く固く手を握にぎりあいながら、お互たがいの目を見つめていた。

　言葉はなかった。

　肌はだと肌で伝わる心の言葉があった。

（どうする？　クルス）

（宝珠の力が……、僕の中で、どんどん、ふくれあがっていきます！）

　言葉には恐きよう怖ふがにじんでいた。

　得え体たいの知れない力に、自分が食い尽くされてしまうような不安をクルスは感じていた。

（そりゃ、たまってるだろうさ、一〇年も我が慢まんしてりゃあな）

（もう、僕、抑おさえきれません、爆発しそうです！）

　切ない言葉を放つクルスに、ディアは応こたえた。

（出しちまえよ！　受け止めてやるぜ!!）

（ディアさぁぁあぁああん！）

　叫さけびとともにクルスの身体からだが燃え上がった。

　炎のような光が、身に付けていたものをすべて灼やき飛ばしてしまったのだ。

　ディアもまた、服を弾けさせた。

　二人を遮さえぎるものは何もない。

　一万度を超こえる炎の壁かべが作り出した炎の井い戸どは、誰だれも近寄れない地じ獄ごくの底だった。

　もう、誰にも止められない。

　こうなったら、本能のままに突つき進むだけだった。

　その時だ。

『来い』

　二人は意識の奥から聞こえてくる呼び声を感じた。

（行くぜ、クルス！）

（はいっ！）

　二人は重なり一つになった。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　それは炎の音なのか、雄お叫たけびなのか──。

　青白い壁は弾け飛び、ダルダラの生み出した炎とは桁けた違ちがいの火か焰えんが上がった。蛇へびのようにのたうつ炎は周囲にあった木々を吹き飛ばし、弾け飛ぶ炎の奔ほん流りゆうは火の粉をまき散らした。

　灼熱の中心に、二人がいた。

　恐おそるべき熱量の中で、身体と身体、細さい胞ぼうと細胞、原子と原子が混ざり合い、何かを生み出そうとしていた。

　そして、二人の意識は深いところに落ち込んでいた──。
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（ここは……）

　クルスは目を見張った。

　それは、どこまでもどこまでも底へつながっていく奈な落らくの井戸であった。

　井戸といっても、それは見み渡わたせないほどに広く、何層にも亘わたる半はん透とう明めいな壁へき面めんを不可思議な紋もん様ようで飾かざっていた。紋様の一つ一つは、絵のようでもあり、記号のようでもあり、文章でもあり、どれでもないようにも見える。

　かつてどこかで目にした覚えがあるようで、錯さつ覚かくなような気もした。

（ちっ……酔よいそうだぜ）毒づいたのはディアだ。

　くるくると巡めぐる意識の螺ら旋せんに頭痛を覚えながら、二人は井戸の底へと落ちていった……。

　そこは完全な暗くら闇やみだった。

　底といっても、降下している感覚がないだけで、足の裏がなにかに接地している感じはない。

　首を傾かたむけて、二人は垂直に浮ふ遊ゆうしている相手の姿を確かく認にんした。

　何も着ていない。ということは自分もそうなのだろう。

　恥はずかしいという感覚はなかった。

　というか、自分を意識した途と端たん、相手の目から見た自分の姿が心に映った。

　そのことに驚おどろき、相手もまた同じ体験をして驚いている感覚が伝わってきた。

（なっ……、なんだこりゃ？）

（どういうことでしょうか、ディアさん……）

　音ではなく、意識のように相手の声が聞こえてきた。

（心が、つながってるみたいだな）

（……僕たち、死んでしまったんでしょうか？）

（しっ、クルス、黙だまれ……、聞こえないか？）

　それだけでディアの聴ちよう覚かくがクルスに伝わってきた。

『この声が聞こえるか……』

　二人はハッとした。

（さっきの声だ！）

　男の声のようでもあり、女のようでもある。

　抑よく揚ようはあるのだが、感情に起き伏ふくがない。

　不思議な声が、不気味に、静かに、二人の心に響ひびいてきた。

（誰だ、てめえは）

『名などない。化け物だろうと死神だろうと、好きな名で呼ぶがいい』

（なぜ、僕たちを呼んだのですか？）

『呼び出したのは私ではない、お前だ』

　クルスは自分の宝珠オーブを指し示した。

（これのせいですか？）

（違ちがうだろ）ディアが口を挟はさんだ。

（第一、宝珠の力なら、オレはここには来てねえだろ？）

『ディア。お前は神の子クルスと同質だ』

（顔がそっくりなら入れるような場所なのかよ）

『いいや、お前たちは魂たましいまで同じ色をしている。魂の双ふた子ごだ』

（なに言ってんだ？　オレは龍りゆう族ぞくだ。呪のろいで人族の姿をしているだけで）

『逆だとしたら？』

（はぁ？）ディアは目を丸くした。

（クルスと出会ったのはたまたま偶ぐう然ぜんなんだぜ、それがなんで……）

『神はサイコロを振ふらぬ。偶然などない』

　すると、二人の前に一冊の書が現れた。

（これは？）

　見たこともない本だった。

　拳こぶしほどの厚みがある本だった。大きさはノートぐらいだろうか。

　表紙には、クルスにもディアにも読めない言葉が綴つづられている。

　タイトルだろうかとクルスは首を傾かしげた。

（分かりません、何の本ですか？）

『知らぬはずがあるまい』

（えっ……）

（気に入らねえ奴やつだな。いちいち勿もつ体たいぶりやがって、用があんなら、さっさと言えよ！）

（ディアさん！　口の利きき方には気をつけたほうが……）

（知るかよ、オレはこーいう、自分だけお高い位置に止まってる奴が好きじゃねーんだ）

『私とて、すべてを知っているわけではない。知りたいと思うからこそ、原書をお前たちに見せようともするのだ』

（原書!?）

　二人は同じに驚いた。

　この世の成り立ちを知る者なら、原書のことを知らぬ者はいなかった。

　世界の始まりと終わりを記述した、神の書である。

（もしかして……ここは……）

　教会史を知る、クルスは戦せん慄りつした。

『触ふれるだけで真理言語ロゴスは体得できる』

（気をつけろ、クルス！）

　ディアは唇くちびるを尖とがらせた。

（タダより高いものはねーぜ、なに企たくらんでやがる！）

『フフ……懐なつかしいな。同じことを言った奴がいる』

（前にもここに来たヤツがいるのか？）

『名は……、たしか、ブレス・ブレイスと言ったな』

（兄貴……っ!?）

　ディアは戦慄した。

（お兄さん……!?）

　クルスは驚おどろいてディアの顔を見た。

　こくりと、ディアはうなずいた。

（オレの名は、ディア・ブレイス）

（ブレイス!?）

　その名字をクルスは知っていた。いや、すべての人間が知っていた。

　それは殺さつ神じん者しやの名についた……、

（ブレス・ブレイスは、オレの、兄貴だ！）

　瞬しゆん間かん、クルスの意識の中に怒ど濤とうのような記き憶おくが流れ込んできた。

　記憶に込められた感情のあまりの強さに、クルスは吹ふき飛ばされそうになった。

　比ひ喩ゆではない。

　互たがいの意識が溶とけあうこの空間で、自分を見失うことは自己の消しよう滅めつを意味していた。

（おい、本屋。聞かせてくれ）

『なんだ？』

（ひとつだけでいい。兄貴……いや、ブレスはまだ生きているのか？）

　声はしばし沈ちん黙もくし、言葉を選ぶように答えた。

『死んでは、おらぬな』

（それで十分だ）

　言って、ディアは原書に手を乗せた。

『兄の歩んだ道を……知っておるのだろう？』

　意味を含ふくむように、声は聞いてきた。

　ディアは言い切った。

（追いつくには、そうするしかねえさ）

（僕がいます）

　クルスがディアの上に手を乗せた。

　はげますように、クルスは言った。

（僕がいるかぎり、ディアさんをお兄さんの二にの舞まいにはさせません）

（お前こそ、足手まといになるなよ！）

　言って、ディアはおどけるように笑った。

　原書から、光がほとばしった。

　それは文字だった。虹にじ色いろに輝かがやく光の奔ほん流りゆうだった。

　文字は記録となり、記憶となり、記述となって、二人の中に飛び込んだ。

　クルスは、ディアは、すべてを思い出した。

　その途と端たん、すべてが白く弾はじけた。
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「な、なんだ、貴様は……！」

　ダルダラは戦慄した。

　炎ほのおを切り裂さき、出現した者が何かと思えば、なんとも恐おそろしい造形をした化け物であった。

　逸いつ話わに出てくる悪あく魔まといったほうが近いだろうか。

　背中から伸のびた一対の翼つばさ。その頂点に大きな鉤かぎ爪づめのついた黒こく翼よく。

　身体からだはムチのようにしなやかで、切れ上がった目は刃はのように冷たい。

　かろうじて左手に宝珠オーブがあることから、神の子のなれの果てだということがわかる。
















「これが……神の子の宝珠だと？」

　ダルダラは目を疑った。

　二人は、反応しなかった。

　二人といっても、今は一つの身体になっている。

　仮に、この身体を『彼』と呼ぼう。

　いつの間に呼び寄せたのか、『彼』はアイを抱だき上げて浮ふ遊ゆうしていた。

　爪つま先さきが、ツンと水面に触ふれる。

　まるでそこだけが空間を削けずり取られたように窪くぼみ『彼』の足は濡ぬれることなく川底に着いた。

　不思議な感覚だった。

『彼』は紛まぎれもなくクルスとディアだった。

　クルスは、ディアは、一枚の布になった気がした。

　自分は自分でありながら、相手の一部になっている。

　どちらが糸で、どちらが生地か。つつまれているのか、貫つらぬいているのか。

　答えはどちらでもあるし、どちらでもないのだろう。

　二人はアイの身体を近くにあった石いし床ゆかに降ろすと、ダルダラを見すえた。

（コイツは……強い！）

　ダルダラの頭でソロバンの弾ける音がした。

（戦えば、負ける!!）

　ギリリと歯ぎしりをしながら、ダルダラは敵の左手に輝く、青白い宝珠を見やった。

　単純な数は自分のほうが上だった。一対三、圧あつ倒とう的多数だ。

　しかし駄だ馬ばが三頭かかったところで、たてがみを燃やしながら空をかける火か焰えん馬には敵かなわない。近づくことも、追うことすら敵わない。

（……ならば、答えは一つしかあるまい！）

　決断し、ダルダラは言った。

「お前の勝ちだ」

　ダルダラは生きるためなら死ねる男だった。

　屈くつ辱じよくに震ふるえてなどいない。プライドなど犬の食い物だと思っていた。

　ダルダラは四つの腕うでを広げ、嘆なげきの声をあげて罪を悔くいてみせた。

「ワシが間ま違ちがっていた！　奪うばった宝珠は返す！　宝物庫にある財宝はいくらでもくれてやる！　だからこのワシを許してくれ!!」

「……いまさら、何を言う」

　冷たく乾かわいた声が『彼』の口から、漏もれた。

「神の子が、懺ざん悔げを聞き入れないというのか」

「お前は何も罪を悔いていない」

「宝で気が収まらないなら、王に命じて領地を与あたえてもいい！　城も奴ど隷れいも付けてやろう！」

「また何かを奪うつもりか！　お前は！」

　二人は怒いかりを露あらわにした。

　ちっ、とダルダラは舌打ちをした。

（だが、最後に勝つのはワシだ！）

　ダルダラはひそかにゴーレムを幻げん視ししていた。

　交こう渉しようが決けつ裂れつした時のために用意していた、石の巨きよ人じんだ。

　会話で時間稼かせぎをした間、ゆっくりと練り上げていたイメージを現実に転写するだけだった。

　たちまち、山のように巨きよ大だいなゴーレムが『彼』の背後に現れた。

「フハハハハハハ！　死ねィ!!」

　ゴーレムはダルダラの命じるままに岩のような拳こぶしを『彼』に振ふり下ろした。

『彼』は振り向きもしなかった。

　ただ静かに、こうつぶやいただけだった。

『石は有にして無、縛いましめを解かれて、元素へと還かえる』

　それがすべてだった。

　するとどうしたことか、ゴーレムは指の先からボロボロと崩くずれ出したのだ。

　鉄のような岩はさらさらの砂となり、風に巻かれ、水に溶とけ、瞬まばたきの間に星の一部となった。

「なっ……、なんて呪じゆ文もんだ！」

　ダルダラは『彼』の呪文詠唱キヤステイングの速さに息を吞のんだ。

「呪文ではない」

「なんだと？」

「真理言語ロゴスだ」

「馬ば鹿かを言うな！　貴様、神にでもなったつもりか！」

「知らないのか？　この世にたった一人、神の言葉を手にした者がいたことを」

「な……」

　ダルダラは絶句した。

「ハッ！　貴様、ブレスの生まれ変わりとでも言うつもりか！」

　ダルダラは腰こしのベルトに戻もどした銃じゆうに手をやった。

『彼』は言葉を口にした。

『お前はその武器で己おのれの胸を撃うつ。罪を悔い、罪を恥はじ、罪による罰ばつを受ける』

　密林に一発の銃声がこだました。

　狙ねらいは過あやまたなかった。

　銃じゆう弾だんは、心臓を貫つらぬいていた。

「がはっ！」

　ダルダラは反吐へどのような血を吐はいた。

　胸に手をやると、ちりちりと肌はだの灼やける感覚があった。

　胸の中心から栓せんの抜ぬけた樽たるのごとく、ワインのような血がほとばしっていた。

「心を操あやつるだと……？　宝珠オーブにそんな力が！」

　ダルダラは驚きよう愕がくした。

「宝珠など、人が作った模造品イミテーシヨンに過ぎないだろう」

　二人の知識にはない言葉を『彼』は言った。

　なのに、二人は驚おどろきもしない。

　知らないコトを知っているコトに、二人は違い和わ感かんを覚えなかった。

　言葉は勝手に引き出されてきた。

　喋しやべらされているのとは違ちがう。

　引き出しを開けるのと同じ感覚で、口を開けるだけで必要な言葉が飛びだしてきた。

　忘れていた記き憶おくを取り戻すようなものだ。

「ワシは死なん……！　貴様などに、裁かれるものか!!」

「僕はあなたを裁かない」

『彼』は笑いもしない。

　ただ静かな怒りを、世界の底よりも深い怒りを抱いだいているだけだった。

「くっ……！」

　ダルダラは『彼』の左手に輝かがやく宝珠に目を付けた。

　ちょうど自分にはまだ一つ、宝珠を乗せられる手の甲こうがある。

「その宝珠だな！　その宝珠を奪うばえば、神の言葉が手に入るんだな！」

　何かに憑つかれた亡もう者じやのように、ダルダラは歩き出した。

　左ひだり腕うでの宝珠が輝く。

　触ふれた物を全て奪い尽つくす〝亡者の手〟だ。

「その手だ！　その手をよこせええええええええ！」

　ダルダラは上左腕を振り上げた。

　しかし『彼』はややともひるまない。

『因果は応報する。殺意は報むくいを受ける』

　ダルダラの左手が、胸に突つき入れられた。

「なッ！」

　その手はあるモノをつかみだした。

　ダルダラは、自分の手のひらに己の心臓を見た。

　銃弾に貫かれてもなお、不ふ随ずい意筋が脈動をやめさせない心臓は、びくびくと痙けい攣れんを起こしたように血を吐き出し続けていた。

　指先が力を込めるのをダルダラは感じた。

「やっ……やめてくれ！」

　ダルダラは哀あい願がんした。

　だが、彼の手は『彼』の言葉の通りに動き、己の心臓をぐしゃぐしゃに握にぎりつぶした。

「────────」

　声もなく、ダルダラは崩れ落ちた。

　生死を確かめる必要はなかった。

　ディアのもとに、奪われた左手が戻ってきたからだ。

　二人の融ゆう合ごうは自然と解けた。

　ディアはさっそく幻げん視しで失った左ひだり腕うでを再生することにした。

　クルスは宝珠を取り戻したディアを見て、よかったですね、とつぶやきながら、たまらない喪そう失しつ感かんに打たれていた。

（アイは、蘇よみがえらない）

　ディアと融合していた間、密ひそかに調べていたのだ。

　魂たましいを蘇らせることは出来ない。

　同じ身体からだを作り出すことは出来ても、モノならいくらでも作り出せても、

（神の言葉でも──！）

　失われた魂を蘇らせることは出来ないのだ。

　現実と向き合うのが怖こわくて、クルスはアイのそばにいるにもかかわらず、彼女を直視できずに空を見上げた。

　眼めを閉じて、唇くちびるを嚙かんで、心に浮うかぶ思いをこらえようとした。

「クルス……くん？」

　声がした。

「アイ……？」

　クルスは目を疑った。

　倒たおれていたアイが手をついて、ゆっくりと起き上がろうとしていたからだ。

「ど、どうして……？」

　信じられなくて、クルスは首を傾かしげた。

「よくわからないんです……」

　アイも首を振ふった。

「気を失って……、気付いたら、クルスくんがいて……」

　アイもまた、信じられないとばかりに首を振った。

　本当に、死んだと思ったのだ。

　バァが言っていた。

　ブレスのかけた呪のろいは今も続いていて、霊れい眼がんを開いた者は死んでしまうと。

「バァ……」

　思い出したのか、アイは切なくなって、首にかけたペンダントを握りしめた。

　するとだ。

　ぴりっと手のひらに痺しびれを感じて、そこから声が聞こえてきたのだ。

（聞こえるかえ……、姫さま……？）

　誰だれの声か、アイはすぐに分かった。

「バァ！」

「えっ？」

　突とつ然ぜんの声に、クルスは首を傾げた。

　アイは頭の左右についた霊れい聴ちようを無意識のうちに動かしていた。

（馬ば鹿かじゃのう、これが聞こえるということは霊眼を開いてしまったんじゃな……）

「ごめんなさい……、でも」

　アイは言葉を続けようとした。しかし、バァの声が遮さえぎった。

（バァは姫ひめさまに謝りたいことがあっての、姫さまが霊眼を開かれた時に聞こえるよう、ペンダントに声を吹ふき込んでおいたのじゃ）

「謝る？」

（すまぬのう、バァは姫さまに噓うそをついた）

「えっ」

（ブレスの呪いは解けておる。霊眼を開いても死ぬことはない）

　アイは、言葉を失った。

（すまぬの。霊眼など不幸を呼ぶだけと思い、バァは噓をついたんじゃ。だが、姫さまはそれでも、霊眼を開こうと思ったんじゃの？）

　気持ちを言い当てられた気がして、アイはこくりとうなずいた。

（好きな人に出会えたのじゃな）

　一方的に聞こえる声なのに、アイはまるで目の前にバァがいるかのように、嬉うれしそうにうなずいた。

「どうしたの？」

　クルスが訊たずねてきた。

　するとアイは頰ほおを赤らめ、下を向いてしまった。

（霊眼族は一度しか恋こいをしない。生しよう涯がいただ一人の相手しか求めない。霊眼を開くとはそういうことじゃ……）

　バァの声は次し第だいに遠く小さいものになっていった。

（むろん、こんな時代じゃ。いいことばかりとは限るまい。じゃが、幸せは自分が決めるものじゃ。嬉しさも、喜びも、心で見つけるもの。霊眼はそのためにある）

　アイはペンダントを胸に抱だいた。バァの最後の声が聞こえてきた。

（姫さま、幸せになるのじゃぞ……）

　言って、声は聞こえなくなった。

　すると、クルスが優やさしそうな顔で訊ねてきた。

「おばあさんと、話をしていたの？」

　はい、とアイはうなずいた。

　いつの間にか、空は晴れていた。

　丸々と満ちた月が、きらきらとした光を地上にこぼしている。

　空を見上げて、アイは思った。

　太陽は大きいけれど孤こ独どくだと。月は小さいけれど、星という仲間がいる。

　自分の人生がそうであったらいいと思った。

（わたしはクルスくんを愛している）

　その想おもいは北極星のように揺ゆるがず、彼女の心で輝かがやいていた。

　出来れば、クルスにもそう思っていて欲しい。

　そんなことを思いながら。






















　神が死んで以来、たいていのことに慣れてきた市民たちも、今日のことには目を疑った。

　金貨銀貨が雨あられと降ってきたのだ。

「悪党が貯ため込んだ金銀財宝の汚よごれ落としだ！　パッと手に入れて、パッと使っちまえ！」

　自由都市エスオルトで一番の目め抜ぬき通りを、黄金を山のように積んだ馬車がのし歩く。

　御ぎよ者しやをしているのはスカーレットだ。隣となりにはクルスとアイがいる。

　後ろの荷車に乗って、スコップ片手にざっくざっくと黄金を掘ほり出しては、街の人々にバラまいているのはディアだった。

　扉とびらの鍵かぎを開き、街に戻もどったクルスたちがしたことは、ダルダラがしこたま貯め込んだ宝の山をすっからかんにしてやることだった。

　ちなみにルルは、借金の利息を払はらいにギルドとやらにすっとんでいった。

　利息どころか、宮殿にいくつもあった宝物庫の宝石のいくつかを金に換かえるだけで借金は返済できるはずなのに、ルルは「理由のない報ほう酬しゆうは受け取れない」と頑がんとして譲ゆずらず、みんなと同じだけの金貨を貰もらっただけで去っていった。

　それでもみんなの中に欲張りがいれば分け前も増えたところなのだが、クルスは真ま面じ目めだったし、スカーレットは元々お金持ちで、ディアは一身上の理由で欲張らなかったので、結果として、ルルの手にも雀すずめの涙なみだほどの分け前しか入らなかったというわけだ。

「一身上の理由って、何なのでしょう？」

　不思議そうな顔をしているアイに、クルスはそっと耳打ちをした。

「ディアさんはね、いいことをしないと元の姿に戻れないんだ」

「いいこと？」アイはちょこんと小さな首を傾かしげた。

「そうだよ。僕とディアさんが出会ったのも、ディアさんが〝いいこと〟をしてた時なんだ」

「知りたいです。クルスくんのこと、教えて下さい」

「じゃあ、ジョオの話から始めないとね」

「ジョオ？」

　アイは訊たずねながら、頭の左右についた霊れい聴ちようをひょこひょこと動かした。

「ジョオはね、僕と一いつ緒しよに教会で……」

「クルスさまぁ！」

　群衆の中から、声がした。

　それだけでクルスは分かった。

（一〇〇万人の声がしても聞き間ま違ちがえることなんてない！）

　いま、一番聞きたかった声に、クルスは振ふり向いた。

「ジョオ！」

　飛び降りるのが先だった。クルスは馬車から群衆の海に分け入った。アイも後を追う。

　ジョオも人ひと混ごみをかき分けかき分け、クルスのもとへ駆かけ寄った。

　時間にすれば一日しか過ぎていないのに、二人は一〇〇〇日の別れを経て巡めぐり会った相手に再会したような顔で、互たがいの手を握にぎり合った。

「ごめんね、勝手に飛び出したりして」

「いいんです、クルスさまさえご無事なら、私は平気です」

　そんなことを言ったのに、間近でクルスの顔を見た途と端たん、ジョオは感極きわまって、わんわんと泣きだしてしまった。

　クルスだって涙ぐんでいる。

　いっぱい、いっぱい話したいことがあった。

「めでたしめでたしってやつだな」

　荷台の上から二人の様子を見ていたディアが満足げにうなずく。

　再会はそれだけでは終わらなかった。

「スカーレットさまぁ～！」

　群衆の向こうにターバン姿の一団が見えた。

　ディアはすぐに思い出した。オリオンとかナインとかの顔を。

　彼らはスカーレットの元部下であるところの秘密誘ゆう拐かい団の面々だった。

「どうする？」

　どっちでもいいぜ、という顔をディアはした。

　フフッ、とスカーレットはいつもの笑えみを浮うかべ、

「この程度の悪名でクルス盗とう賊ぞく団を解散しては、リーダーに申し訳があるまい」

「だな！」

　ディアはマントをつかみ、ぶわりと一いつ閃せんたなびかせると、荷台の柱に足をかけ、隣にいたスカーレットを奔ほん放ぽう苛か烈れつに抱だきすくめるや、声も高らかに言い放った。

「おうおうおうおう！　待てと言われりゃ待ってもいいが、天下に二つとなき紅くれない公主スカーレット！　金銀財宝くれてやっても、この姫ひめだけは渡わたせねえ！」

　名乗りざまに剣けんを抜ぬき、旋せん風ぷの呪じゆ文もんを叩たたき込んだ。

　すると荷台に積まれた黄金が、風に煽あおられ宙を舞まい、雨のように降り注いだ。

　ターバンたちは黄金まみれとなった。

　市民たちは殺さつ到とうし、彼らは身動きが取れなくなってしまった。

　今のうちにとディアとスカーレットは馬車を捨て、クルスのもとへ駆け寄った。

「クルス、ズラかるぜ！」

「ズラかるって、また何かしでかしちゃったんですか!?」

　とりあえず騒さわぎの方向に振り向くと「どけー！」「スカーレット様ぁ！」という怒ど号ごうのような声が聞こえてきた……。

　するとスカーレットは、実に無責任な笑顔を浮かべ、

「クルス盗賊団あるところ、常に波乱あり、だ」

「クルス盗賊団!?」

　ジョオは目玉が飛び出そうな顔をした。

「あ、ジョオ、これはね……、そのね」

「ぼやぼやしてる時間はねえぜ！　まぁ、オレはここで大暴れしてもいいけどよ」

「私も別に構わぬぞ」

　何も迷わず、二人は剣の柄つかに手をやったので、クルスは顔を青くした。

「絶対、逃にげましょう！　地の果てまでも逃げましょう!!」

「逃げるってクルスさま、どういうことなんですか!?」

　今度は、ジョオが嚙かみついてきた。

　するとクルスは、ジョオの右手をしっかりと握りしめた。

「えっ……」

　クルスの左手の変化に気付き、ジョオの目がこれ以上ないほど丸くなる。

「話したいことはたくさんあるんだ。だから今は黙だまって……、ついてきて！」

　そう言って、クルスは走り出した。







　あとがき







　はじめまして、あすか正太＠無ぶ頼らい派です。

「ほー、おまえのどこが無頼派なん？」

　やあやあ編集さん。どうでしたか、新シリーズ『ドラゴンクルス』一巻目の感想は？

「想像をはるかに超こえていたね、すごいよ、マジすごい、おまえ尊敬する」

　いやー、照れますねえ。誉ほめたって何にも出ませんよ？

「連れん載さい分の原げん稿こう、一文字も使ってないのはどういうことだ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　説明しよう！　『ドラゴンクルス』は雑誌『ザ・スニーカー』で連載中の作品なのだ!!

「もう文庫本一冊分の原稿はあるはずだよな？　おい、こら、おまえが書いた原稿だろ？」

　二巻に回しました（きっぱり）。

「勝手に回すな[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　加筆修正ですよ、加筆修正。よくある話でしょ？

「ねえよ！　まるまる一〇〇％の加筆なんて、スニーカー文庫始まって以来の話だよ!!」

　黙だまってれば、『一巻は新作で、二巻は連載分』スタイルの話だと思ってもらえたのに……。

「無理だよ！　連載版にいないキャラがいるだろーが！　しかも、仲間になってるし!!」

　よくあるよくある。

「ねえよ！　気付いたら仲間が増えてるなんて、ホラーかよ!!」

　もしくはギャルゲーの移植版。

「自分で言うな！」

　わたしは作品を通して、自由な生き様を読者に伝えたいんですよ！

「自由すぎるんだよ、おまえは!!　守れよ、伝統を!!」

　決まり切った因習には縛しばられない。だから、無頼派。

「謝れ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　おまえ、無頼派の諸先生に土下座して謝れ!!」

　だって、クルスとディアの新しい出会いのストーリーがひらめいちゃったんですもの。

「ひらめきすぎなんだよ！　おまえ、もう何にもひらめくな!!」

　言ってること違ちがう！　巻末の著者紹介欄じゃ、相対性理論とか言って誉めてくれたのに！

「新幹線ごときで特とく殊しゆ相対性理論が発生するわけないだろ、ボケ！」

　噓うそつきだー！　編集さんが噓ついてるよー！　神さまぁ！

「神は死んだ！」

　やめて！　釘くぎバットはやめて！　せめて、せめて鞭むちにして[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！


（２巻に続く）



　追つい伸しん、『総理大臣のえる！』も、まだまだ続くのでよろしくね！







●あすか正しよう太た




わたしがクルスとディアに出会ったのは雑誌の企画で大阪に行った帰りのことでした。神坂一先生、友野詳先生とお話できた喜びに、帰りの新幹線で、わたしは昔話をしました。学生だった頃、こんなに面白い小説があるんだと教えてくれたのが、諸先生の作品でした。

「そういうの、書いてみようよ！」

隣の席で、担当さんが言ってくれました。

「問答無用に元気な話を書こうよ。激しくて痛快で、どんな逆境でもへこたれないキャラを書こうよ、時代は元気を求めているんだよ」

言われた瞬間、わたしの中で二人のキャラが弾けました。クルスとディアです。わたしは二人の織りなす物語を担当さんにしました。

「面白いじゃないか、それで行こう！」

「いいんですか？　構想１秒ですよ？」

「アインシュタイン時空じゃ、速度の速い乗り物では時の進み方は遅くなるんだよ。ここは新幹線だよ！　１秒なんて永遠だよ!!」

担当さんが出した手をわたしは握りました。

稲妻が二人の身体を走りました。直後、新幹線が止まりました。地震だそうです。わたしは違うと思いました。新幹線を止めたのは二人の間に走った情熱です。わたしと担当さんの、クルスとディアの燃えるような情熱です。これが、「ドラゴンクルス」が始まるまでのお話です。行けるところまで突っ走ります！　そして最後に、この物語はあなたのものです。
















カバー・口絵・本文イラスト／玲衣

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎
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